


ぶ 2 
9 旨 弄 


王 





門 あま ね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 


42rul2 ご ZS)L_SSi ひけ 








と こら 


info@islam.org.sa 








慈悲 あま ね く 惹 愛 深 き ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 
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は じ め に 

全て の 讃 美 は アッ ラー に こそ 属し ます 。 私 た ち は ア ッ ラ 
ー を 讃 美 し 、 かれ に こそ ご 援助 を 求め 、 お 赦し を 請 い 、 私 
た ち 自 身 の 悪 と 悪行 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 アッ ラー が 
お 導き に な られ る 者 は 決し て 迷う こと な く 、 ま た アッ ラー 
が 迷わ せら れる 者 は 決 し て 導 か れる こと は あり ませ ん 。 私 
は 、 唯一 の 並ぶ も の 無き お 方 アッ ラー 以外 に 真 に 祭 拝 すべ 
きも の は 無く 、 ム ハン マ ド (アッ ラー よ 、 彼 と 彼 の 一 族 、 
教 友 た ち 、 そ し て 審判 の 日 まで 彼ら に よく 従っ た 者 た ち に 
祝福 と 平安 を 与え た た まえ ) が アッ ラー の し も べ で あり 使徒 
で ある こと を 証 営 し ます 。 

さて 本 書 は 抑 著 『 ク ルアー ン と スン ナ に 則っ た ズ ィ ク ル 
と ドア ー と 魔 除け に よる 治療 』 ヤ の ズ ィ ク ル の 部 を 、 旅 行 
中 に も 携帯 し や すい よう に 要約 し た も の で す 。 また ズ ィ ク 
ル の 本 文 も 短 し 、 そ の 出典 に お いて も 1、2 冊 の 文献 を 
挙げ る だ け に 留め あま し た 。 で すか ら 伝 承 し た 教 友 や 出典 の 
詳細 を 知り た い 方 は 、 自分 で 原典 に 立ち 返る 必要 が あり ま 
ず 。 

私 は その 美 名 及 び 崇 高 な 属性 に お いて 、 本 書 編 箇 が 高貴 
な る アッ ラー の た め に 捧げ られ た も の と な り 、 私 の 人 生 と 
死後 に お いて 私 自身 を 始め 、 読 者 各位 や 出版 関係 者 た ち 、 
及び 本 書 普 及 に 携わっ た 方 々 を 益 す る こと を 、 至高 の アッ 
ラー に 祈り ます 。 そし て 唯一 無 こ の アッ ラー こそ が この 件 


さ 訳者 注 :「 ズ ィ ク ル 」 と は 一 般 に アッ ラー の 唱 念 、「 ド アー」 と は アッ ラー に 
対す る 祈願 を 示し ます 。 
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に 関し て の 援助 者 で あら れ 、 その 実現 を 可能 に され た お 方 
で あら れ ま す 。 アッラー よ 、 私 た ちの 預言 者 ムハンマド と 
彼 の 一 族 、 教 友 た ち 、 そ し て 審判 の 日 まで 彼ら に よく 従っ 


た 者 た ち に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 。 
ヒ ジュ ラ 訂 1409 年 サフ ァ ル 月 


筆者 


訳者 訂 文 

全て の 賞 故 は 万 有 の 主 ア ッ ラ ー に あり 。 そし て 預言 者 ム 
ハン マ ド と その 一 族 と 孝 友 、 そ し て 審判 の 日 まで 彼ら に よ 
く 従 っ た 者 た ち に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ 。 

サイ ー ド ・ ア ル = テ カ ハ タ ー ニ ー 博 士 が 編 筐 し た この ドア 
ー・ ズ ィ ク ル 集 は 、 ム スリ ム の 毎日 の 生活 に 必要 不可 欠 な 
ドア ー や ズ ィ ク ル の 数 々 を 簡潔 に 、 そ し て 携帯 し や すい よ 
うに ポケ ッ ト サ イズ に まとめ た 小冊子 で す 。 その 規模 の 小 
ささ な が ら 、 世 界 中 の ムスリム 一 般 か ら 好評 を 博 し 、 現在 
まで 様々 な 言語 に 翻訳 され て きま し た 。 

さて 今回 この 本 を 日 本 語 訳す る に あたっ て は 、 幅 広い 購 
読 層 を 想定 し 、 基本 的 な 宗教 用 語 や 意味 が 不明 瞭 に 捉え ら 
れ が ちな 箇所 に 関し て 、 可 能 な 限り 注釈 を 施し まし た 。 ま 
た 、 原 本 で は 著者 が 引用 し た ハデ ィ ー ス (預言 者 の 言行 録 ) 
の 出典 箇所 が 提示 され て いま す が 、 こ の 邦訳 に 関し て は ク 
ルアー ン 以 外 の 出典 箇所 は 省略 し まし た 。- そ れ ゆ え ハ ディ 
ー ス の 出典 先 を 御存知 に な り た い 方 は 、 本 書 の 原本 や 英語 
版 な ど を 照ら し 合わ せ て 参照 し て 頂く 必要 が あり ます 。 
また 、 ア ラビ ア 語 の ズ ィ ク ル ・ ド アー の 本 文 に は カナ 表 
記 を 付記 し まし た が 、 そ も そ も ア ラビ ア 語 に は 日 本 語 に 存 
在 し な い 子 音 が 数 多く 存在 し 、 忠 実 な 音訳 は 不可 能 で す 。 
例え ば 「 ア 」 行 は アラ ビア 語 の 「i」「z」 の 2 音 を 兼ね て 
表す よう に し 、「 ハ 」 行 に 関し て は 「。」「 に 」「s。」 の 3 音 を 
兼ね て 表記 し て いま す 。 ゆえ に カナ 表記 は 飽く まで 発音 の 
大 ま か な 目 安 と し 、 可能 な 限り 原語 で ある アラ ビア 語 に 親 
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し ん で 頂く こと を お 願い 申し 上 げ ま す 。 
また アラ ビア 語 で は 基本 的 に 、 文 の 最後 や 区 切り 目 に あ 
る 母音 は 発音 し ませ ん 。 例 を 挙げ れ ば :「 バ ー ラ カッ ラー 
フ ラ カ 、 ワ ・・・」 と いう 文 を 途中 で 切る 場合 、「 バ ー 
ラ カ ッ ラー ブフ ラク 。 ワ ・・・」 と な り ま す 。 ま た 同様 に 
「 サ ー イ ムン 、 イ ン ニ ー」 と いう 場合 も 「 サ ー イ ム 。 イ ン 
ニー」 と な り ま す 。 こ の 辺 の 法則 は 少々 複雑 な の で 、 可 能 
' な 限り カナ 表記 の 句読点 に 忠実 に 読ん で 頂く こと を お 勧 
めし ます ( 尚 ク ルアー ン の 音訳 に お いて は 「※」 マ ー ク が 
休止 点 を 表し て いま す )。 その 他 「 ラ フ 。 (アラ ピア 語 の 「。」)」 
の 休止 発音 な ども 独特 の 音 な の で 、 出来 れ ば ネイ ティ ヴ の 
方 に 発音 し て も ら う な ど し て 確認 し て 頂く よう お 願い 申 
レ 上 げ ま す 。 


ヒ ジュ ラ 訂 1428 年 シャ アバ ー ン 月 
2007 年 8 月 
翻訳 者 


ズ ィ ク ル の 徳 
至高 の アッ ラー は 仰せ られ た 。 
・oSY う コリ SS まお 評 び だ おい) 
「 だ か ら わ れ を 想念 ( ベ ィ クル ) せよ 。 そ うす れ ば われ も ゃ や 
あな た 方 を 御 心 に 留め お く で あろ う 。 わ れ に 感謝 し 、 恩 を 
忘れ て は な ら な い 。」【 肉 牛 章 : 152】 
.% り 1 ぅ 33 りら し あ 
「 あ な た 方 信者 よ 、 ア ッ ラ ー を よく 唱 念 ( ズ ィ ク ル ) せ 
よ 。」【 部 族 連合 章 : 41】 
ント る 3 っ Py US os07 


デ 


し 


「 ア ッ ラ ー を 多く 唱 念 ( ィ ク ル ) する 男 と 女 、 こ れ ら の 
者 の た め に アッ ラー は 彼ら の 罪 の 赦し と 、 この上ない 報奨 
を ご 準備 な され た 。」 【 部 族 連合 章 : 35】 


し 4 ば ee の 上 。 叶 し と: と 。 を と: の 
りー ひめ) セテ う レッ の し に ば は の) る うり 参 
URI 25 JCoY5 2 


「 ま た あな た は 朝夕 に 魂 を 込め て 謙虚 に 、 明 れ 護 ん で 、 声 
を ひそ め な が ら あ な た の 主 を 唱 念 ( ズ ィ ク ル ) せよ 。 そ し 
て ( 主 の 恩恵 を や) お ろ そ か に する 但 の 仲間 と な っ て は な ら 
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な い 。」 【 高 壁 章 : 205】 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) や は 言っ 
だ 8 

「 主 を 念じ る 者 と 念じ し な い 者 と の 差 は 、 あたかも 生 者 と 死 
人 の それ の よう で ある 。」 

また 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。 

「 支 配 者 の も と で 最も 優れ か つ 清 ら か で 、 最 も あな た 方 の 
位階 を 上 げ 、 ま た 金貨 や 紙幣 を 施す こと より も 更に 優れ 、 
更に は 敵 と 遭 遇 し て あな た 方 が 彼ら の 首 を 討ち 、 彼 ら が あ 
な た 方 の 首 を 討つ こと 以上 に 優れ た 行為 を 教え て や ろう 
か ?」 教 友 た ち は 「 ぜ ひと も 。」 と 答え た 。 預言 者 は 言っ 
た 。 「 至 高 の ア ッ ラ ー を 念じ る こと だ 。」 そ し て こ う 言 っ た 。 

「 至 高 の ア ッ ラ ー は こう 仰せ られ て いる :『 わ れ は し も べ 
が われ を 思う その 思い の 通り に あり ?、 彼 ら が われ を 念じ 
れ ば 彼 と と も に ある 。 も し 彼 が われ を 彼 自身 の 中 で 念じ れ 
ば 、 わ れ も や 自 分 自身 の 中 で 彼 を 念じ る 。 も し 彼 が 集団 で わ 
れ を 念じ る の で あれ ば 、 わ れ は 彼ら より よい 一団 (天使 た 


駅 者 注 : 預言 者 ムハンマド の 名 が 言及 され た 時 に 彼 に 倍 福 と 平安 を 祈願 する 
の は 、155 貢 の 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 われ ) の た め に 祈 
願 す る こと の 徳 」 章 で 触れ られ て いる 通り 、 徳 の 多い 行い で す 。 ア ラビ ア 語 
で は 「 サ ッ ラ ッ ラ ー フ アラ イヒ ワ サッ ラム 」 と 言い 、 こ れ が 最も 一 般 
な 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 われ) へ の 祈願 の 仕方 で す 。 

駅 者 注 : 例え ば 何ら か の イベ バー ダ ( 細 拝 行為 ) を 行なっ た 上 で 、 ア ッ ラ テー が 
それ に 報 所 を 与え て 下さ る と いう こと を 有望 に 考える 者 は 、 ア ッ ラ ー が その 
通り に 叶え て 下さ り ま す 。 一 方 それ に 懐疑 的 な 者 は 、 ア ッ ラ ー も それ 相応 の 
も の を も っ て 応じ られ ます 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
は 仰 ち られ まし た :「 ア ッ ラ ー に 対し て 希望 的 な 観測 を も つこ と な し に は 、 こ の 
世 を 去っ て は な ら な い 。」( サ ヒー フ ・ ム スリ ム ) 
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ち ) に お いて 彼 を 念じ る 。 も し 彼 が われ に 手のひら 分 だ け 
近付け ば われ は 片腕 分 だ け 近 付く だ ろう 。 そし て も し われ 
に 片腕 分 だ け 近付け ば 、 わ れ は 両 腕 分 だ け 近 付く だ ろう 。 
も し 彼 が われ へ と 歩い て きた ら わ れ は 彼 へ と 走っ て いく 
定 あ う 。 邊 

アブ ドッ ラー プン ブス ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は こう 伝え て いる 。 

「 あ る 男 が 言っ た 。『 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 イ スラ ー ム の 
制約 は 私 に と っ て 多 す ぎ ま す 。 で すか ら 私 が 遵守 で きる 範 
囲 の こと を 教え て 下さ い 。』 する と 預言 者 は 言っ た 。『 あ な 
た の 舌 を 、 アッラー の 唱 念 で も っ て 寺 か さ な い よう に し な 
さい 。』 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「 ク ルアー ン を 読ん だ 者 は 、 一 つの 善行 を 行なっ た と され 
る 。 そし て 一 つの 善行 に は その 10 倍 の 報 所 が ある 。『 ア リ 
ウツ ラー ム ミー ム 』 は 一 元 字 で は な か なく 、 ア ラモー 文 近 , 
ラー ム で 一 文字 、 ミ ー ム で 一 文字 な の で ある 。」 

ウ ク バ ブン アー ミル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
は 言っ た 。 
「 私 た ち が 軒 下 に いる と 、 ア ッ ラ ー の 御 使い ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 出 て き て 言っ た 。『 毎 朝 ブ ト 
ゥ ハー ン や アル = ニア キー ク Y に 出かけ て いっ て 、 そ こ か ら 
罪 を 犯す で も な く 親 類 関 係 を 切る で も な し に 、 大 き な コ プ ブ 
の 2 頭 の 雌 外 牟 を 得 て 戻っ て 来 た い 者 は いる か ?』 そ こ で 
呈 どちら も マデ ィ ー ナ 近郊 の 渓谷 の 名 称 、 
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私 た ち は こ う 言 っ た 。『 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 た ち は そ れ 
を 望み ます 。』 す る と 預言 者 は 言っ た 。『 あ な た 方 の ある 者 
は 朝 モ スク へ 行き 、 学 な の で は な い の か ? ま た は クル アー 
ン の 2 節 を 読む の で は な い の か ? それ ら の 方 が その 者 に 
と っ て 、2 頭 の 雌 駒 上 よ り も 優れ た 物 な の だ 。3 節 は 3 頭 
より 優れ 、4 節 は 4 頭 よ り 優 れ 、( そ し て 彼 の 読ん だ ) 節 
と 同数 の 双 牟 より 優れ て いる 。 

また 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。 

「 ア ッ ラ ー が 唱 念 さ れ な か っ た 場所 に 座っ た 者 は アッ ラ 
ー か ら の お 敵 り を 受け 、 ア ッ ラ ー が 唱 念 さ れ な か っ た 場所 
に 横たわっ た 者 は アッ ラー か ら の お 答 め を 受け る 。」 

また 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ 

う も 言っ た 。 

「 ア ッ ラ ー を 念 唱 し な い 所 に 座り 、 預言 者 へ の 祈願 を し な 
か っ た 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー か ら の お 答 め を 受け る 。 も し レア 
ッ ラ ー が 望め ば 彼ら を 罰 し 、 あ る い は 彼ら を 赦 す の で る 。」 

また 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
の 潜 。 

「 ア ッ ラ テー を 念 唱 せ ず に 集まり の 場 か ら 立 ち 上 が る 者 た 
ち は 、 ロ バ の 慣 (つま り 和 無益 な こと ) か ら 立 ち 上 が る こと 
と 同じ で ある 。 それは 彼ら に と っ て 損失 で ある 。」 
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1. 目覚 め の ズ ィ ク ル 


ン 


(GO 5 CEC 3 ULT と 問 る と すり))-1 


アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ ィ ー アハ ヤー ナー バア 
が ーー まま キー タ シー イタ ザ セ 5 デル 
「 私 た ち を 死な せ た 後 に 生き 返ら せ 、 ま た 死後 、 か れ の 御 
許 に 私 た ち を 復活 させ る お 方 アッ ラー に 称え あれ 。」 


信和 と 2 3 3 みる 82 うき 0 さか -2 


る 


る の の か ゅ っ ャ 人 wi 3 es て 
, AA 1 あさ とり て al opee 20 と お 山 


1 (au 3M の びと の 人 13 
っ デー ペー イツ ラッ タダ ターク nn ゲ ナ ウー を 
ャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ッ 、 ワ 
ンジ プラ メー アッチ テイ ナシ 次 沈 エ ーー ル 5 スプ 
ー ナ ッ ラ ー。 ワ ル ハ ム ド ゥ リッ ラー。 ワ ラー イラ ー ハ 
イッ ラッ ラー。 ワ ッ ラ ー フ アク バル 。 ワ ラー ハウ ラ 
ジワ クー クウ ワタ イッ ラー ビッ ラー ヒモ ル ア リ ー イ 
ル ア ズ ィ ー ム 。 ラ ッ ピ グフ ィ ル リー。 

「 唯 一 で 並ぶ も の 無き お 方 アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ 
きも の は あり ませ ん 。 主権 と 讃 美 は か れ の も の で 、 か れ 
は 全能 で す 。 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 全 て の 讃 美 は アッ ラ 
ー に あり ます 。 アッラー 以外 に 真 に 畠 拝 すべ きも の は 無 
く 、 ア ッ ラ テー は 偉大 で 、 至 高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか 
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な る 威力 も 強大 な る も の も あり ませ ん 。 主 よ 私 を お 才 し 
下さ い 。」 


て oy テテ の (> うう ) (らし いう eb と 婦 $ 2)D)-3 


.(@ ぷ ル 


アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ ィ ー アー ファ ー ニ ー 
メイ ィ イー ジャ ザ ゲ ディー。 ワ クラック アラ イヤ ルー ヒー。 
ジワ アズ イナ リー ピ ズ ィ ク リヒ 。 

「 私 の 体 を 守り 、 私 の 魂 を 私 に 戻し 、 か れ の 唱 念 の 仕方 を 
教え た た ア ッ ラ ー に 称え あれ 。」 


と 9 9 Je の 95 らし っ に は の あ -4 
ゃ 0. の 素 9 ます 
9 け テ Pb ゅ っ し Al 9 の も っ oO J9 
レー Js ロン っ 。。 @ 生 Ss 5 人 を ュ ン ニン ン 
>LU ぬこ 放 じ ゆ アパ ツリ とり し は の 5) 
CT 生計 が OBDe ま いま の 3CTTOC 
1 が 9 ga bo ビン Eo > OU 
P4 ン っ ー 

2 と 7 GU うい あり 226 多 55 守 。 
0 科 62 9 う の P う あ の じ 5 り 
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と と と と 2 の 0 の っ) っ 
0 
ント > oO 5) 5 よー g ! ら の > 

と UE と と らら 29 


の と co 25。。 is 人 
全便 


チー 


ao っ 3 こう で 計 紫 玉 


し す ] 電 。 の 


の are アダ oe 0 (と と とら 


し 半 K ぼ 凍 1 


Pao と 』o) oN 計り 0 定 
5 ビ る と ML os 3 oe ra J 2 た 
の は が 

DK RI あら りう アン 
イン ナ フィー ハル キッ サマ ー ワ ー デ ティ ワル アル デ 


イィ ワ フ ティ ラー フィ ッ ラ イリ ワン ナハ ー リ ラ ア 
ーー ヤー ティッ リ ウリ ル ア ル バー プ * ネ アッ ラズ ィ ー ナ 
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ヤズ クル ー ナ ッ ラ ー ハ キヤ ー マ ン ワ クウ ー ダ ン 
ワ アラ ー ジュ ヌー ピ ヒ ム ワ ヤ タ ファ ッ カ ルー ナ 
フィ ー ハル キッ サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ディ ラッ 
バナ ー マー ハラ クタ ハー ザー バー ティ ラン ス 
プ ハ ー ナ カ ファ キナ ー アザ ー バ ン ナ ー ル \* ま ラッ バナ 
ご イツ ナカ マン ドル ドサ ヒモ ル シン ナー ラ プチ カド 
アハ ザ オ ナタ プ マー リッ ザー リザ ミー ナ ミン ア 
ンジ サー ルネ ラッ パナ ー イン ナ サ ナー サミ アァ ナ ー ふ ムチ ナ 
ーー ディ ヤ ツン ナー ディ ー サル イー マー ニラ アジ チ 
ー ミ ヌー ビラ ッ ピ クム ファ アー マン ナー ラッ パ 
ナー ファ グフ ィ ル ラナ ー ズ ヌ ー パ ナー ワ カッ 
フィ ル アシ ナー サイ イア ー テ ィ ナ ー アワ ジッ プ 
ァ ナ ー マ ア ル ア プ ラー ル * ネ ラッパ ナー ワ アー テ 
ィ ナ ー マー ジワ アッ タナ ー アラ ー ルス リカ ジア 
ラー トゥ フ ズ ィ ナ ー ヤ ウ マ ルキ ヤー マテ ィ イン ナ 
カ ラー トゥ フリ フル ミー アー ドゥ ッ ネ ファス タ ジ ャ ー 
7 を ジグ ああ が み デ メカ デシ ツル ーー テー サディ ォ ャ ー ウ 
アマ ラ アー ミリ ン ミン ジン クム ミン ザ カ リン アウ 
ケルン サー バア ドッ クム ミツ ペデ テディ ン ファ ッ ク 
ズィー ナ ハー ジャ ルー ワ ウフ リジェ ュー ミン デ 
ヤー サリ も ササ か ケー ズー フォ ー す サビ ゼー ジー 
カー タル ー ワウ クティ ルー ラ ソウ カッ フィ ラン ナ 
アン フト ム サイ イア ー ケ ィ ヒ ム ウド ゥ み ヒ ダシ 
ナ フ ム ジャ ン ナ ー テ ィ ン タダ ジュ リー ミン タ ハ テ 
ィ ハ ルアン ハー ル サワー バン ミン イン ディ ッ ラ ー 


16 


ヒ ワッ ラー フ イン ダフ フス ヌ ッ サワ ー プ * ラ ー 
ヤグ ッ ラ ン ナ カ タカ ッ ル ブッ ラズ ィ ー ナ カフ ァ ル ー 
フィ ルビ ラー ドッ ネ マ ター ウン カリ ー ル ン スン マ 
マ ア ワー フ ム ジャ ハン ナム ワ ビ イ サル ミ ハ ー ド ッ ゥ 

* ネ ラー キ ニ ッ ラズ ィ ー ナ ッ タ カウ ラッ バフ ム ラフ ム 
ジャ シン ナー トッ ツン クジ ュ リ ー ミン クハ ティ ハル ア 
ジン ハー ル ハー リ デ ィ ー ナ フィ ー ハ ー ヌ ズ ラシン ミ 
ン イン ディ ッ ラ ー ヒ ワ マー イン ダッ ラー ヒモ ハ 
イル ッ リ ル ア ブ ラー ルネ * ワ イン ナ ミン アハ リル キ 
ター ビ ピ ラマ ン ユウ ミヌ ピッ ラー ヒ ワ マー クウ 
ンズ ィ ラ イラ イク ム ワ マー ウン ズ ィ ラ イラ イ 
EE ぬ か ビジ イー ナ リッ ラー ヒ ジー ヤシ ジュ クル ー 
の BB デー ギー ティ み ラ ーー ビ サマ ナン カリ ー ラ ンジ 
ウラ ー イ カ ラフ ム アジ ュ ル フ ム イン ダ ラッ ピ ヒ 
ぬ 、 イン ナッ テー ハ サリ サ ー ウ ル モ サ ー プ ォ ネ ヤ ー アイ 
ユ ハ ッ ラ ズィー ナ アー マヌ ス ビ ルー ワ サー ビル ー 
ウ ター ビ ト ゥ ッ ーー ジック クッ ラー バハ ジジ デッラ タク 導 
トゥ フリ フー ン 。 

「 本 当 に 天 と 地 の 創 造 、 ま た 夜 と 昼 の 交替 の 中 に は 、 思慮 
ある 者 へ の 印 が ある 。>( 彼 らち は) 立ち 、 ま た は 座り 、 ま た 
は 横たわっ て (不断 に ) アッ ラー を 唱 念 する 者 た ち 。 そ し 
て 天 と 地 の 創 造 に 就 い て 考え る 者 た ち 。 彼 ら は 言う 。『 主 
よ 、 あ な た は いた ずら に これ ら を 御 創り に な っ た の で は な 
い の で す 。 あ な た の 楽 光 を 讃え ます 。 業火 の 徳 罰 か ら 私 た 
ち を 導 っ て 下さ い 。 主 よ 、 本 当 に あな た は 業火 に 投げ 込ま 
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れ た 者 を 、 必ず 屈辱 で 覆 わ れ ま す 。 不正 の 徒 に は 援助 者 は 
な い の で す 。 主 よ 、 本当 に 私 た ち は 《 あ な た が た の 主 を 信 
仰 し な さい 。》 と 信仰 に 呼 尽 者 の 呼び 声 を 聞い て 、 信 仰 に 
入り まし た 。 主 よ 、 私 た ちの 罪 を 赦し 、 私 た ちの 罪 業 を 抹 
消し 、 信仰 の 達成 者 た ちと 一 緒 に あな た に 碧 し て 下さ い 。 
主 よ 、 あな た の 使徒 た ち に よっ て 私 た ち に 約束 され た も の 
を 授け 、 ま た 審判 の 日 に は 屈辱 か ら 救 っ て 下さ い 。 本 当 に 
あな た は 、 決 し て 約束 を 反故 に な さい ませ ん 。』 主 は 彼ら 
(の 白 り ) を 開き 入れ られ 、 仰せ られ た 。『 本 当 に われ は 、 

男 で あろ うと 女 で あろ うと 、 あ な た 方 の 成 した 行い を 徒労 
に する こと は な いで あろ う 。 あな た 方 は 互い に 同士 で ある 。 
それ で 移住 し た 者 、 故郷 か ら 追 放さ れ た 者 、 わ が 道 の た め 
に 人 迫害 され 、 ま た 稚 戦 し て 殺害 され た 者 は 、 わ れ が 彼ら の 
全て の 罪 業 を 抹消 し て 、 川 が その 下 を 流れ る 楽園 に 入ら せ 
よう 。』 こ れ は アッ ラー の 御 許 か ら の 報奨 で ある 。 ア ッ ラ 
ー の 御 許 に こそ 、 最 も 優れ た 報奨 が ある 。 あ な た は 、 不 信 
者 が 地上 で の さば り は び こ っ て いる こと に 惑わ され て は 
な ら な い 。 こ れ は 片 時 の 歓楽 で も る が 、 や が て 地獄 が 彼ら 
の 住ま いと な ろう 。 そ れ は 何と 悪い 玲 計 で あろ うか 。 だ が 
主 を 異 れ る 者 に は 、 川 が その 下 を 流れ る 楽園 が あり 、 彼ら 
は 永遠 に その 中 に 住む で あろ う 。 これ は アッ ラー の 御 許 か 
ら の 歓 待 で も ちる 。 ア ッ ラ ー の 御 許 に ある も の こそ は 、 敬 度 
な 者 に と っ て 最良 の も の で ある 。 し か し 啓典 の 民 の 中 に も 
アッ ラー を 信仰 し 、 あ な た 方 に 下さ れ た も の と 彼ら に 下さ 
れ た も の を 信じ て アッ ラー に 謙虚 に 仕え 、 僅か な 代価 で 啓 
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示 を 売っ た り し な い 者 が いる 。 こ れ ら の 者 に は 、 ア ッ ラ ー 
の 御 許 で 報奨 が あろ う 。 本 当 に アッ ラー は 清算 に 迅速 で あ 
られ る 。 あ な た 方 信仰 する 者 よ 、 耐 え 忍 ぶ の だ 。 忍 面 し 、 
敵 の 前 に 堅 園 で あわ れ 。 そ し て アッ ラー を 虹 れ よ 。 そ うす れ 
ば あな た 方 は 成功 する で あろ う 。」【 イ ムラ ー ン 家 章 :190 
て 200 】 

2. 着衣 時 の ドア ー 


ず し PD の mw、 の 0 ギフ の ee 
の のり テテ の を うう (て め ) は Ag に Sg 3 と と)-5 


・(G づ 39 
アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ イィ イー カサ ー ニ テー ハー 
ザ ( ッ サ ウ バ ) ワ ラ ザ カ ニー ヒ ミン ガイ リ ハウ 
リン ミン ニー ワ ラー クウ クジ 。 

「 無 力 な 私 に この 服 を 着 さ せ 、 恵み 与え て 下さ っ た アッ ラ 
ー に 讃え あれ 。」 
3. 新しい 服 を 着 た 時 の ドア ー 


テン に こす と 2 の) 0)-6 


3 と C の と みう も すこ ン 
アッ ラー フン マ ラ カ ル ハム ドゥ アン タ カサ ウタ ニ 
ー ヒ アス アル カ ミン ハイ リヒ ワ ハイ リ マー 
スニ デア ラフ 。 ワ アウ ー ズ ゼ カ ミン シャ ッ リ セ 
ワ シャ ッ リ マー スニ ア ラフ 。 
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「 ア ッ ラ ー よ 、 全て の 護 美 は あな た に こそ あれ 。 あ な た こ 

そ が 私 に それ を 着せ て 下さ いま し た 。 そこ に ある 良き も の 

と 、 そ れ に よっ て 得 ら れる 良き も の を 与え て 下さ いま す よ 

うに 。 そ し て あな た に そこ に ある 悪し きも の と 、 そ れ に よ 

っ て 得 ら れる 悪し きも の か ら の ご 加護 を 求め ます 。 ツ 」 
4. 新しい 服 を 着 た 人 へ の ドア ー 


に (gy | て AA ゆめ )-7 


トゥ プリ ー ワ ユ フ リ フッ ラー フ タダ アー ラー。 
「( そ の 服 が ) 着 古 され 、 そ の 後 更に アッ ラー が 新しい 物 
を 与え て 下さ いま す よ う 。 の 」 


1GG あ と の くみ の て AD)-8 


イル ビス ジャ ディ ー ダ ン 、 ワ イシ ュ ハミ ー ゲ ダン 、 ジ ア 
析 ホ ウ み ーー ザー 
「 新 し い 物 を 着 な さい 。 誉れ 高 く 生 き な さ い 。 そ し て 交 教 
者 と し て 死に な さい 、。」 

5. 服 を 罰 い た 時 の 言葉 


・③! と)-9 


只 ミッ ジー。 


① 訳者 注 : つま り そ の 衣服 を アッ ラー へ の 服従 や 崇拝 行為 に 用 いれ ば 、 そ れ に 
よっ て 報奨 が 得 ら れ ま す が 、 そ の 衣服 を アッ ラー へ の 反逆 行為 や 不服 従 に 用 
いれ ば 、 そ れ に よっ て 罪 が 得 ら れる こと に な り ま す 。 

守 訳者 注 : つま り そ の 衣服 が 著 古 され 、 そ の 後 別 の 新しい 衣服 を 得る 時 が 来る 
まで 長生 き し ま す よ うに 、 ょ いう 意味 。 
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「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。」 
6. トイ レ に 入る 時 の ドア ー 


・(G ら CS と 6 ぅ 放 ! < 宙 る | ご))-10 


ビス ミッ ラー。 アッラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピ 
カ ミナ ルフ プス イィ ワル ハバ ー イ ス 。 
「 ア ッ ラ テー の 御名 に お いて 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 男女 の 悪魔 
か ら あ な た に ご 加護 を 求め ます 。」 

7. トイ レ か ら 出 た 時 の ドア ー 


・ ぐ HP)-11 


グフ ラー ナカ 。 
「 あ な た に お 赦し を 求め ます 。"」 
8. ウド ゥ ー の 前 の ズ ィ ク ル 


・(③⑳| つの)-12 
ビス ミッ ラー。 


「 ア ッ ラ テラー の 御名 に お いて 。」 
9. ウド ゥ ッ ー が 終わ っ た 後 の ズ ィ ク ル 


デ る ンー ん チー 


eiiseb・euz 9 っ.933eD 
・(《③① だ っ) と と 


① 訳者 注 : 排便 に より 身体 的 に 清め られ た 後 、 更 に 精神 的 な 汚れ で ある 罪 の 示 
し を 靖 うと いう 意味 が 含ま れ て いま す 。 
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アシ ュ ハ ドゥ デッラ テラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ 
ワ ハ ダ フ ラー シャ リー カ ラフ 。 ワ アシ ュ ハ ドゥ 
アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アプ ドッ ゥ フ ワ ラス ー ル フ 。 
「 か れ に 並ぶ 者 な き ア デッラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも の 
は な く 、 ム ハン マ ド は 彼 の し も べ で あり 、 使 徒 で ある こと 
を 証言 し ます 。」 


1 ee ol ei で 人 UD)-14 
アッ ラー フン マジ ュ ア ル ニ ー ミナ ッ タ ウ ワ ー ビ ー ナ 
ワ ジ ュ ア ル ニ ー ミナ ルム タタ ッ ヒ リー ン 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を よく 悔 悟 す る 者 に 、 そ し て よく 心身 を 
清め る 者 と し て 下さ い 。」 


64D と))-15 


スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ワ ビ ピ ハ ム デ ィ ク 。 ア シュ ハ 
ド チタ ター イラ テー ハ バハ イッ テー アン ト み 。 ア スタ グ 
フィ ルカ ワ アト ゥ ッ ー プ イラ イク 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 あ れ 。 私 は あな た 以外 
に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いと 証言 し 、 あ な た に お 項 し を 
を い 、 悔 悟 し ます 。」 

10. 家 を 出る 時 の ズ ィ ク ル 


・ UI 計 32 た 9 うく (とも 2)-16 
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層 基 ミッ テー。 ジッ カル トゥ ッ デラ ッ テ ー。 ウ サー 
ハウ ブラ ワ ラー クウ ワタ イッ ラー ピッ ラー。 
「 ア ッ ラ テー の 御名 に お いて 。 私 は アッ ラー に この 身 を 委ね 
ます 。 至高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る 
も の も あり ませ ん 。」 
5 衣 4D)-17 
人 
・ (ey Je (Je MCP CUBE 
アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ アン ア 
ディ ッ ク 、 ア クウ ウ ゲ ッ ク ラ 、 ア ウ アズ ィ ッ ラ 、 ア ウ み 
ジン クジ 。 ナル デベ リマ 。 デ ウル ジジ マ 。 ア ウ ケア ヴ ョ = 
バク 、 だ 必 ジュ バジ ゲラ や 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 自分 が 迷い 迷わ され る こと か ら 、 ま た 
過ち を 犯し 犯さ れる こと か ら 、 ま た 不正 を 働き 働か れる こ 
と か ら 、 ま た 無知 に 陥り 無知 に 陥ら され る こと か ら 、 あ な 
た に ご 加護 を 求め ます 。」 
11. 家 に 入る 時 の ズ ィ ク ル 


し < 2 の) テラ フ レン ーッ es ン センセ と 。 ・ 
P (CE ア も っ うい テテ に) (be) 2! この)-18 


.4 和 と 周 5 4 

ビス ミッ ラー ヒ ワラ ジュ ナー。 ワ ビス ミッ ラー ヒ ハ 

ラジ ュ ナ ー。 ワ アラ ー ラッ ピナ ー ダ ワ ッ カ ルナ ー。 

「『 ア ッ ラ ー よ 、 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 私 た ち は 入 り 、 
23 


アッ ラー の 御名 に お いて 私 た ち は 出 ま し た 。 そし て 私 た ち 
の 主 に 全て を お 任せ し まし た 。』 こ う 言 っ て 、 そ れ か ら 家 


族 に 挨拶 を する 。」 
12. モス ク へ 行く 時 の ドア ー 


ウー て し ば に) て し と は IT40D)-19 
て リプ うば め の う て し アメ g ン つう メ 
ーッ うば JC は の う て リ プ と 
2 の PSP が ーー リ ま の 
の J り ・ し ji + 宙 ( 時 みり ・ リ メ JS5 
本 チー TI の TI と PTS 
りあ ge きき りり は 計 人 DD) (しま ら の 
つう の (CU ロダ の の (ロメ の うう て りつ うう ) (( の 


と て 
・(( ア り しゅ 
アッ ラー フン マジ ュ ア ル フィ ー カル ビー ヌー ラン 、 
ワ フィ ー リサ ー ニ ー ヌー ラン 、 ワ フィー サム イ 
ー ヌメ ー ラ ン 、 ワ フィ ー パサ リー ヌー ラン 、 ワ ミ 
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/ デリ キー バー ジン ネジ ンジ かみ ら デ ィ ー ヌー 
シシ ント ジ ジジ ヤミ ネー デー ヌー ジジ シ ジ 、 チン ジマ 
ー リ ー ヌー ラン 、 ワ ウ ミン デマ ー ミ ー ヌー ラン 、 アワ 
0 の yk デメ ォ ー ネー タク ンジ ゲ ョ テル ジ ゲ ォ ー サメ ヌ 
スィ ーー デー ラン シン 、 ワ デ ァ アズ ィ ム サー メー ジン 。 ワ 
テッズ ィ イム リー ヌー ラン 、 ワ ジュ アル サー ヌー タラ 
ジン 、 ジュ アル ニー メータ ー。 アッ ダー フシ ジマ アァ デ ダ 
ニー ヌー ラン 、 ワ ジュ アル フィ ー アサ ビー ヌー 
ーー 2 の ーー ルー ダダ ティー 
ミー ーー ジ シ 、 必 ジイ ネー シャ アテ リー ヌー ラジ 。 アゲ 
フィ ー バシ ジャ リー ヌー ラー。 アッ ラー フン マジ ュ ア ル 
リー デラ ン フイ ー カプ リ テ ・… ワ ネー ラジ ラウラ 
ザー ダ 次 オド テウ ロー ーー ク の 居 
イド ウサ ーー ー タ ツ 。 ズ ャ ドニ ー ヌー ター。 ツ 
ハ プ リー ヌー ラン アラ ー ヌー ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の 心 に 光 を 、 私 の 舌 に 光 を 、 私 の 聴覚 に 
光 を 、 私 の 視覚 に 光 を 、 私 の 上 か ら 光 を 、 私 の 下 か ら 光 を 、 
私 の 右 に 光 を 、 私 の 左 に 光 を 、 私 の 前 か ら 光 を 、 私 の 後ろ 
か ら 光 を 、 私 の 魂 に 光 を お 与え 下さ い 。 そ し て 私 の た め に 
光 を 強く し て 下さ い 。 光 を 強く し て 下さ い 。 私 の た め に 光 
を お 与え 下さ い 。 私 を 光 に し て 下さ い 。 私 に 光 を お 与え 下 
さい 。 私 の 神経 に 光 を 、 肉 に 光 を 、 血 に 光 を 、 髪 に 光 を 、 
皮膚 に 光 を お 与え 下さ い 。」 
「 ア テア ッ ラ ー よ 、 私 の た め に 私 の 墓 に 光 を ・・・ 私 の 骨 に 光 
を お 与え 下さ い 。」 
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「 そ し て 光 を お 増やし 下さ い 。 そし て 光 を お 増やし 下さ 
い 。 そ し て 光 を お 増やし 下さ い 。」 
「 そ し て 光 の 上 に 光 を お 与え 下さ い 。」 
13. モス ク に 入る 時 の ドア ー 


< 人 。 ン ? ャ ンー ン 本 倒し 2 拉 

の て ei sl に) ・ で の 2 テテ タナ Ab >)-20 
上 2 ウラ コン 要ら > e 

入り | と っ で の に J5 29 くに っ て と テ の opUs TU 


、(C の > うこ 時 で * 宙 ) 
アウ ー ズ ビッ ラー ヒル アズ ィ ー ミ 、 ワ ピ ワ ジュ ヒヒ ル 
カリ ー ミ 、 ワ スル ター ニヒル カ デ ィ ー ミ 、 ミ ナッ シャ イ 
クー ニッ クジ ー ム 。 ゼス ミッ ラー も 。、 ワッ サラ テー トゥ アツ 
グー ムチ テー が スー リッ テー アッ テー フジ ャ ラフ 
タフ リー アプ ジー バ パ テラ ハ マテ ィ ク 。 
「 私 は 偉大 な る アッ ラー に 、 そ の 尊い 御 顔 に 、 そ し て 原初 
より の か れ の 権威 に お いて 、 呪 わ れる べき シャ イタ ー ン か 
ら の ご 加護 を 与え て 下さ る よう 求め ます 。 アッ ラー の 御名 
に お いて 、 そ し て アッ ラー の 使徒 に 祝福 と 平安 われ 。 ア ッ 
ラー よ 、 あ な た の ご 慈悲 の 扉 を 私 に お 開き 下さ い 。」 

14. モス ク か ら 出 る 時 の ドア ー 


と の 25 拓 と )-21 
(01U CC 
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ビス ミッ ラー ヒ ワッ サラ テラー トゥ ワッ サラ テラー ム アラ 
ー ヲ ラス ー リ ッ ラ ー。 アッラー フン マ イン ニー アス ア 
ルカ ミン ファ ドゥ リク 。 ア ッ ラ ー フ ンマ アァ スイ ィ イム ニー 
ミナ ッ シ ャ イタ ー ニ ッ ラ ジー ム 。 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に 祝福 と 平安 
が あり ます よう に 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 に あな た の 恩恵 を お 恵 
み 下 さい 。 ア ッ ラ テー よ 、 私 を 呪 わ れる べき 悪魔 か ら お 守り 
下さ い 。」 

15. アゲ ー ジ "を 聞い た 時 の ズ ィ ク ル 
22- ム デ ッ ズ アン (アゲ ダー ン を 呼び か ける 者 ) が 言う 通り 
に 、 後 を 次 いで 繰り 返し て 言う 。 た だ し 、 


(で て (とう Cal あと))-22 

『 ハ イヤ デア ジッ ザ サラ テラー テイ ツウ ハイ ヤ アラ ル ジ プア 

ラー ハ (いざ 礼拝 に 来 た れ 、 い ざ 成 功 に 来 た れ )」 の 部 分 
だ は 、 

-Gu 計り と ず ) 


ゲッ ンー sy が サー みみ P グ パカ テー ピッ み テ 
「 至 高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る も 


@ 訳者 注 : 礼 拝 を 呼び か ける 一 連 の 文句 の こと 。「 ア テッ ラー フ アク バル (3 回) 、 
アッ ラー フ アク バル (2 回 )、 ア シュ ハ ド ゥ アッ ラー イラ ー ハ イッ ラ 
ッ ラ ー (2 回 )、 アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ッ ラ スー ルッ ラー (2 
回 ) 、 ハ イヤ ー アラ テッサ ラー (2 回) 、 ハイヤー アラ ルフ ァ ラ ー へ (2 回 )、 
アッ ラー フ アク バル (2 回 )、 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー。」 
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の も あり ませ ん 。」 と 言う 。 


チー e 一 


2 00 9 つも る 82 う MIMO 5 6)-23 
1 (Cp OCN 9 とう とう の Au と っ うく 9 とう) 
ワウ アナ デシ ュ バ ドッ デッラ ー イラ ー バ パ イッ ジラ 
ッ ラ ー フ ジ ハ ダ フ ラー シャ リー カ ラフ 、 ジ ツア 
ジム みか ンマ ダシ ジル デデデ ドッ クジ 恨 サザ ネール ア 。 ダ 
ディ ー ト ゥ ピッ ラー ヒ ラッ パン 、 ワ ビ ム ハン シマ ディ 
ッ ラ スー ラン 、 ワ ピル イス ラー ミ ディ ー ナ ー。 

「『 そ し て 私 は 、 並 ぶ 者 無き 唯一 の アッ ラー 以外 に 真 に 祭 
拝 す べき も の は 無く 、 ムハンマド は 彼 の し も べ で あり 使徒 
で ある と 証言 し ます 。 私 は アッ ラー が 私 た ちの 主 で あり 、 
イス ラー ム が 私 た ちの 宗教 で も り 、 そ し て ムハンマド が 私 
た ちの 使徒 で も る こと に 満足 し まし た 。』 こ れ を ろ ス デ アッ ズ 
アン の ダシ ィ バッ ンド が (信仰 告白 ) の 後に 言う 。」 

24 一 「 ス アデ ッ ズ ア ン の 呼び か け に 答え た 後に 、 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) へ の 祝福 と 平安 を 願う 。 
寺 

に 22 1 (を Ca ・B| 59 と 3 iA もう 64DD)- 25 


レン ロ 


や 訳者 注 :「 ア シュ ハ ド ゥ アッ ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー、 ア シュ ハ ド ッ ゥ 
アン ナ ム ハ ン マ ダ ッ ラ スー ルッ ラー」 の 言葉 、 

る 訳者 注 : 12 頁 の 駅 者 注 ① 及 び 155 質 の 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 祖 と 
平安 われ) の た め に 祈願 する こと の 徳 」 音 を 参照 の こと 。 
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る の (29 0 も だ らし Uz 0 、Lz25 し 


・(C GA CH 


アッ ラー フン マ ラッ パ ハー ズ イ ィ イ ヒ ッ ダ アワ ティ ッ タ 
の オジ ッ サラ テラー ティ ルカ か カー イマ 。 デー ディ あべ 
ンマ ダニ ル ワ ス イィ ー ラ タ ワル ファ ディ ー ラ 。 ワ プ アス フ 
マカ ー マ ン マハ ムー ダニ ッ ラ ズィー ワ ア ッ タ フ 、( イ 
ン ナ カ ラー トゥ フリ フル ミー アー ドゥ ウ )。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 この 完成 され た 呼び か け と 繰り 返し 続く 礼 
拝 の 主 よ 、 ムハンマド に 天国 に お ける 高い 位階 と 栄 准 を 与 
え 、 あな た が 彼 に 約束 され た と ころ の 賞 奉 に 溢れ た 位階 に 
彼 を 蘇ら せ た ま え (本 当 に あな た は 約束 を 反故 に され る 事 
が あり ませ ん )。」 
26 一 「 デ ゲー ン と アカ ター マツ の 間 に 任 意 の ドア ー を する 。 
この 間 に 行 われ た ドア ー は 、 必 ず 受 け 入 れ ら れる 。」 

16. プス デ ァ ンタ ー ン (礼拝 開始 ) の ドア ー 


の と Je CT ee の の 9 PU DD の)- 27 


> Os29| て 科 て (guUe と て) 0 


や 駅 者 注 : 礼拝 開始 直前 の 呼び か け の 言葉 。31 頁 脚 注 の アザ ー ン の 言葉 を 各 1 
回 ずつ 言い ます (た だ し ハナ フィ ー 法 学派 は アザ ー ン 同様 2 回 ずつ )。 尚 、「 ハ 
イヤ ー アラ ルフ ァ ラ ー ハ 」 の 後に は 「 カ ドゥ カー マテ ィ ッ サラ テー (礼拝 
は まさ に 始ま っ た )」 と いう 文句 を 2 回 入れ ます 。 
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・G2 り 0 BU ee に くっ 
アッ ラー ジテ シ ンマ パー イド イニ ー アウ デイ チム ハム 
ター ヤー ヤ カマ ー パー アッ タ バイ ナル マシ ュ リ キ 
ワル マグ リプ 。 ア ッ ラ ー フ ンマ ナッ キ ニ ー ミン ハタ 
ー ヤ ャ ー ヤ カーー ナッ カッ サク デル アデ ヤ ド ザ が ミナ 
ッ ダ ナス 。 アッ ラー フン マグ スィ イル ニ ー ミン ハタ ー ヤ 
ー ヤ ピッ サル ジ ワル マー イ ワル バラ ドッ み 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 と 私 の 過ち の 間 を 東西 の 間 を 遠ざけ た よ 
うに 遠ざけ て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 白い 服 が 汚れ か ら 清め 
られ る よう に 私 を 私 の 過ち か ら 清 め て 下さ い 。 アッ ラー よ 、 
寺 と 水 と 寺 で 私 を 私 の 過ち か ら 清 め て 下さ い 。」 


0 JC (EL 3 て 0 の 5))-28 


・(③⑨ 清 5 


スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ワ ビ ハ ム ディ カ 、 ワ ダバ 
ー ラ カス ムカ 、 ワ タデ アー ラー ジャ ッ ド ゥ カ 、 ワ ラー 
イラ ー ハ ガイ ルカ 。 

「 テ デッラ ー よ 、 あ な た に 賃 震 と 讃 美 あれ 。 あ な た の 御名 は 
祝福 に 溢れ 、 あ な た の ご 偉 力 は 至高 で す 。 あ な た の 他 に 真 
こ 此 拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 


2 の クン ミケ Je レン ンー < ン と っ み - ゃ る っ 
テン 5 の 0 (の ) と を)-29 
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つき と つう ・e ら の ・ て て の ol て AH 
0. oe に tu 5 つ ア WOIUIYEIIOPE う る 1 
こす あう みぞ と の 992 65 あて cf Ni の さる 邊 
Do 導 eo は 5 


っ 
と レク 


eo と 2・ CI UCS ga Y goaNi と 29 


み め WT る と と * | 泊 4 
522 4 の 7 (3 (て Io つと Y 


ン er まる 


78 こも この ば 20 AL. 203 5 


っ | 大 っ 
・( で BE つが 


ワッ ジャ フト ゥ ワレ ジェ ヒヤ リッ ラズ ィ ー ファ ダラ 
ッ サ マー ワー ティ ワル アテ アルダ ハニー ファ ン ワ マ 
ー アナ ミナ ルム シェリ キー ン 。 インナ サラ ー テ ィ ー、 
ワ ヌス キー、 ワ マフ ヤー ヤ 、 ワ ママ ー テ ィ ー リッ 
ーー グッ ピル ナー ラマ ー ナ サー シャ リー 和 カ ラテ 
ワ ピザ ー リ カ ウミ ルト ゥ ワ アナ ミナ ルム スリ 
ミー ン 。 アッ ラー フン マ アン タル マリ クタ ラー イラ ー 
2 イッ ラー アン トゥ 。 ア ンタ ラッ ピー ワ アナ 
アプ ドゥ ッ ク 。 ザ ラム トゥ ナ フ ス イィ イー ワ ァ タラ フト ッ ゥ 
81 


ビザ ン ビ ー ファ グフ ィ ル リー ズ ヌ ー ビ ー ジャ ミ 
ー ア ジン イシ ボア ケー 補 グ ティ ルッ ズ ス メー パ イッ 
ラー アン トゥ 。 ワ ハデ ィ ニ ー リア フサ ニル アフ ラー キ 
ラー ヤ ハ ディ ー 9 り ア フサ ニハ ムー イッ ラー アン ト 
み 。 大 サフ プッ ニー サイ イア チバ ムー、 ター キメ リラ 
アン ニー サイ イア ハー イッ ラー アン トゥ 。 ラ ッ パ イ 
カカ ワ サ ア ダイ カ 、 ワ ル ハ イル クッ ルフ ビ ヤ ダ イカ 、 
ワッ シャ ッ ル ライ サ イラ イク 。 ア ナ ピカ ワ イラ 
イク 。 タ バー ラク タ ワ タ ア ー ラ イト ゥ 。 ア スタ グフ ィ 
ルカ ワ アト ゥ ー プ イラ イク 。 

「 私 は 天地 の 創造 主 に 、 シ ルク ツリ を 犯す 者 で は な く 純 正 な 
信徒 ? と し て 顔 を 向け まし た 。 私 の 礼拝 、 献 身 行為 、 生 、 

そし て 死 は 並ぶ 者 な き お 方 で ある 全 世 界 の 主 ア ッ ラ ー に 
こそ 捧げ られ ます 。 私 は 実に その よう に 命じ し られ 、 そ し て 
服従 し た 者 た ちの 1 人 で す 。 アッラー よ 、 あ な た は あな た 
以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の が な いと ころ の 王 で す 。 あな た 
は 私 の 主 で 私 は あな た の し も べ で す 。 私 は 自分 自身 に 不正 
を 働き まし た 。 そ し て 自分 の 罪 を 認め まし た 。 で すか ら 私 
の 罪人 本 て を お 赦し 下さ い 。 罪 を 赦 さ れる お 方 は あな た 以外 


呈 駅 者 注 : シル ク と は 、 全 宇宙 の 創造 や 所 有 や 管理 な ど ア ッ ラ ー の み が 専 有 す 
る 性 質 に お いて アッ ラー 以外 の 何 か を か れ に 共有 ・ 参 与 さ せ た り 、 あ る い は 
テッ ラー の み に 向 けら れる べき 上 杏 拝 行為 を 、 か れ 以 外 の 他 の も の に 向け て 行 
うこ と 。 イ スラ ー ム の 根本 教義 で あわ る タウ ヒー ド の 反対 語 で あり 、 ゆ え に 厳 
し く 禁 しら れ て いま す 。 

る 駅 者 注 : スー フ か ら イ プ ブラー ヒー ム 、 ム ー サ ー、 イ ー サ ー ら か ら 最 後 の 預 言 
者 ムハンマド .( 彼 ら に アッ ラー か ら の 和牛 福 と 平安 あれ ) に まで 至る 全て の 預 
言 者 が 人 を 々 を それ に 誘っ て きた と ころ の 、 ア ッ ラ ー の み に 上 拝 行為 を 向け る 
と いう 純正 な 一 神吉 の こと で す 。 
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に いな い の で す 。 私 を 最も 良い 人 格 へ と 導い て 下さ い 。 そ 
こ へ 導く の は あな た 以外 に いま せん 。 私 か ら 悪 い 人 格 を 取 
り 除 いて 下さ い 。 悪い 人 格 を 取り 除く お 方 は あな た 以外 に 
いま せん 。 私 は あな た に 常に 仕 た を 、 あ な た の 御 許 に 馳せ 参 
じ ま す 。 全 て の 善 は あな た の 御手 の 内 に あり ます 。 悪い 事 
が あな た に 帰せ られ る こと は あり ませ ん 。 私 は あな た に よ 
っ て 存在 する も の で 、 あ な た の 御 許 へ と 帰り ます 。 あ な た 
は 祝福 に 溢れ 、 い と 高く お わし ます お 方 。 私 は あな た に 罪 
の 赦し を を い 、 あ な た に 悔 域 し ます 。」 


ご 6 JJ と 5 て JSP どう FU り )-30 

と の し 2 る アン ョ ュー ィ っ ン ン ロロ ン 
MY し OO こす 。 34 ーー Ji ・ の うり 
の OU と すい に 


アッ ラー フン マ ラッ パ ジ プ ラ ー イ ー ラ 、 ワ ミー カー 
サー の ンー ワナ ルー ラチ テー ディ チル マー ザワ 
ー テ ィ ワル アル ドゥ ッ 。 アー リ マ ル ガ イ ビ ワッ シャ ハー 
ダ 。 ア ンタ タ ハ クム バイ ナ イベ バー ディ カ フィ ー マ 
ー カー ヌー フィ ー ヒ ギヤ フ タリ フー ン 。 イヒ ディ ニー 
リマ フト ゥ リフ ァ フィ ー ヒ ミナ ル ハ ッ キ ビ イ ズ ニ 
みみ 。 イン ナカ クハ バディー マジ クタ シャ ー ウ オイ テ ー 
スイ ラー ティ ン ム ス タ キ ー ム 。 
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「 ア ッ ラ ー よ 、 ジ プク ー ル と ミー ター アー ん と アス テー ンク 

アー クツ ヤ の 主 、 天 地 の 創 造 主 よ 、 不 可視 な る 世界 と 可視 な 
る 世界 を ご 存 知 に な られ る お 方 よ 、 あ な た こそ あな た の し 
も べた ち が 以 前 意見 を 異 に し て いた こと に 関し て 彼ら の 
裁決 を 下さ れる お 方 。 真理 か ら 反 れ た こと に 関し て 、 あ な 
た の お 許し を も っ て 私 を お 導き 下さ い 。 あな た こそ あな た 
が お 望み に な る 者 を 真っ 直ぐ な 道 へ と お 導き に な られ る 
お 方 で す 。 


時 YY 間 休 コト 1 商人 る ウル 症 代 る と っ か 
Mr 3 う ル 26 も 4 607 な 

ロ ロ ン ヽ チ 和 レン ロ の 
(の て タ pe oz ae っ ゆ ) CE (Ceb 


・(⑥ テ うう 


アデ アッラーフ アク バル カビ ピー ラー。 アッラー フ アク バ 
ル カビ ー ラ ー。 アッラー フ アク バル カビ ー ラ ー。 ワ 
ル ハ ム ド ッ ゥ リッ ラー ヒ カス イィ イー ラー。 ワ ル ハ ム ド ッ ゥ 
リッ ラー ヒ カス ィ ー ラ ー。 ワ ル ハ ム ド ゥ ッ リッ ラー ヒ 
カス イィ イー ラー。 ワ スプ ハー ナッ ラー ヒ プク ラタン アウ 


や 訳者 注 : 全て 大 天使 の 名 。 ジ プリ ー ル (ガブ プリ エル ) は 諸 預 言 者 や 使徒 た ち 
に 対し て 、 ア ッ ラ テラ ー か ら の 北 示 伝達 を 担い 、 ミ ー カ ー イ ー ル (ミカ エル ) は 
雨 と 作物 を 委任 され て いま す 。 ま た イス ラー フィ ー ル は 角笛 を 吹い て この 世 
の 終 玉 を 告げ 、 ま た も う 一 喘 き で 全て の も の の 復活 を 知ら せる 役割 を 任 さ れ 
て いま す 。 
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アス イィ イー ラー。(x3 回 ) アウ ー ズ ピッ ラー ヒ ミナ ッ シ 
ヤオ イーラ ミミ ジ / サナ ア た ヒ し 、 ヴ ナラ スィ セ E、 ジ の ハム ム 
ズ イ ヒ 。 

「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 
偉大 な り 。 ア ッ ラ ー を 限り な く 称 えま す 。 ア ッ ラ ー を 限り 
な く 称 えま す 。 ア ッ ラ ー を 限り な く 称 えま す 。 朝 に に ア 
ッ ラ ー を 称え ます 。」(x3 回 ) 「 私 は アッ ラー に 、 シ ャ イタ 
ー ン と その 息 と 貴 の 吹き か け 、 そ し て その 忠 き Y か ら の ご 
加護 を 求め ます 。」 


c の の 5 か の し こう と よ | CU))-32 
と てら とう の 9 らし に 3 で | よる) 
PU と の て の eg の) の 2 つら 
PP LN] きり IWCHH VPIWO IT oe の う の 2Y5 らし 
20CUPS (がり 30235. 4 生 ( と すみ ル あかり 
で oo ・ と 290・ と 得 り て 1355) 
と AT 40 (を seE9 と 背 う 移 る と 


① 訳者 注 : これ ら は 全て 人 を 迷わ せ 、 地 寺 - へ の 道連れ に し よう と する シャ イタ 
ー ン の 策略 を 示し て いま す 。. 
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(と スン の 2 て と の 2 と ET 04 うと JeEE う 
いじ 3 て と 1 うく と 2 おじ Je6 (と こし の 

る 1 ] ン 2 っ -p2 人 < 拉 2Y 
1 ま つり ま (| の 半 HIUECHP き すき HUCE き 者 CHOIVY 


・(( で ご! Y 


アッ ラー フン マ ラ カ ル ハム ドゥ 、 ア ンタ ヌー ルッ サマ 
ー ワ ー テ ィ ワル アル ディ ワ マン フィ ー ヒ ン ヌ 。 ワ 
ラ カ ル ハム ドゥ アン タダ タ カイ イム ッ サ マー ワー ティ 
ワル アル ディ ワ マン フィ ー ヒ ン ヌ 。 ワ ラ カ ル ハム 
ドゥ アン タ ラッ プッ サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ディ 
ワ マン フィ ー ヒ ン ヌ 。 ワ ラ カ ル ハム ドゥ ラ カ ム 
ルク ッ サ マー ワー ティ ワル アデ アル ディ ワ マン フィ ォ 
ー ヒ ン ヌ 。 ワ ヲ ラ カ ル ハム ドゥ アン タ ムル クッ サマ ー 
ワー ティ ワル アル ディ 、 ワ ラ カ ル ハム ドゥ 。 アン タル 
ハッ ク 。 ワ ワ ァ ドゥ カル ハッ ク 。 ワ カウ ルカ ル ハ ッ ク 。 
ワ リカ ー ウ カル ハッ ク 。 ワ ル ジ ャ ン ナ トゥ ハッ ク 。 ワ 
ン ナ ー ル ハッ ク 。 ワン ナビ ピ ィ ユー ナ ハッ ク 。 ワ ム ハ 
ンマ ドゥ シン ザッ ラッ ラー フ アテ イヒ ワウ サッ ラマ 
ハッ ク 。 ワッ サー アト ゥ ハッ ク 。 アッラーフ ンマ ラ カ 
アス ラム トゥ 。 ワ アラ イカ タダ ワッ カル トゥ 。 ワ ピカ 
ソー アン トク 。 イジ イカ デカ アデ ト み 。 ゼ カ . ぶ 
ー サ ム ト ゥ 。 ワ イラ イカ ハー カム トゥ 。 フ ァ グ フィ ル 
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リッ ュー "ーー カッ あま トゥ み 、 レ マー アッ み ッ ムル み 。 
マー アス ラル トゥ ッ 、 ワ マー アァ アラ ント ッ 。 アン タル 
ムカ ッ デ ィ ム 、 ワ アン タル ム ア ッ ヒル 。 ラ ー イラ ー ハ 
イラ ー アン ク 、 ア ング イジ ラー ビー ター イラ ー バ ハバ 
イッ ラー アン トッ 。』 

「 ア ッ ラ ー よ 、 讃 美 は あな た の も の で 、 あ な た は 天地 と そ 
こ に ある 者 た ちの 光 で す 。 あ な た に 称え あれ 。 あ な た は 天 
地 と そこ に ある 者 た ち を 司る お 方 で す 。 あな た に 称え あれ 。 
あな た は 天地 と そこ に ある 者 た ちの 主 で す 。 あな た に 称え 
あれ 。 天地 と そこ に ある 者 た ちの 主権 は あな た の 御 許 に あ 
り ま す 。 あ な た に 称え あれ 。 あ な た は 天地 の 王 で す 。 あ な 
た に 称え あれ 。 あ な た は 真実 で ちや り 、 あ な た の 約束 は 真実 
で あり 、 あ な た の 御 言葉 は 真実 で や り 、 あ な た と の 座 見 は 
真実 で あり 、 天国 は 真実 で あり 、 地 獄 は 真実 で あり 預言 者 
た ち は 真 実 で ちり 、 ム ハン マ ド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) は 真実 で あり 、 和 審判 の 時 は 真実 で あり ます 。 
アッ ラー よ 、 私 は あな た に こそ 帰依 し まし た 。 あ な た に こ 
そ 全 て を お 委ね し まし た 。 私 は あな た を 信じ 、 あ な た に 悔 
悟 し まし た 。 私 は あな た に よっ て 議論 し 、 あな た に こそ 裁 
決 を 求め ます 。 既 に 私 が 犯し 、 ま た これ か ら 犯 す 過 ち を 、 
そし て 密 に 犯し 、 ま た 角 わ に 犯し た 過ち を お 赦し 下さ い 。 
あな た こそ は 事 を 進め 遅らせ る お 方 で 、 あ な た の 他 に 真 に 
崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 あ な た こそ は 私 の 崇拝 する 
お 方 で あり 、 あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ 
ん 。〕 
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17. ルク グー グ ( 立 礼 ) 『 の ドア ー 
1 で の の や )-33 


スプ ハー ナ ラッ ピ ヤ ル ア ズ ィ ー ム 。 (%3 回 ) 
「 偉 大 な る 私 の 主 を 称え ます 。」 (x3 回 ) 


(よこ りゃ UL に や)-34 
スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ラッ パナ ー ワ ビ ハ ム デ 
ィ カ アッ ラー フン マグ フィ ル リー。 
「 私 た ちの 主 ア ッ ラ ー、 あ な た に 賞賛 と 詩 美 あれ 。 ア ッ ラ 
ー よ 、 私 を お 赦し 下さ い 。」 

8, 。 ン と ( 全 誰 ! 二 ら ゅ 3 る る ぁ 
・( こ と の 5 AI つう て と 5 て こつ))-35 

スッ プー フン 、 ク ッ ド ゥ ー ス ッ ラ ッ プ ル マ ラ ー イ カテ ィ 
ワッ ルー ブフ 。 
「 計 美 さ れる べき 人 崇高 な お 方 、 聖 な る お 方 、 天使 た ちと ジ ど 
プク ウー ル の 主 よ 。」 


0 ご テ To う ・ と Tl ・ と 5 っ の て 40))-36 
の こっ マー ンー マン 本 テー ンー ンー e っ 
タレ) て と ナ (て と と とう (ジン うら アス ( 、+ ン 
・(( 


Q 訳者 注 : 礼 押 中 の 一 動作 。 立 っ た まま 、 上 半身 を お 辞 僕 を する よう に 前 方 に 
傾け る 状態 。 
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ゲッ ジ ジー シン マジ カ ジラ カテ トゥ ウゥ 、。 ウ ニー ゼ カ デー マジ 
トゥ 、 ワ ラ カ アス ラム トゥ 。 ハ シャ ア ラ カ サム イ 
ーー、 ザー っ % サ サー、 妥 みあ ッ ヒ モー どど アズ ミー、 グ ア 
サビ ー、 ワ マス タカ ッ ラ ビ ヒ カゲ ダ ミー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の た め に ん クーク グ ( 立 礼 ) し 、 あ な 
た の み を 信仰 し 、 あ な た に 服従 し まし た 。 私 の 耳 も 、 目 も 、 
脳 も 、 骨 も 、 神 経 も 、 そ し て 私 の 足 が 運 ぶ も の \『 も 、 全 て 
は あな た を 屈 ん で 虹 散 し ます 。」 


・ (と ED (US くら 2 くら の ey oe や ))-37 


スプ ハー ナ ズ ィ ル ジャ バル ー テ ィ 、 ワ ル マ ラ クー ティ 、 
ジワ ルキ プリ ヤー イ 、 ワル アザ マ 。 
「 こ の 上 な き 権 勢 と 王国 、 強大 さと 偉大 さ の 持ち 主 に 称え 
あれ 。」 
18. ルケ クー グ か ら 起 き 上 が る 時 の ドア ー 


・(G ル テン) 0 と))-38 


サミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダフ 。 
「 ア ッ ラ テラー は 、 か れ を 賛美 する 者 の 声 を お 聞き に な られ る 。」 


(8 うし と I 館 > 。 よ (3U) ば )-39 
ラッ パナ ー ワ ラ カ ル ハム ドゥ 、 ハ ムダ ン カス イィ イー ラ 
ン タイ イ パ ン ム バ パー ラカン フィ ー ヒ 。 
「 私 た ちの 主 よ 、 あ な た に こそ 賞 准 ち れ 。 こ の 上 な く 沢 山 


季 駅 者 注 : 身体 の こと 。 
39 


の 、 素 晴らし い 、 祝 福 に 溢れ た 賞 挫 あれ 。」 

と テ し と て に 生じ) みう どじ つめ)-40 

時 て OUNCCMT ま CI つま 有り EC お 

まつ いい すい まあ 
(だ IO 


ミル プッ サ マー ジー チ ティ 7 そ ル アル アル ディ ジウ 
ーー プイ プア マー。 女 ルル アデ ア マー みみ ミミ ジン 
シャ イイ ン バア ドゥ 。 ア ハラ ッ サ ナー イ ワル マジ ュ デ 
イッ ゲッ ッッ が 定 ー カー ジル デア ブ プ ド み 。 ジ 2 クッ ル チ ー 
ラ カ アプ ドゥ 。 ア ッ ラ ー フ ンマ ラー マー ニア リマ 
の 、 ダ グー あみ オギ テー マナ が 
クタ 、 ワ ラー ヤン ファ ウ ザル ジャ ッ ゲ ィ ミン カル ジ 
ャ ッ ド ッ ゥ 。 

「 あ な た へ の 讃 美 は 天地 と その 間 に あ る も の 、 そ し て あな 
た の 望む その 他 全 て の 物 を 満た し ます 。 讃 美 と 楽 光 の 主 よ 、 
私 た ち 全員 が そう で ある と ころ の あな た の し も べべ が (次 の 
よう に ) 言う 言葉 は 、 至 極 の 真理 で す :『 ア ッ ラ ー よ 、 あ 
な た が 与え た も の を 禁じ る 者 は な く 、 あな た が 禁じ れ ば 他 
に 与え る 者 は お り ま せん 。 (現世 に お ける ) どん な 優れ た 
境遇 も 、 あな た の 御 許 で の 真 の 幸福 を 益 す る こと は あり ま 
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せん 。l」 
19. ダ ジ ダ (平伏 礼 ) “の 時 の ドア ー 
- (PL の の)-41 
スプ ハー ナ ラッ ピ ヤ ル ア ァ ラー。 (x3 回 ) 
「 岩 高 な 私 の 主 に 称え あれ 。」 (x3 回 ) 
1 うー oe や ))-42 
スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ 。 ラッ バナ ー ワ ビ ハ ム デ 
ィ イカ アッ ラー フン マグ フィ ル リー。 
「 私 た ちの 主 ア ッ ラ ー、 あ な た を 称え ます 。 ア ッ ラ テー よ 、 
私 を お 赦し 下さ い 。」 
人 の コン eo て 隊 と ム 間 あ 
・( こ 5 SU つう て と て こっ))-43 
メッ プー フツ ン 、 グッ ドゥ ッ ー ズ スッ ラッ プル マラ テラー イカ ディ 
ワッ ルー ブ プ 。 
「 讃 美 す べき 崇高 な お 方 、 聖なる お 方 、 天使 た ちと ジブ プク 
ー ン の 主 。」 


と とう ンー て と に 1309 (と 2 らら で て 宙 ))-44 


駅 者 注 : 現世 に お ける 権力 、 財 産 、 子 孫 な どの 幸運 は 、 そ れ 自 体 で は アッ ラ 
ー の 御 者 で の 真 の 幸運 、 つ まり 天国 と いう 報 吉 を 痩 得する こと に は 直接 つ な 
が ら な い 、 と いう こと 。 至 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ち られ まし た : 《 財 産 と 子 作 は 現世 
の 生活 の 飾り 物 で ある が 、 永 遠 に 残る 善行 こそ は あな た の 主 の 御 許 で 最も 優 
れ た 報 拒 で あり 、 和 希望 で ある 》 (洞窟 章 : 46) 

ゞ 駅 者 注 : 礼拝 の 中 の 1 動作 、 い わ ゆ る 路 祥 の こと 。 
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う て 5 うう て 人 に と 電 


内 
バ 
[ 


、 (GU 


アッ ラー フン マ ラ カ サジ ャ ッ ト ゥ ッ ワ ピカ アー 
マン トゥ 、 ワ ラ カ アス ラム トゥ 。 サ ジャ ダ ワ ジ ュ ヒ 
ヤ リッ ラズ ィ ー ハラ カフ 、 ワ サウ ワラ フ 、 ワ シャ 
ッ カ サム アフ ワ パサ ラフ 、 タ バー ラ カ ッ ラー フ ア 
ハ サ ヌ ル ハ ー リ キー ン 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に ダダ ジグ ダ し 、 あ な た を 信仰 し 、 
あな た に 従い ま し た 。 私 の 顔 は それ を 創造 し 、 形 造り 、 そ 
こ か ら 耳 と 目 を 刻み 分 けた お 方 に 平伏 し ます 。 最高 の 創造 
主 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。」 

1 で 9 て UK てら うと 1 ge oe や )-45 
スプ ハー ナ ズ ィ ル ジャ バル ー テ ィ 、 ワ ル マ ラ クー ティ 、 
ワル キ プ ブリ ヤ ー イ 、 ワ ル ア ザ マ 。 

「 こ の 上 な き 権 勢 と 王国 、 強大 さと 偉大 さ の 持ち 主 に 称え 
あれ 。」 

5 うう 95 て もう る 4 お は て 仙 ))-46 


・(⑥ デラ 

アッ ラー フン マグ フィ ル リー ザン ビー クッ ラフ 、 デ 

イッ カフ ワ ジッ ラフ 、 ワ アウ ワラ フ ワ アー ヒラ 
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フフ 、 ワ ウ アラ ー ニ ヤグ タフ 、 ワ スィ ッ ラク ラフ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 大 きい も の も 小さ いも の も 、 最初 の も の も 
最後 の も の も 、 知ら れ て いる も の も まだ 知ら れ て いな いも 
の も 、 私 の 罪 を 全て お 赦し 下さ い 。」 


才 を チ 


ンプ の 32 ょ うっ 4 の)-47 
き 
と て で と すす の 2 は ET の > 2 の 4 5 の 


- (ウゴ 


アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピリ ダー カ ミ 
ン サハ ティ ク 。 ワ ビ ム アー ファ ー テ ィ カ ミン ウ ク 
ー パ ティ ク 。 ワ アウ ー ズ ピカ ミン ク 。 ラー ウ フス 
ォ ィ ー 立 チ ナー デン デイ カカ デジ ツ み カマ ー アス ナ 
オイ クタ アラ ー ナナ フス ィ ク 。 

「 ア ッ ラ テー よ 、 私 は あな た の ご 満悦 に よっ て あな た の 怒り 
か ら の 、 そ し て あな た の お 赦し に よっ て あな た の 懲罰 か ら 
の 、 あ な た に よっ て あな た か ら の ご 加護 を 求め ます 。 私 は 
あな た が 御 自身 を 讃 美 さ れ た よう に あな た を 讃 美 する こ 
と は 出来 ませ ん 。」 

20. 2 回 の ダ ジ タ の 間 、 座 っ て いる 時 の ドア ー 


(うし つう | (つう))-48 


ラッ ピグ フィ ル リー、 ラ ッ ピ グフ ブ ィ ル サー。 
「 主 よ 私 を 赦し た まえ 、 主 よ 私 を 赦し た まえ 。」 
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けっ 2 し トス し っ ます PP 
っ ヴァ テリ c el c Po の ル | r ゆ り )-49 


(CD5・ うり 
アッ ラー フン マグ フィ ル リー、 ワル ハム ニー、 ワ ハ デ ィ 
ニー、 ワ ジュ ブル ニー、 ワ アー フィ ニー、 ワ ルズ クニ ー、 

ワル ファ アニ ー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 赦し 、 私 に お 慈悲 を か け 、 私 を 導き 、 
私 を 正 し 、 私 を 守り 、 私 に 恩恵 を 与え 、 私 の 位階 を 上 げ て 
下さ い 。」 

21. クル アー ン 読 語 に よる ダサ ジグ タ の 時 の ドアー 


es ン 


に ナン 生 半 い とほほ レモ っ まず 1 用 ッッ レン 
(お アタ 9 6 の う ーー の と うけ て 人 テ gU みう) あの))-50 


1 od | 3 
サナ が ャ グ ワ ソ ジ ュ ヒ ヤ リッ ラメ ズィー ハラ テラ カカ フワ シ 
ャ ッ カ サム アフ ワ パサ ラフ ビ ハ ウ リヒ ワ ク 
ウ ワ テ ィ ヒ 。 ファ タ バ ー ラ カッ ラー フ アハ サ ヌ ル ハー リ 
キー ン 。 
「 私 の 顔 は その お 力 に よっ て それ を 創造 し 、 形 造 り 、 そ こ 
か ら 耳 と 目 を 刻み 分 けた お 方 に 平伏 し ます 。『 最 高 の 創造 
主 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。』」 


6 りう VO とう ・ 1 | 3 の こ を | の)-51 
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ンタ シン 


の の て ゆっ 0 は GEeD 


・(( う っ 
プッ ラー フ ンマ クト ゥ ッ プ リー ビ ピ ハ ー イン ダグ カ ア 

ジュ ラー。 ワ ダァ アン ニー ビ ハ ー ウィ ズラ ー。 ワ 
ジュ アル ハー リー イン ダ カ ズ フ ラー。 ワ タカ ッ パ 
ル ハ ー ミン ニー カマ ー タカ ッ バ パル タ ハ ー ミン 
アプ ディ カカ デー ウー ド 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の た め に (クル アー ン 読 詩 の ) 報奨 を あ 
な た の 御 許 に 書き 留め て 下さ い 。 そし て それ に よっ て 私 の 
罪 と いう 重荷 を 取り 除い て 下さ い 。 そし て 私 の た め に それ 
を あな た の 御 許 に 蓄え て 下さ い 。 そし て あな た が あな た の 
し も ご で べ で ある ダー ウー ム た か ら そ れ を 受け 入れ られ た よう 
に 、 私 か ら も 受け 入れ て 下さ い 。」 

22. 妨 シ ィ ッ ンド が (信仰 告白 ) ? 


MeUE SE と CI も 2E209 (る らら 3))-52 


ト コ ジュ ソン 2 た シン oo の ンプ 
Os り Cl | っ > し と こう し に に J の の 2 4 テリ 5 の 


あみ オー ン チチ ャ ンー 


テン 際 2 内 ME アミ 

、(C す と うう 5CE Aa 0 1 0 NE 40 YO 1 

ゲッ タビ ピー ヤ ー ドウ み サッ チー ビ ヒビ 。 ワッ ザ サテ ジー ド み 。 アジ 
@ 礼拝 の 中 の 義務 行為 の 内 の 1 つ 。 礼 振り 2 ラク ア 、 あ る い は 3・4 ラク ア 目 を 


終え た 時 に 、 座 っ た まま 無言 で この 言葉 を 唱え ます 。 
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ッ タ イイ バ パー トゥ 。 アッサラーム アラ イカ アイ ニハ ン 
ナビ ー ュ ユニ ワ ラウ ハマ トウ ッ ッ ラ ー ヒ ジワ パラ カー トッ 
デ 。 デン サゲ グー あま テイ ナー ササ アー ゴル ー ゲ ディ 
ッ ジ ー ヒ ッ サ ー リ ヒー ン 。 ア シュ ハ ド み アッ テー イラ 
ー ハ イッ ラッ ラー フ ワウ アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム 
ハン マダ ン アプ ドッ フ ワ ラス ー ル フ 。 
「 全 て の 讃 美白 り と よき 言葉 は アッ ラー に (捧げ られ ま 
す )。 預 言 者 よ 、 あ な た の 上 に 平安 と アッ ラー の ご 慈悲 と 
祝福 が あり ます よう に 。 私 た ち に 、 そ し て アッ ラー の 敬 席 
な し ゃ も べ たち に 平安 あれ 。 私 は アッ ラー 以外 に 真 に 財 拝 す 
べき も の は 無い こと を 証言 し ます 。 私 は ムハンマド が アッ 
ラー の し も べ で あり 使徒 で も る こと を 証言 し ます 。」 
23. シャ ネップ た 後 の 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) へ の 祈願 


と と と DD-ss 
9 0 に 42 4 と < 月 。 AdT 2 う て 
(ea JT に あう AI 時 し Cp て 本 いこ 
ン 連 4 1. 

・(( ユン ユー テ ご) 

アッ ラー フン マ サッ リ アラ ー ム ふ ム ハ ン マ デ ィ ン ワ 
アラ テー アー リ ムハンマド ッ ゥ 。 カ マー サッ ライ タ ア 


tm (Zn が ゲー デー リ オア ゲラ テー 
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ドー ツマ 。 ザ シッ ナカ ハミ ー ド mw ん マジ ゼー ド み 。 チッ テー 
フン マ バー リク アラ ー ム ハ ン マ デ ィ ン ワ アラ 
ー アー リ ムハンマド ゥ ッ 。 カ マー バー ラク タダ アラ ー 
イプ ラー ヒー マ ダサ アジ ラー チー リザ イプ テラー ビデ ー マ 、 
イジ ナカ の ミー ドゥ ッ シ マジ ー ド ッ み 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た が イプ ラー ヒー ム と 彼 の 一 族 に 栄光 
を お 与え に な っ た よう に 、 ムハンマド と ムハンマド の 一 族 
に も 栄光 を お 与え 下さ い 。 あな た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 
主 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が イブ ラー ヒー ム と 彼 の 一 族 
を 祝福 され た よう に 、 ムハンマド と ムハンマド の 一 族 を 祝 
福 し て 下さ い 。 あ な た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す 。」 


で フ 失 し の Zs イン あっ っ ac 油 5 錠 

こし っ SS: レン に | こみ と う ーー cy よっ r9⑳))-54 

し うと reA び i 
1 と 用 ra JI 形 です 


アッ ラー フン マ サッ リサ アラー ム ハ ジ マデ ィ ン クウ 
アラ ー アズ ワー ジ ヒ ワ ズ ッ リ ー ヤ ティ ヒ 。 カ マー 
サッ ライ クタ デア ラー アー リサ イプ ラー ヒー ふ 。 ジ ツー パー 
が | の ゲー あッ ルー ディ シル サケ デ ク ジー チ デオ ワー 
2 下 浴 み サ ー ャ イデ ティ も 。 の マー ポー ククル ク が の 
ー アー リ イプ ラー ヒー ム 。 イ ン ナ カ ハミ ー ド ッ ン 
マジ ー ド ッ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た が イプ ラー ヒー ム と 彼 の 一 族 に 栄光 
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を お 与え に な っ た よう に 、 ムハンマド と ムハンマド の 妻 た 
ちと 子 孫 た ち に 栄光 を お 与え 下さ い 。 アッラー よ 、 あ な た 
が イブ ラー ヒー ム と 彼 の 一 族 を 祝福 し た よう に 、 ム ハン マ 
ド と ムハンマド の 妻たち と 子孫 た ち を 祝福 し て 下さ い 。 あ 
な た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す 。」 

24、 サテ デー ズム "の 前 の 最後 の シャ ッ ン / 後 の ドア ー 


Hz て oe で う 選 削れ DD)-55 


Ok が 2 ルミ つ ICE ニブ 
アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ ミン ア 
ザー ビル カブ ル 。 ワ ミン アザ ー ビ ジャ ハン ナム 。 ワ 
ミン フィ トゥ ナ テ ィ ル マハ ヤー ワル ママ ー ト ッ ゥ ッ 。 ワ 
ミン シャ ッ リ フィ トゥ ナ テ ィ ル マス イィ イー ヒッ ダッ ジ 
ャ ー ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 墓 の 懲罰 、 地 獄 の 懲罰 、 生 と 
死 の 試練 、 偽 メン ア の 災難 か ら の ご 加護 を 願い ます 。」 


叶 6 20 od 5。 5 の g DD)-56 

ぅ 必 gi! < 2 と じ I^ ui 2 2 c Jl ーー 因 
Ao 添 和 oe 

(5 pe ァ 届 

アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ ミン ア 


中 駅 者 注 : 礼 拓 の 締め くく り の 時 の 動作 、 タ スリ ー ム の こと 。 
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ザー ビル カプ ブル 。 ワ アウ ー ズ ビ カ ミン フィ トッ ナ 
ティ ル マ ス ィ ー ヒ ッ ダ ッ ジ ャ ー ル 。 ワ アウ ー ズ ビ カ 
ミン フィ トゥ ナ テ ィ ル マハ ヤー ワル ママ ー ト ッ ゥ ッ 。 ア ッ 
ー フ ンマ イン ニー アウ ー ズ ビ カ ミナ ル マ ア サ 
ワル マグ ラム 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 墓 の 懲罰 、 偽 メン ア か ら の 災 
難 、 生 と 死 の 試練 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 ア ッ ラ テー よ 、 
私 は あな た に 罪 を 犯す こと と 負債 か ら の ご 加護 を 求め ま 
す 。」 


Mo る いと (も びと ^ 宙 D)-57 


り 


ノー Ni / 


co と 0 テン ンコ 5 の 


・ (で > 
アッ ラー フン マ イン ニー ザラ ム ト ゥ ナ フ ス ィ ー 
ズル マン カス ィ ー ラ ン 、 ワ ラー ヤグ フィ ルッ ズ ヌ ー 
バ イッ ラー アン トゥ 。 フ ァ グ フィ ル リー マグ フィ 
ラタン ミン イン ディ カ ワル ハム ニー、 イ ン ナ カ ア 
ンタ ル ガ フ ー ル ッ ラ ヒー ム 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 自分 自身 に 沢山 の 不正 を 働き まし た 。 
そし て 人 罪 を 赦 さ れる お 方 は 、 あ な た を お いて 他 に あり ませ 
ん 。 で すか ら 私 を 赦し 、 私 に ご 慈悲 を 垂れ て 下さ い 。 あ な 
た こそ よく お 赦し に な る お 方 、 慈悲 深き お 方 で あら れ ま すず 」 
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うく と ント 9 て と じ う て と の 5 し ンジ て U))-58 
の うう < 1e を ンー を レン ン ん E お し と 生ま まし 
ンタ EC2 て と C う と 遇 | 


つま りう い 


アッ クー ブン マグ フィ ル リー マー カッ ダム トゥ 、 ワ 
マー アッ ハル トゥ 、 ワ ツウ マー アス ラル トゥ 、 ワ ツ マー 
アァ ラン トゥ 、 ワ ソ マー アス ラフ トゥ ッ 、 ワ マー アン 
タタ アァ ラム ピ ヒ ミン ニー。 ア ンタ ルム カッ ディ ム 
ワ アン タル ム ア ッ ヒル ラー イラ ー ハ イッ ラー 
チト 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 が 既に 犯し て し まっ た 、 そ し て これ か ら 
犯す で あろ う 過 ち を お 薇 し 下さ い 。 ま た 私 が 密 に 、 露 わ に 
犯し た 過ち と 私 の 行き 過ぎ 、 そ し て あな た が 私 より も それ 
ら を よく ご 存 知 で ある と ころ の 私 の 罪 を お 赦し 下さ い 。 あ 
な た こそ 事 を 先立た せ 、 遅らせ る お 方 。 あ な た 以外 に 真 に 
崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 

1 の BS テ と と うす うる > 40D)-59 
アッ ラー フン マ アイ ン ニ ー アラ ー ズ ィ ク リカ 、 ジ 
シュ クリ カ 、 ワ フス ニ イ バ ー ダ ティ ク 。 

「 ア テッ ラー よ 、 あ な た を 唱 念 する こと 、 あ な た へ の 感謝 、 
あな た を よく 上 祭 拝 する こと に お いて 私 に 力 を お 貸し 下さ 
い 。」 
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と 肖 4D)-69 
IE に PO ます 短い) 朋 量り O『 


・(C 


アッ ラー フン マ イン = ニー アウ ー ズ ピカ ミナ ルプ 
フル 。 ワ アウ ー ズ ピカ ミナ ル ジ ュ プン 。 ワ アウ ー 
ズ ビ ピカ ミン アン ウラ ッ ダ イラ ー アル ザ リ ル 
ウム ル 。 ワ アウ ー ズ ピカ ミン フィ トゥ ナ テ ィ ッ ド 
みみ ン ヤー ジジ アザ ー ビ ピル カプ ブル 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 癌 和 と 肛 病 、 駅 わし い 年 齢 に 
戻ら され る こと ず 『、 そ し て 現世 の 試練 と 墓 の 懲罰 か ら の ご 
加護 を 求め ます 。」 


TO の OO 5 1 っ Cf て 0 の)-61 


アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カル ジャ ン ナ タ 
ワ アウ ー ズ ピカ ミナ ン ナ ー ル 。 
「 ア ッ ラ テー よ 、 私 は あな た に 天国 を 請 い 願い 、 あ な た に 地 
獄 の 業火 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 


『』 


に ビュ 8) の 5 3 の Lu 4))-62 


@ 訳者 注 : 老 表 し て 身体 的 に 及 弱 で 知性 も 衰え た 、 幼 児 期 の よう な 状態 に 舞い 
戻る こと 。 
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0 と の 5 は! 
の は 34 を の 3 ご 和 は の っ 
し JE し 0 は 2 人 E も こっ 0 
(Ca yo 0C も 。 直 導 すみ 清 aE a 
も 
UI アン ポ の あり 量 CD 

(PDCOEEIPIS 
アッ ラー フン マ ビ イ ルミ カル ガイ バ ワ ク ド ッ ラテ 
イィ イカ アラ ル ハ ルキ アハ イニ ー マー アリ ムタ ル ハ 
ペー グー グッ リ ツー か カジ ウル ラテ ァ ニ ーー \ イ ザー ザ ゲ 
リム タル ワ フ ァ ー タ ハイ ラッ リー。 アッ ラー フン マ イ 
ン ニ ー アス アル カ ハシ ヤ タ カ フィ ル ガ イ ビ ワッ 
シャ ハー ダ 。 ワ アス アル カ カリ マタ ル ハ ッ キ フィ ッ 
リ ダ ー ワル ガ ダ プ 。 ワ アス アル カル カス ダ フィ ル ギ 
ナー ワル ファ クル 。 ワ アス アル カ ナイ ー マ ッ ラー 
ヤン ファ ドゥ 。 ワ アス アル カ クッ ラ タ アイ ニッ ラー 
タン カテ ィ ッ ゥ 。 ワ アス アル カッ リ ダ ー バァ ダル カ ダ ー。 


ワ アス アテ アルカ バル ダル アイ シ パテ ダル マウ トッ 。 ワ 
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アス アル カ ラッ ザ タ ン ナ ザ リ イラ ー ワ ジ ュ ヒ カ 
ワッ シャ ウ カ イラ ー リカ ー イ カ フィ ー ガイ リサ 
ゲッ ラー ア ム デ ィ ッ テテ ィ ン ジワ ラー ディ ドッ y ナ 
ディ イジ あみ ディ ッ ジ 。 デ アッラー フン マ ザイ イシ ナー ゼ 
ズィー ナ テ ィ ル イー マー ニ ワ ジ ェ ア ル ナー フ ダ ー グ 
ッ あみ フォ ディー マシ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 不 可視 な る 世界 を 知る あな た の 知識 に よっ 
て 、 創造 の カカ に よっ て 、 私 に と っ て 生 が 良い と ご 判断 され 
る 限り 私 を 生か せ て 下さ い 。 そし て も し 私 に と っ て 死 が 良 
いと ご 判断 され る な ら ば 、 私 を 死な せ て 下さ い 。 ア ッ ラ ー 
よ 、 私 は 不可 視 な る 世界 と 可視 な る 世界 に お いて あな た を 
長 れ る 事 を 求め ます 。 そし て 満足 に お いて も 怒り に お いて 
も 真理 の 言葉 を 求め ます 。 そし て 裕福 さ に お いて も 気 し さ 
に お いて も 控え めで ある こと を 求め ます 。 私 は 絶え る こと 
の な い 恩 恵 を 求め 、 不断 の 喜び を 請 い 願い ます 。 そ し て 婚 
に 定め られ た 運命 に 対し て の 満足 を 、 死 後 の (天国 で の ) 
涼し い 生 活 を 、 あ な た の お 顔 を 拝見 する 喜び と 、 害 する 者 
の 害悪 と 迷 妄 の 災難 を 被る こと な く あ な た に 調 見 する こ 
と へ の 切望 を 求め ます 。 ア ッ ラ テー よ 、 信仰 と いう 宝飾 に よ 
っ て 私 を 飾り 、 私 た ち を 導き 導 か れる 者 と し て 下さ い 。」 
り と と SI の Oh %| (oN g! ^ 禄 ))-63 


HIOU 時 下がり まつ きく か 7 か を TK 
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1 で テ の っ 


アデ アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ ヤー アッ ラ 
ー フ ビア ン ナ カル ワー ヒド ゥ ル ア ハ ドゥ ッ サ マ ド ッ ゥ ッッ 
ラズ ィ ー ラム ヤリ ドゥ ワウ ラム ニテ ニー ラド ゥ み ワウ 
ラム ヤク ッ ラ フ ク フ ワ ン アハ ドゥ ッ ン 、 ア ン タグ フ 
ィ ラ リー ズ ヌ ー ビ ピー。 イ ン ナ カ アン タル ガ フ ー ル ッ 
ラ ヒ ー ム 。 

「 生 むこ と も 生ま れる こと も な く 、 比 べ 得 る 何者 も な く 、 
唯一 で 自 存 さ れる アッ ラー よ 、 私 は あな た に 私 の 罪 を 赦し 
て 下さ る こと を 求め ます 。 実に あな た こそ よく 災 さ れる 慈 
悲 深 き 方 で ちら れ ま す 。」 

y322 う cfy4VYSh gt of < 宙 D)-64 
JH! は し かり ら 5CC ag し SU 。 の 0 る 


本 0 つま POrECUIOU の 計 TYC19 を お アム 


アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ ビア ン ナ ラ 
カル ハム ダ ラー イラ ー ハ イッ ラー アン タダ ワ ハ 
の 流 ー を WV 和み 。 プチ ナー ヤー 
パパ ディ ー ア ッ サ マー ジー デ テディ ジル アル ドッ 。 ヤー ザ 
ルル ジャ テラー リ ワル イク ラー ム 。 ヤー ハイ エエ ヤー カ 
イ ユ ー ム 。 イン ニー アス アル カル ジャ ン ナ タダ ワ アウ 
ー ズ ビビ 訪 ミナ ン ナ ー ル 。 
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「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に こそ 賞賛 が あり 、 あ な た 以外 に 真 

に 上 祭 拝 す べき も の は な く 、 他 に 並ぶ も の も な い お 方 。 恵み 
深き お 方 、 天 地 の 創 造 者 、 上 涼 高 さと 栄誉 の 主 、 永 速 に 生き 、 
自 存 さ れる お 方 。 私 は あな た に 天国 を 希求 し 、 地獄 の 業火 
か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 


ciyi4 YAcie 所 5f 避 OU g! < 宙 ))-65 


昌信 (9 に く が 7K が TI 7 まい の | 
アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ ビア ン ニ ー 
アシ ュ ハ ドゥ アン ナカ アン タッ ラー ブ プ ラー イラ 
ー ハ イッ ラー アン タル アハ ドゥ ッ サ マ ド ゥ ッ ラズ ィ 
ー ヲ ラム ヤリ ドゥ ワウ ラム ユー ラド ゥ ワ ラム 
ヤク ッ ラ フー ク フ ワ ン アハ ドッ ゥ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 生 むこ と も 生ま れる こと も な く 、 比べ 得る 
何者 も な く 、 唯一 で 自 存 さ れる あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ 
きも の は な いこ と を 私 は 証言 し ます 。」 

25. 礼拝 の グー スム 後 の ズ ィ ク ル 


この ば (に の) JI こす る | (CC) | 2R 委 )-66 


で 235 JISC 
アス タグ フィ ルッ ラー (x3 回 )。 アッ ラー フン マ アン タ 
ッ サ ラー ム 、 ワ ミン カッ サラ ー ム 、 タ バー ラク タ ヤー 
ザル ジャ ラー リ ワル イク ラー ム 。 
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「 私 は アッ ラー に お 赦し を 請 い ます (x3 回 )。 ア ッ ラ ー よ 、 
あな た こそ が 平安 の 主 で 、 平 安 は あな た か ら の も の で す 。 
崇高 さと 栄誉 の 主 に 称え あれ 。」 


人 うら 生 す / す みろ Y862 う IA さめ)-67 
は 2 の て と で bf CeCY te 25K る 5 宙 
(で OF すけ つい の 


の ジー の イッ ルク ジッ ラ ー フ ワウ バダ タラ ター 騙 
ャ リー カ ラフ 、 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ワ 
プ ジ アク ラー グッ サリ や キャ イイ シン カカ ディ ォ ー ル 。 ア ッ タ 
ー ゲ タカ ダー マー ビ デ サヤ キー アテ デイ ああ 、 ザ 
マー マナ テム 、 グ ラー マン ゲ ァ ア 
ウ ザル ジャ ッ デ ィ ミン カル ジャ ッ ド ッ ゥ 。 

「 唯 一 で 並ぶ 者 無き お 方 、 ア ッ ラ テー 以 外 に 真 に 祭 拝 すべ き 
も の は いま せん 。 主権 と 護 美 は か れ の 御 許 に あり 、 か れ は 
全能 の お 方 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 与え た も の を 禁じ 
る 者 は な く 、 あな た が 禁じ れ ば 他 に 与え る 者 は お り ま せん 。 
(現世 に お ける ) どん な 優れ た 境遇 も 、 あ な た の 御 許 で の 
真 の 幸福 を 益 す る こと は あり ませ ん 。」 


人 みう を の 雪 す 、 す ル る 2 う AI 人 0 さ )-68 


訳者 注 : 46 頁 の 脚注 ① 参 照 の こと 。 
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2 ン > 2 で 打 テン : 
9%89141Y て (AUYI52 9 りみ Yu を 選び ぴぴ 


KT りき TTP 間 は (7 まい べり 
1 (GO 4 oueb ン 
ケー ゴケ グー ハム ゴ ッ テ クッ サー プラ ワム ハデ テ テー シ 
ャ リー カ ラフ 、 ラ フル ムル ク 、 ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ワ 
ズ ワ サワ アラ ター み カッ サリ シャ イン カカ ディー ル 。 ラ テラー ハム 
ウラ ラー み ウ ワク イッ テー ビッ テラー, ラー 
イク グー ハハ イッ ラッ ラー プア 、 ザ テー ナァ アプ ド み イッ 
クラー イー ヤー フ 。 ラフ ン ニ テマ トッ りり ウフ ルフ ァ ド 
ゥ ル ワラ フッ サナ ー ウ ル ハ サン 。 ラー イラ ー ハ イッ 
グッ タダ ターフ よ ム プ リス ォ ー ナ ラブ フッ デ ィ ー ナ グ ラダ 
ウ カリ ハル カー フィ ルー ン 。 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き お 方 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 財 拝 すべ き 
も の は いま せん 。 主 権 と 讃 美 は か れ の 御 許 に あり 、 か れ は 
全能 の お 方 で す 。 至高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 威力 
も 強大 な る も の も あり ませ ん 。 アッ ラー 以外 に 真 に 財 拝 す 
べき も の は な く 、 私 た ち は か れ 以 外 を 祭 拝 し ませ ん 。 恩 恵 
と 恩 籠 は か れ に こそ 属し 、 そ し て か れ に こそ よき 誉れ が あ 
り ま す 。 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は いま せん 。 
例え 不信 者 た ち が 忌 み 嫌 お うと も 、 私 た ち は ア ッ ラ ー に 誠 
意 を 尽 し て 仕え ます 。」 
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を アッ ん っ ト J 0 ゝ < ーー e ま 
MI 4 Y (Co5 じ め ) 1 る 2, る 名 す 17 ( 衣 Ob と っ))-69 


ze > て 


Dc きまま まい TIOIUEIIEOE 公 ま いま 


(5 


スプ ハー ナッ ラー ヒ 、 ワ ル ハ ム ド ゥ リッ ラー ヒ 、 ワ ッ ラ 
ー フ アク バル (x33 回 )。 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラ 
ー フ ワ ハ ダ ブフ ラー シャ リー カ ラフ 、 ラ フル ムル ク 
ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ワ フワ アラ ー クッ リ シャ 
イイ ン カ デ ィ ー ル 。 

「 ア ッ ラ ー に 称え あれ 、 そ し て アッ ラー に こそ 全て の 賞賛 
が あり 、 ア ッ ラ ー は 偉大 で す ( 各 33 回 )。 唯一 で 並ぶ 者 無 
き お 方 、 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 崇拝 すさ きも の は あり ませ ん 。 
主権 と 讃 美 は か れ の 御 許 に あり 、 か れ は 人 金 能 の お 方 で す 。」 


ま 


0 
まく TECTPYAD 

ピン ガル ゴー 
プッ) 2 は と CU 2 の) て の 和み と 池 どう 
・% と と と ビ 
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F 玩 レ ン 業 し 計っ Se る すう ロ 
の の 2 の 有人 に まろ 和 き し) 還 間 ) 
2 ルク ラプ アア タテ の と 0 ンー リラ テン ーッ 8 電 


と 5 入り と ン 届 
ピス ミッ ラー モッ テラ ハマ ー ニ ッ ジ ヒー ム 『 ク ル フワ ッ 
ラー フ アハ ドゥ ッ * ま カッ ラー フッ サマ ドゥ ッ * ネ ラム ヤリ 
ドゥ ワ ラム ユー ラド *※ ワ ラム ヤク ッ ラ フ 
ク フ ワ ン アハ ドッ ゥ 』 
ビス ミッ ラー ヒッ ララ ハマ ー ニ ッ ラ ヒー ム 『 ク ル アウ ー 
ズ ビラ ッ ピ ビル ファラ ク * ネ ミン シャ ッ リ マー ハラ 
ク ネ ワ ミン シャ ッ リ ガー スィ キン イザ ー ワカ 
プ ネ ワ ミン シャ ッ リ シナ ッ フ ァ ー サ ー テ ィ フィ ル 
ウ カ ドゥ ネ ワ ミン シャ ッ リ ハー スイ ディ ン イザ 
ー ハ サ ド ッ ゥ 』 
ピス ミッ ラー ヒッ タ ハ ヤー ニッ メジ ヒー ム 『 タ ル プッ ウー 
ズ ピラ ッ ピ ン ナ ー ス * マ リキ ン ナ ー ス * イ ラー ヒン ナ 
ー ス * ネ ミン シャ ッ リ ル ワ ス ワー スィ イル ハン ナー ス * ア 
ッ ラ ズィー ユニ ワ ス ウ ィ ス フィ ー ス ド ゥ ッ ー リ ン ナ ー 
ス * ミ ナル ジン ナ テ ィ ワン ナー ス 』 ( 各 礼 拝 後に 言う ) 
「 慈 韻 あ まね く 慈愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。『 言 え 、 
《 か れ は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 。* ま アッ ラー は 、 自 存 さ 
れる 御方 。* 御 産み な さら な いし 、 御 産 れ に な られ た の で 
も な い 。* ネ か れ に 比べ 得る 何 も の も な い 。》』【 純 正章 : 1 
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て 4】 慈悲 あま ね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。『 言 
え , 《 梨 明 の 主 に ご 加護 を を う 。 * ネ か れ が 創 ら れる も の の 
悪 か ら 。* 更 け ゆ く 夜 の 開 の 悪 か ら 。* 結 び 目 に 息 を 吹き 
込む 女 た ち の 悪 か ら 。P*※ ま た 、 災 始 する 者 の 災 始 の 悪 か 
ら 。》』【 和 束 明 章 : 1 こ 5】 慈 悲 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 
御名 に お いて 。『 言 え 、《 ご 加護 を を う 、 人 間 の 主 に 。* ネ 人 
間 の 王 、* 人 間 の 崇拝 する お 方 に 。* 頻 繁 に 忍び が 込ん で は 
き か ける 者 の 悪 か ら 。 まそ れ は 人 間 の 胸 に 路 き か ける 。 
* ジン で あろ うと 、 人 間 で あろ うと 。》』【 人 々 章 : 1 て 6】 


00 誠 > 議 に 1 る 生 2 

し る 2 が うそ さっ) AI さる *-71 
sy IE 2 gb の の の は じ う た 2 は 
レジ っ の て に ビビ 
本 っ くつ と の 人 人 2 な な 
人 な) し 稼 お 3) の 5 の SS と う 
『 ア ッ ラ ー フ ラー イラ ー ハ イッ ラー フワ ル ハ イ 
ユル カイ ユー ム 。 ラー タ ア フ ズ フ スィ ナ ト ッ ン ワ 


ラー ナウ ム 。 ラ フ マー フィ ッ サ マー ワー ティ フワ 
マー フィ ル ア ル ドゥ 。 マン ザッ ラズ ィ ー ヤシ ュ フ ァ 


@ 訳者 注 : 当時 の 呪術 の 典型 的 な 形 と し て 、 縄 に 結び 目 を 放し 、 そ こ に 息 を 史 
き 込 せ も の が あり まし た 。 
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ウ イン ダフ イッ ラー ビ イ ズ ニ ヒ 。 ヤ アラム マー 
バイ ナ アイ ディ ー ヒ ム ワ マー ハル ファ フ ム 。 ワ 
ツー な み Eー か かみ ー ナ ビジ ャ イイ マヤ ミン ゴル ミセ 
イッ ジー ピ マ ー ジャ ー。 スィ ア みみ ルス メ ィ ー ニ ブ 
ッ サ マー ワー ティ ワル アル ダ ワ ラー ヤ ウ ー ド ッ ゥ 
フ ヒ フ ズ フ マー。 ワ フワ ル ア リ ー ユ ル ア ズ ィ ー ム 』J( 各 
礼拝 後に 言う ) 

「 ア ッ ラ ー、 か れ は か れ の 他 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は な く 、 
永生 し 自 存 さ れる 御方 。 ま どろ み も 熱 睡 も 、 か れ を と ら え 
る こと は な い 。 天 に あり 地 に ある 全て の も の は 、 か れ の も 
の で ある 。 か れ の お 許し な く し て 、 誰が か れ の 御 許 で 執り 
成す こと が 出来 よう か 。 か れ は (人 々 の ) 以前 の こと も 以 
後 の こ と を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ た こと の 
他 、 彼ら は か れ の 御 知識 に 就 い て 、 何 も 会 得する と ころ は 
な い の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 全 て の 天 と 地 を 覆っ て 広 が 
り 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲れ も 覚え られ な い 。 か れ は 至高 
に し て 至 大 で あら れる 。」【 雌 和牛 章 : 255】 


すす の 2 しろ 9 2 う 3 ! 4 ⑨)-72 


・ (お と お うう 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ダ フ ラー シ 
ャ リー カ ラフ 、 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ユ 
フイ ー ワ ユミ ー ト ゥ ッ ワ フワ アラ ー クッ リ 
シャ イイ ン カ デ ィ ー ル 。( マ グリ プ と ファ ジュ ル の 礼拝 
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後 10 回 言う ) 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き お 方 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ き 
も の は な し 。 主権 と 讃 美 は か れ に こそ 属し ます 。 か れ は 生 
と 死 を 与え る お 方 。 そ し て か れこ そ は 全能 の お 方 で す 。」 
(CO の いも 55 to 二 0D)-73 
アテ アッラーフ ンマ イン ニー アス アル カ イル マン ナ 
ー フ ィ ア ー。 ワ リズ カン タイ イ バ ー。 ワ アマ ラン 
ムタ カッ バラ ー。 (ファ ジュ ル の 礼拝 後 サ ラー ム の 後に 言 
う ) 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 有益 な 知識 を 、 よ い 糧 を 、 そ 
し て (アッ ラー に ) 受け 入れ られ る 行為 を 求め ます 。」 
26. プス デ テ ァ ハー ラ の 礼拝 『 の ドア ー 


い の の ee し 4 半 しま よ 7 
プー も ol | に 74 
の と こ 多 | ゞ 5 同 は りら ゞ 5 を OHP て あう eUE2 ぅ 
あい すり PCC に すり 1 1 


る 


いとう はら 536 CD ed5 の と パ 2852 
ee の コテ 2 は 本 こす の (8 3 


さ 訳者 注 : 何 か を 決断 ・ 避 択 す る 際 に 、 ア ッ ラ ー に 最善 の も の を と うた め の 礼 
拝 。 
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(る と 5 (Ge 4 と 1 J6 0 と の 052 と う 


る どの で (0 と テン 9 は 535・ 生 と り 
アッ ラー フン マ イン ニー アス タ ヒ ー ル カ ピ イ ルミ 
カ 、 ワ アス タク ディ ルカ ビク ドゥ ラテ ィ カ 、 ワ アス 
アル カ ミン ファ ドゥ リカ ル ア ズ ィ ー ム 。 ファ イン ナカ 
タク ディ ル ワ ラー アク ディ ル 、 ワ タダ アァ アラム 、 ワ 
ラー アア ラム 、 ワ アン タ アッ ラー ムル グ ニ ユー プ 。 ア 
ッ ラ ター プシ ンマ イン み カンタ タカ ァ ラム アプ シナ ムー 
ザル アム ラ (ここ で 最善 の 決断 や 選択 を 求め る と ころ の 間 
題 を 述べ る ) ハイ ルッ リー フィ ー ディ ー= テ ニー ワ ツ マ 
アー シー ジ アー キバ ティ アム リー( あ る い は こう 言 
うり + ア デー ジリ モ ワ アー ジリ E) ファ ク ド ゥ ルフ サー 
ワ ヤッ スイ ルフ リー スン マ バー リク リー フ 
リー も 。 ワレ イシ み グン グ グ ァ アラム デン ナ ハー ザル 
アム ラ (ここ で 最善 の 決断 や 選択 を 求め る と ころ の 問題 を 
述べ る ) シャ ッ ル ッ リ ー フィ ー ディ ー ニ ー ワ マ ア 
ー シ ジー の ジ アー キメ ディ アム りー (ある い は こう 告 
ゲー ジリ も ググ ゲー はり て) アァ スリ サ プ ア アウ ご 
ー ワ ス リ フ ニ ー アン フ 。 ワ ク ド ッ ゥ ル リヤ ル ハ イラ 
ハイ ス カー ナ スン マ ラッ ディ ニー ビ ヒ 。 

ジャ ー ゼ ピル プン アデ プ ドッ タッ ター( 谷 ちら に アッ ラー の 

ご 満悦 あれ ) は 次 の よう に 伝え る : 

「 ア ッ ラ テー の 使徒 は クル アー ン の 章 を 私 た ち に 教え る よ 
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うに 、 全て の 物事 に お いて アス ティ ァ ハー を する こと を 教 
えま し た 。 そ し て 彼 は 仰る の で し た 。『 も し あな た 方 が 何 
か に 迷っ た ら 任 意 の 2 ラク ア の 礼拝 を し 、 そ れ か ら こ う 言 
う の だ : 《 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の 知識 に よる 選択 を 求 
め ま す 。 あ な た の お 力 を 求め ます 。 私 は 偉大 な る あな た の 
思 恵 を 求め ます 。 あ な た こそ は 何事 も 可能 な お 方 で 、 私 は 
無力 で す 。 あ な た こそ ご 存 知 で 、 私 は 無知 で す 。 あ な た は 
不可 視 な る 世界 を ご 存 知 の 御方 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 し か じ 
か (ここ で 最善 の 決断 や 選択 を 求め る と ころ の 間 題 を 述べ 
る ) が 私 の 宗教 と 生活 と 事 の 結末 に と っ て 最善 で ある と ご 
存 知 な ら ば (ある い は 次 の よう に 言う :「 私 の 現世 と 来世 
に と っ て 最善 で ある と ご 存 知 な ら ば 」) 、 私 に それ を 可能 に 
し 、 容易 くし て 下さ い 。 そ れ か ら そ れ に お いて 私 を 祝福 し 
て 下さ い 。 そ し て も し し か じ か (ここ で また 最善 の 決断 や 
選択 を 求め る と ころ の 間 題 を 述べ る ) が 私 の 宗教 と 生活 と 
事 の 結末 に と っ て 悪い と ご 存 知 な らち ら ば (ある い は こう 言 
う :「 私 の 現世 と 来世 に と っ て 悪い と ご 存 知 な ら ば 」) 、 そ 
れ を 私 か ら 遠 ざけ 、 そ し て 私 を それ か ら 遠 ざけ て 下さ い 。 
そし て それ が どん な こと で あろ うと 、 最善 の 事 を 私 に 可能 
に し て 下さ い 。 それ か ら そ れ に よっ て 私 を 満足 させ て 下さ 
い 。》』」 

創造 主 に アス デ テ ァ ハー ラテ し 、 信仰 者 た ち に 相談 し 、 そ れ 
か ら 事 を 決定 し た 者 は 後悔 し な い 。 至高 の アッ ラー は こう 
仰せ られ た 。 

『 そ し て 諸事 に わた り 、 彼 ら と 相談 し な さい 。 そ し て 一 旦 
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決心 し た な ら ば 、 ア ッ ラ ー に 身 を 委ね な さい 。』【 イ ムラ ー 
ン 家 章 : 159】 
27. 朝 ・ 時 の ズ ィ ク ル 

と っ 二 隊 2 
まい まず うり) 
ジン は うら 0 は じす 全う も きる 
CT 2 し hi se 1 6 を gei 5 
AI 7 他人" 計 内 に 衝 人 


みう に 邊 ら る う つ り 
アウ ー ズ ビッ ラー ヒ E ミナ ッ シ ャ イタ ー ニ ッ ラ ジー ム 
『 ア ッ ラ テラー フ ラー イラ ー ハ イッ ラー フワ ル ハ イ 
ユル カイ ユー ム 。 ラー タダ ア フ ズ フ スィ ナ ト ッ ン ワ 
ラー ナウ ム 。 ラ ブフ マー フィ ッ サ マー ワー ティ ワウ 
マー フィ ル ア ル ドッ 。 マン ザッ ラズ ィ ー ヤシ ュ フ 
アウ イン ダフ イッ ラー ビ ピ イ ズ ニ ヒ 。 ヤ テ タム マ 
ー バイ ナ アイ ディ ー ヒ ム ワ マー ハル ファ フ ム メ 。 
ワウ 清 一 な モー ト ケ ー ナ ビシ ャ イジ きま イル ミ 
ヒ イッ ラー ビ マ ー シャ ー。 ワ ス ィ イア クル スイ ィ イー ユ 
フッ サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ダ ワ ラー ヤ ウ ー ド 
フ ヒ フ ズ フ マー。 ワ フワ ル ア リ ー ユ ル ア ズ ィ ー ム 。』 
「 私 は アッ ラー に 呪 わ れる べき シャ イタ ー ン か ら の ご 加 
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護 を 求め ます 。『 ア ッ ラ ー、 か れ は か れ の 他 に 真 に 財 拝 す 
べき も の は な く 、 永 生 し 自 存 さ れる 御方 。 ま どろ み も 熟 央 
も 、 か れ を と ら え る こと は な い 。 天 に あり 地 に ある 全て の 
も の は 、 か れ の も の で ある 。 か れ の お 許し な くし て 、 誰 が 
か れ の 御 許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 か れ は (人 々 の ) 
以前 の こと も 以後 の こと を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 
に 適っ た こと の 他 、 彼 ら は か れ の 御 知識 に 就 いて 、 何 も 会 
得する と ころ は な い の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 全 て の 天 と 
地 を 覆っ て 広がり 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲れ も 覚え られ な 
\。 か れ は 至高 に し て 至 大 で あら れる 。』」【 雌 牛 章 : 255】 


宙 り の TS うな MH テー の 羽 ES・ 3| こっ -76 
の 人 メ り ) 

と しら かー ブ ング と 
た まつ いい TED つら 
・ ビー bl と 

OPC ます っ 前 け アジ こり か 


テテ 。 チー es レラ 2 CE と 
っ う エ ク の プラ ンチ gdU プ J リン アプ に ジ ご 狗 
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-% と 55 と 

ビス ミッ ラー ヒッ ラ ハ マ ー ニ ッ ラ ー ヒ ー ム 『 ク ル フ 
ワッ ラー フ アハ ドゥ ※ ネ アッラー フッ サマ ドウ ッ * ネ ラム 
ヤリ ドゥ ワ ラム ユー ラド ゥ *※ ワ ラム ヤク ッ ラ 
フ ク フ ワ ン アハ ドッ ゥ 』 

ピス ミッ ラー ヒッ ララ ハマー ニッ ラ ヒ ー ム 『 ク ル アウ 
ー ズ ピラ ッ ピ ルフ ァ ラ ク ※ ネ ミン シャ ッ リ マー ハ 
ラク * ネ ワ ミン シャ ッ リ ガー スィ キン イザ ー ワ 
カプ ォ ホビ ミン サマ ャ ッ リ シナ ッ ワラ ァ ー サ テー ゲ ィ ジジ ォ 
ルウ カド ウゥ ッ ネ ワ ミン シャ ッ リ ハー スィ ディ ン イ 
ザー ハ サ ド ッ ゥ 』 

ピス ミッ ラー ヒッ ラ ハ マ ー ニ ッ ラ ヒー ム 『 ク ル アウ 
ー ズ ビラ ッ ピ ビン ナー ス *※* マ リキ ン ナ ー ス ネイ ラー ヒン 
ナー ス *※* ミ ン シャ ッ リ ル ワ ス ワー スィ イル ハン ナー スネ 
が み 光 ズィー ニワ ジス ウォ ズ スズ ラグ ィ ー スズ ス ド ゥ gー リ ン ナ 
ー ス * ミ ナル ジン ナ テ ィ ワン ナー ス 』 (x3 回 ) 
「 慈 悲 あ まね く 慈 愛 深 き ア ッ ラ テー の 御名 に お いて 。『 言 え 、 
《 か れ は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 。* ま アッラー は 、 自 存 さ 
れる 御方 。* 御 産み な さら な いし 、 御 産 れ に な られ た の で 
も な い 。* ネ か れ に 比べ 得る 何 も の も な い 。》』 【 純 正章 : 1 
ー4】 慈悲 ちあ まねく 慈愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。『 言 
え , 《 梨 明 の 主 に ご 加護 を 介 う 。※ ネ か れ が 創 ら れる も の の 
悪 か ら 。* ネ 更け ゆく 夜 の 閣 の 悪 か ら 。* ネ 結び 目 に 息 を 吹き 
込む 女 た ち の 悪 か ら 。* ま た 、 災 始 する 者 の 嬢 始 の 悪 か 
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ら 。》』【 租 明 章 : 1-5】 慈 悲 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 
御名 に お いて 。『 言 え 、《 ご 加護 を を う 、 人 間 の 主 に 。* 人 
間 の 王 、* 人 間 の 崇拝 する お 方 に 。 ネ 頻繁 に 忍び 込ん で は 
貴 き か ける 者 の 悪 か ら 。* そ れ は 人 間 の 胸 に 忠 き か ける 。 
※ ネ ジン で あろ うと 、 人 間 で あろ うと 。》』【 人 々 章 : 1 て 6】 


Y う SL44Y( る て ao eb eb)-7 
の 人 の た 拓 に て まり TIOI(1 ま OF 
し と 5 (MC 2006 し を ゃ [ 
くく IO ます こう 6 誠 じ 2 て 90 HA は 


1 は BB は oe うら っ 
アス バハ ナー ワ アス バハ ルム ルク リッ ラー ( 晩 で あ 
れ ば :「 ア ムサイ ナー ワ アム サル ムル ク リッ ラー」 
と 言う )。 ワ ル ハ ム ド ゥ リッ ラー。 ラ ー イラ ー ハ イ 
グラ ッ ク タープ ジワ ハゲ ブフ ラー ジャ リー カ ラフ 。 ラ ラフ 
ルム ルク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ワ フワ アラ ー ク 
ッ リ シャ イイ ン カ デ ィ ー ル 。 ラッ ピ アス アル カ ハ 
誠 マー オー アー ザル ヤ ャ か ミキ 7 ハイ オグ で 
ー バァ グフ ( 晩 で あれ ば :「 マ ー フィ ー ハー ズ ィ ヒ 
ッ ラ イリ ワ ハイ ラ マー バァ ダ ハ ー」 と 言う )。 ワ 
アウ ー ズ ピカ ミン シャ ッ リ マー フィ ー ハー 
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ザル ヤ ウ ミ ワ シャ ッ リ マー バテ ァ ダ ン フ ( 晩 で あれ 
ば ょ 「 マ マー ブ ィ ー ハー プイ ィ イヒ ビッチ ライ 9 リ り サワ ハイ タラ 
マー バァ アグ ゲ ハー] と 和書 う )。 ラ ッ ピ アウ ー ズ ゼ カ ミ 
ナル カサ リ 、 ワ スー イル キバ ル 。 ラ ッ ピ アウ ー ズ ビ ピ 
カ ミン アザ ー ビ ン フィ ン ナ ー リ ワ アザ ー ビ ピン 
フィ ルカ プル 。 

「 主 権 と 讃 美 が アッラー に 帰属 する 中 、 私 た ち は 放 (ある 
い は 「 晩 」) を 迎え まし た 。 唯 一 で 並ぶ 者 無き ** ろ 、 ア ッ 
ラー 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 . 権 と 譲 美 
は か れ の 御 許 に あり 、 か れ は 全能 の お 方 で す 。 主 よ 上 、 私 は 
あな た に 今日 (ちる い は 「 今 晩 」) の 良い こと と その 後 の 
良い こと を 求め ます 。 そ し て あな た に 今日 (ちる い に 「 今 
肝 」) の 悪 と その 後 の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 主 よ . 
私 は あな た に 意 情 と 老衰 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 王 よ 
私 は あな た に 地獄 の 業火 と 墓 の 懲罰 か ら の ご 加護 を 求め 
| 


ンー の の の ・ ビン の てら つ ob で 0D)-78 


・(O デ うら 
アッ ラー フン マ ピカ アス バハ ナー。 ワ ピカ アム サ 
イナ ー。 ワ ピカ ナハ ヤー、 ワ ビ ピカ ナム ー ト ゥ ワ 
イラ イカ ン ヌ シュ ー ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た (の ご 意志 ) に より 朝 を 迎え まし た 。 
あな た に より 夜 を 迎え まし た 。 あな た に より 私 た ち は 生き 、 
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あな た に より 私 た ち は 死 に ます 。 そ し て (死後 蘇ら され ) 
集め られ る 先 は あな た の 御 許 で す 。」 


3 5 3 に で SI 基 す の で ご 40))-79 
OU 放 GO ほす 1 も TOY 
倒す 

・(( ご 


アッ み ジ ラー ジジ シマ ゲン クタ ク ジッ ピー ラー イジ ラー ズバ 
イッ サー アン トゥ 。 ハ ラク タニ ー ジジ アナ アプ ドッ み 
み 。 り ナチ ナオ アデ ラー アハ ディ カカ ゼ ジワ ァ デ ィ カ マ 
スタ タ ァ トゥ 。 ア ウー ズ ピカ ミン シャ ッ リ マー 
サナ アァ トゥ み 。 ア プー ウツ クラ カ ゼニ ァ マ ティ カ アク イヤ 。 

ワ アブ ー ウ ビザ ン ビ ー ファ グフ ィ ル リー ファ 
イン ナ フ ラー ヤグ フィ ルッ ズ ヌ ー バ イッ ラー ア 
ンタ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た は 私 の 主 で あな た の 他 に 真 に 崇拝 す 
べき も の は あり ませ ん 。 あな た は 私 を あな た の し も べ と し 
て 創造 され まし た 。 私 は 出来 る 範囲 で も な た と の 契約 と 約 
東 を 守り ます 。 私 は あな た に 私 の 成 し た 悪 か ら の ご 加護 を 
求め あま す 。 そし て 私 に 対す る あな た の 恩恵 と 私 自身 の 罪 を 
_ 認め て 、 あ な た の 御 許 へ 帰り 行き ます 。 で すか ら 私 を 御 赦 
し 下さ い 。 あな た 以外 に 罪 を 赦 さ れる 方 は いま せん 。」 
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2 の うと 入り 34e と ニン 「 で DD)-80 
便 CO PC まり (CTOHW き OH 
1 の あう 302 世 2 
アッ ラー フン マ イン ニー アス バハ トッ ゥ ( 晩 だ っ た ら 
「 ア ムサイ トッ 」 と 言う )。 ウシ ュ ヒ ドッ ゥ カ ワ ウシ 
ュ ユヒ ドゥ ハマ ラ タ アル シカ 、 ワ マラ ー イ カタ カ ワ 
ジャ ミー ア ハル キ カ 、 ア ン ナ カ アン タッ ラー フ ラー 
イラ ー ハ イッ ラー アン タ ワ ハ ダ カ ラー シャ リ 
ー カ ラク 。 ワ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アプ ドッ ゥ ッ カ ワ 
ラス ー ル ク 。 (x4 回 ) 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 朝 を 迎え まし た 。( あ る い は 「 晩 を 迎 
えま し た 」) 私 は 、 あ な た が あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ き 
も の が な い 唯一 の 並ぶ 者 無き アッ ラー で あり 、 ムハンマド 
が あな た の し も べ で あり あな た の 使徒 で も る と いう こと 
を 、 あな た と あな た の 玉座 を 支え る 天使 た も ちと その 他 の 天 
使 た ち 、 全 て の あな た の 創造 物 の 証言 で も っ て 証言 し ま 
す 。」 


た コル) 
に や UIOUTKVENWOIW き OO 


アッ ラー フン マ マー アス バハ ビー ( 晩 ぜ っ た ら 「 ア 
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ム サ ザー ピー] と 言う ) ミン ニニ ァ アマ ティ ン アウ ピ 
アハ ディ ン ミン ハル キク 。 ファ ミン カ ワ ハ ダ カ 
グー シャ サー カ ラク 。 フ ァ ラ カル ハム ドゥ アア ウ グ カ 
ッ ジ ュ ク ル 。 

「 ア テッ ラー よ 、 私 ある い は あな た の 創造 物 の 誰か が 朝 ( あ 
る い は 「 晩 」) を 迎え た 恩恵 は 、 唯 一 で 並ぶ も の 無き あな 
た か ら の も の で す 。 で すか ら あ な た を 讃 美 し 、 あ な た に 感 
謝 し ます 。」 


ご + 宙 | の 2 ャ 宙 ! c ご ユ づ 2 +))-82 


う と る ょ て 


00 て Ne 放 衣 40 oNI 人 0 Ye は 


アッ ラー フン マ アー フィ ニー フィ ー パ ダ ニ ー。 ア ッ 
ラー ジン マ アー ジィ ニー ジィ ー 導 ぶ イー。 デ ッ ジ ー 
フン マ アー フィ テー フィ ー パサ リー。 ラ ー イラ ー 
ハ イッ ラー アン トゥ 。 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ニー ア 

ウー ズ ゼ カ カカ ミナ ルク プリ 、 ワ ジル ファ クル 。 ワ アウ ー 
ズ ビ カ ミン アザ ー ビ ピル カブ プル 。 ラー イラ ー ハ イ 
ッ ラ ー アン トッ 。(x3 回 ) 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の 肉体 を 、 聴 覚 を 、 視 覚 を お 守り 下さ い 。 
あな た の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 アッ ラー 
よ 、 私 は あな た に 不信 仰 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 そ し て 
墓 の 懲罰 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 あな た の 他 に 真 に 崇拝 
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すべ きも の は あり ませ ん 。」 


ン 


の ) も は は 直人 仙人 Y 0 ーー))-83 


・( で 0 


2 スピ ビ ギ ッ ター クン ラー ゴイ テ ー バ オイ ッ ラ ター ダウ 
アラ イヒ タワ ッ カ ルト ッ ゥ ワ フワ ラッ プル アル シ 
ル ア ズ ィ ー ム 。 (x7 回 ) 

「 私 に は アッ ラー だ け で 充分 で す 。 か れ の 他 に 真 に 崇拝 す 
べき も の は あり ませ ん 。 私 は か れ に 身 を 委ね まし た 。 か れ 
は 偉大 な る 玉座 の 主 で ちあ られ ま す 。」 


ます あぁ て 


DVD は 0 は 09 2 ET DD)-84 
し ま 。] る ょ の ン ン eo レー レン ラン ane の ン es # 
テン ャ 0 J し ) て JA う っ) > の LUI 7 ) aj 


の 全 ? 5 る レン し と 1 6 「 が ルイ しま ーー し 2 
の ンー と パコ リン リル ます リル 
の ルン し 人 要 いこ 6 2。、、、 とら 。 包み と 
っ) (あめ の の うに し あこ と すう (と っ 2 の と う 

(Ce マン 
アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カル アフ ワ ワル 
アー フィ ヤ タ フィ ッ ド ゥ ッ ン ヤー ワル アー ヒラ 。 ア ッ ラ 
ー フ ンマ イン ニー アス アル カル アフ ワ ワル アー フ 
イヤ タ フィ ー ディ ー ニ テー ワ ドゥ シンヤ ー マ ヤ ジワ 
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アハ リー。、 ワ ジワ マー リー。 アッ テー フン マズ トゥ み ル アウ 
ラー ティ ー、 グ アー ミン ラウ アー ティ ー。 アッラーフ 
ンマ ハフ ァ ズ ニー ミン パイ ニ ヤダ イヤ 、 ワ ミン 
ハバ ルフ ィ ー、 ワ アン ヤミ ー ニ ー、 ワ アン シマ ー サ 
デー、 リ サリ ミン ファ ウキ ー。 ワ アウ ー ズ ピア ザマ ャ ティ 
か アジ 交 グ カー タ る あの ティ ー。 

「 ア テッ ラー よ 、 私 は あな た に 現世 と 来世 に お ける お 赦し と 
ご 加護 を 願い ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 私 の 宗教 、 
現世 、 家 族 、 財 産 に お いて お 赦し と ご 加護 を 願い ます 。 ア 
ッ ラ ー よ 、 私 の 恥部 を 隠し 、 私 の 恐れ を お 沈め 下さ い 。 ア 
ッ ラ ー よ 、 私 の 前 、 後 ろ 、 左 右 、 上 か ら 私 を お 守り 下さ い 。 
私 は あな た の 偉大 さ に 、 足元 か ら 崩 壊さ せら れる こと に 対 
する こと か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 


こっ ・ の っ ル 6 562 ご < 人 h))-85 


の 二 し と を ME ミ ) er sosor 2 る 
に 422 あど 
すう pet の と うく ば 

っ 0[ 子 全 王 王 】 

(この ミチ) 

ゲッ ター アッ デザ デール マ ル ガ イ ゴビ ウッ シャク ハー と デ 

ィ ファ ー テ ィ ラ ッ サ マー ワー ティ ワル アル ドッ ゥ ッ 。 ラ ッ 

バ クッ リ シャ イイ ン ワ マリ ー カ フ 。 ア シュ ハ ド ッ ウゥ 

アッ ラー イラ テー ハ イッ ラー アン トゥ 。 ア ワーズ ビ ピ 
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が ツー キップ ナラ スナ ー、 ツリ ミル タマ ャ ッッ サッ ァ 
シャ イタ ー ニ ワ シル キ ヒ 。 ワ アン アク タリ ファ 
の ーー が の 0 ォ ー テー デル デル デジ ジュッ ダグ ケア オオ 
ラー ムスリム 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 不 可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 を 知る お 方 
よ 、 天地 の 創造 主 よ 、 万 物 の 主 ・ 支 配 者 よ 、 私 は あな た 以 
外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いこ と を 証言 し ます 。 そし て 
自分 自身 の 悪 、 シ ャ イタ ー ン と シル クツ の 悪 か ら 、 あ な た 
に ご 加護 を 求め ます 。 そ し て 自分 自身 を 害する こと 、 或 い 
は 誰か 他 の ムスリム を 害する こと か ら の 左 護 を あな た に 
求め ます 。」 


の ず ) か ) 有 プ ) くみ と | ど 3 ゞ と 婦 | " つ )-86 


・ (で と か うし 
江 ま ッ y ダ ター も セッ テー スィー チー 科 ド みみ ル ツマ アデ 
スミ ヒ シャ イ ウ ン フィ ル ア ル ディ ワ ラー フィ 
ッ サ マー。 ワ フワ ッ サ ミー ウル アリ ー ム 。 (x3 回 ) 
「 そ の 御名 と と も に あれ ば 、 天地 に ある いか な る も の も 害 
する こと の な い ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。 そし て か れ は 全 
て を 聞き 知る お 方 で す 。」 


eo る の な 肖 フラ e ン > 還 
2 の ルン と て う て bs て に YU う て も ) AU こう))-87 


36 頁 の 駅 注 ① を 参照 の こと 。 
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・((e ルレ う 
ラディ ー ト ゥ ピッ ラー ヒ ラッ パン 、 ワ ビル イス ラー 
ミ ディ ー ナ ン 、 ワ ビ ム ハン マデ ィ ン ナビ イヤ ー。(x 
3 回 ) 

「 私 は アッ ラー が 主 で あり 、 イ スラ ー ム が 宗教 で も あり 、 そ 
し て ムハンマド が 使徒 で ある こと に 満足 し まし た 。」 


は os みあ せら ゆ -88 


・(C テ セル と で と 
ヤー ハイ ユ ヤー カイ ユー ム 。 ビラ ハマ ティ カ ア 
スタ ギー ス アス サフ サー シャ アニ ー クッ ラブ 。 ジ ウ 
ラー タキ ル ニ ー イラ ー ナ フ ス ィ ー タル ファ タダ 
ブイ ジン 。 
「 永 遠 に 生き 、 自 存する お 方 よ 、 私 は あな た の ご 慈悲 に よ 
る お 慰め を 求め ます 。 私 に 関す る 全て の 物事 を 正 し 、 私 を 
一 通 た り と も 見 放さ な いで 下さ い 。」 


ルー と 2 議 PP の "欄間 1 
テー IOUIW1 gi ャ | OoJbJ| つう あみ 山 こ ン リ いら て の D)-89 


1 デ を レ デ デ ンー デ デー ャ アー の 9 し ま ゴ まこ 
PO まがっ < suA 3 ・ < ぐう ・ の りう 6 と つう 1 | aa 
チン 一 


1⑥ で 攻 ビ し ジ う 8 し 


アス バハ ナー ワ アス バハ ルム ルク ( 晩 だ っ た ら 「 ア ム 
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サイ ナー ワ アム サル ムル ク 」 と 言う ) リッ ラー ヒ ラ 
ッ ピ ルアー ラミ ー ン 。 アッ ラー フン マ イン ニー アス ア 
ルカ ハイ ラ ハー ザル ヤツ ウミ ( 晩 ど っ た ら 「 ハ ー ズ ィ ヒ 
ッ ラ イリ 」 と 言う ): フ ァ ト ゥ ハフ プ 、 ワ ナス ラフ ツ ヌ 
ー ラ フ 、 ワ パラ カタ フ 、 ワ フ ダ ー フ 。 ワ アウ ー ズ ビ ピ 
浪 そ ジ ツア ツ ャ ッッ サリ マー フ ブ ィ ォ ィ ー も ヒモ ジジ シャ ッ 9 
マー パ バァ ダフ ( 晩 だ っ た ら 「 フ ァ ト ゥ ハハ ー、 ワ ナス 
テラ ハー ワ ヌー ラ ハ ー、 ワ パラ カタ ハー、 ワ フ ゲ ダー 
メー。 の た リーズ ピル ジャ ッ タル マー 学 ォ 
ーー ワー ジャ ヤッ y リ サリ マー パパ アダ ハバ ーー」 を 言う )。 

「 私 た ち は 朝 (あるいは 「 晩 」) を 迎え まし た 。 主権 は 全 
世界 の 主 ア ッ ラ ー の も の で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 
今日 (ちる い は 「 今 晩 」) の 良い こと : 勝利 、 援 助 、 光 、 
祝福 、 導 き を 求め ます 。 そ し て 私 は あな た に 今日 (ちる い 
は 「 今 晩 」) と その 後 の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 


て YIO に の 5 ンジ D)-90 
rr CT ル 9( じ 2 2 の し 六 ら ( 


-GS zo うじ と っ 

アス パ ハ ナー アラ ー フィ トゥ ッ ラ ティ ルイ スラ ー ム 。 ワ 

リー ルリ サキ ゲ ィ ルオ フラ ウー 。 2 ザ チ サー デオ ォ オー ご 

セー イー 届 TNMK デ ンー サジ サッ マー ツア アテ 

イセ の み サッ クム 。 ワ アラ ー ミッ タテ ィ アビ ピー ナチ 
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ー イプ ラー ヒー ママ ハニー ファン ム ス リ マ ン ワ 
マー カー ナ ミナ ルム シュ リキ ー ン 。 

「 私 た ち は イ スラ ー ム と いう 天性 の も と に 、 そ し て 純正 の 
言葉 の も と に 、 そ し て 私 た ちの 預言 者 ムハンマド ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 宗教 と 、 純 正 な ムスリム 
で シル クツ "を 犯す 者 で は な か っ た 私 た ちの 祖 イ プラ ー ヒ ー 
ム の 宗教 の も と に 朝 を 迎え まし た 。」 


・(@ と っ 2 る | Oi ))-91 
スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ピ ハ ム デ ィ ヒ 。 (x100 回 ) 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 あれ 。」 
人 うとう し) の すく 9 つう Y 62 う 0 人 0 の )-92 


本 (の に テー 
テラー ゴイ ラーム ハム イッ テッ ダー ブ みか ゲラ フン ラー 鐘 
ャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ッ ゥ 。 ワ 
フワ アラ ー クッ リ シャ イイ ン カ デ ィ ー ル 。( 夜 を 
迎え た 時 10 回 言う 。 そ う で き な い 時 は 1 回 言う ) 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き アッ ラー 以外 に 崇拝 され る べき も の 
は あり ませ ん 。 主権 と 詩 美 は か れ に こそ 属し 、 か れ は 全て 
に お いて 全能 で す 。」 


2 て うる 向く る 832 う | 9! 4 )-93 


36 頁 の 駅 注 や を ま 照 の こと 。 
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(CPK お 導 
が ーー 半生 一 nm オッ ダッ テー マテ の ゲ デ ケ ダー 
ャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ッ ゥ ッ 。 ワ 
フワ アラ ー クッ リ シャ イイ ン カ デ ィ ー ル 。 ( 朝 を 
迎え た 時 100 回 言う ) 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き アッ ラー 以外 に 崇拝 され る べき も の 
は あり ませ ん 。 主権 と 讃 美 は か れ に こそ 属し 、 か れ は 全て 
に お いて 全能 で す 。」 


と で うり (4 この し っ (4 SA : eu いっ ) 1 ob へ))-94 
・( ぐ LUS SL と * 


スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ビ ハ ム ディ ヒ : ア ダダ ハル キ 
だ 、 ジワ りり ダー ナブ プス ィ イヒ 。 ジ ズ ィ ナ タグ デル シ ヒ 
ワ ミダ ー ダ カリ マー ティ ヒ 。( 朝 を 迎え た 時 3 回 言う ) 

「 創 造物 の 数 だ け 、( ア ッ ラ ー) 御 自身 の 御 満悦 を 得る ま 
で 、 玉 座 の 装飾 の 重 さ だ け 、 そ し て その 御 言葉 の 数 だ け " 私 
は アッ ラー を 称 需 し 、 ア ッ ラ ー を 讃え ます 。」 

(OO CU ル 5 うう て し 5 CE of 肖 く 0 の)-95 
アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ イル マン ナ 
ー フ ィ ア ー。 ワ リズ カン タイ イ バ ー。 ワ アマ ラン 
ムタ カッ パラ ー。 ( 朝 を 迎え た 時 ) 

中 駅 者 注 : つま りこ れ ら に 共通 する も の は 、 そ の 数 や 量 の 限り な さ で す 。 
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「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 有益 な 知識 と 良い 糧 、 そ し て 
あな た に よっ て 受け 入れ られ る 行為 を 求め ます 。」 


1(G! | 須 )-96 
アス タグ フィ ルッ テー ハ アウ アト ッ ー プ イラ イ ヒ 。(1 
日 100 回 言う) 

「 私 は アッ ラー に お 赦し を 求め 、 か れ に 心から 悔 悟 し ま 
す 。」 


(GE の の に | | と し > D)-97 


が ーー 基 ピカ サマ ンー ンー デ ィ ッ ザー ヒッ クー ンマ ー テ ィ 
ミン シャ ッ リ マー ハラ ク 。 ( 夜 を 迎え た 時 に 3 回 言 
さ 
「 私 は 完全 な る アッ ラー の 御 言葉 に 、 か れ が お 創り に な っ 
た 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 

1 と とう よ ン ェ UD)-98 
ゲ アック ラー ジジ マ サッ サリ の サッ サム デア クー ナビ 
ー イ ナー ムハンマド ッ 。 (x10 回 ) 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 預言 者 ムハンマド に 祝 人 福 と 平安 を 
与え た まえ 。」 

28. 就寝 時 の ズ ィ ク ル 


き 回 


Mi A) Tr 1 がい びゅ テリ プリ ) 5 ーー -99 


きま C く PTP 

> し まし) CEO プ ET つけ と 
ター っ 相 226 7 と 4 2 っ 半 ン し < 
アン フル はら 0600 チン う て の とみ ら ら う 
を と 5 ルレ 

か テリ ンー の る | に 
テラ チー ョ ンチ II 証 HI (し の Ll 
っ 2 ば アデ アテ マリ に ピッ ンー リラ テ ン ーッ B 間 


EE 


「( ド アー の 時 に する よう に ) 両手 を 合わ せ 、 そ こ に 皿 を 
吹き か け 、 次 の 言葉 を 読む 。 

『 ビ スミ ッ ラ ー ヒ ッ ラ ハマ ー ニ ッ ラ ー ヒ ー ム 《 ク ル 
フワ ッ ラ ー フ アハ ドッ ゥ * ネ アッ ラー フッ サマ ドッ ゥ ※ ネ ラム 
ヤリ ドゥ ワウ クム ユー ラド ウゥ * ワ グラム ヤク ッ ク 
フ ク フ ワ ン アハ ド 》 

ビス ミッ プー ヒモ ビッ クハ マー ニッ テグ モー ふ 《 ク ケル アウ 
ー ズ ビラ ッ ピ ルフ ァ ラ ク *※* ミ ン シャ ッ リ マー へ ハ 
ラク *※ ワ ミン シャ ッ リ ガー スイ キン イザ ー ワ 
カプ * ワ ミン シャ ッ リ ン ナ ッ フ ァ ー サ ー テ イィ フィ 
ルウ カド ッ ゥ * ワ ミン シャ ッ リ ハー スィ ディ ン イ 
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ザー ハ サ ド ゥ 》 

ビス ミッ テー も セッ 妥 ハマー ニッ アラ セーム 《 ク グル デ ウ み 
ー ズ ビラ ッ ピ ン ナ ー ス ネ ※ ネ マリ キン ナー ス * イ ラー ヒン 
ナー スネ * ミ ン シャ ッ リ ル ワ ス ワー スイ ィ イル ハン ナー スネ 
アッ ラズ ィ ー ユ ワ スウ ィ ス フィ ー ス ド ゥ ー リ ン ナ 
ー ス * ミ ナル ジン ナ テ ィ ワン ナー ス 》』 それ か ら 頭 ・ 顔 ・ 
そこ か ら 近 い 部 分 か ら 始め 、 出来 る 限り の 体 の 部 分 を その 
両手 で 撫で る 。」( こ れ を 3 回 繰り 返す ) 
「 慈 韻 あ まね く 慈 愛 深 き ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。『 言 え 、 
《 か れ は アッ ラテ ー、 唯 一 な る 御方 。* アッ ラー は 、 自 存 
され る 御方 。* 御 産み な さら な いし 、 御 産 れ に な られ た の 
で も な い 。 * か れ に 比べ 得る 何 も の も な い 。》』 【 純 正章 : 
1-4】 慈 韻 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。 
『 言 え , 《 梨 明 の 主 に ご 加護 を と う 。* ネ か れ が 創 ら れる も 
の の 悪 か ら 。* ネ 更け ゆく 夜 の 痢 の 悪 か ら 。* 結 び 目 に 息 を 
吹き 込む 女 た ち の 悪 か ら 。* ま た 、 始 する 者 の 婦 の 悪 
か ら 。)》』【 芸 明 章 : 1ー5】 慈悲 あま ね く 慈 愛 深き アッ ラー 
の 御名 に お いて 。『 言 え 、《 ご 加護 を を う 、 人 間 の 主 に 。 * 
人 間 の 王 、* 人 間 の 崇拝 する お 方 に 。※ 上 顔 繁 に 忍び 込ん で 
は 路 き か ける 者 の 悪 か ら 。* そ れ は 人 間 の 胸 に 路 き か ける 。 
※ ま ジン で あろ うと 、 人 間 で あろ うと 。》』【 人 々 章 : 1~ー6】 


1 1 提 ま つめ 計 テン 本 
じす 9 Y う セン 0 (っ JI | 9 る ゆあ -100 
し UM so JI 2E AS g 雪 5 と ン は りう らら 
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ンー =ー 


と レア て o あ うに CO re の 
4 1 の テー ャ ンチ: に の 。 2 ぁ テン y* 9 っ 2 に 28 。 シ ン > 
ed な) に 生 の うち すう っ の さり らし ーッ の と う 


5 
『 ア ッ ラ ー フ ラー イラ ー ハ イッ ラー フジ ワル ハイ 
ユル カイ ユー ム 。 ラー タダ アフ ズ フ スイ ナ ト ッ ン ワ 
ラー ナウ ム 。 ラ フ マー フィ ッ サ マー ワー ティ ワ 
マー フィ ル ア ル ドゥ ッ 。 マン ザッ ラズ イィ ー ヤシ ュ フ アァ 
の イル 必 デ み イッ クラー ゼイ ズ ニ ヒモ 。 ギア テム マー 
バイ ナ アイ ディ ー ヒ ム ワ マー ハル ファ フ ム 。 ワ 
ラー ユエ ヒー トゥ ッ ー ナ ピ シ ジ シャ イン ミン イル ミ ヒ 
ゲー だ マー ジテ キー レジ イプ オル ネネ メーmー ユ テッ 
サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ダ ワ ラー ヤ ウ ー ド フ 
ヒ フ ズ フ マー。 ワ フワ ル ア リ ー ニ ユル アデ ズィー ム 。』 
「 ア テッ ラー、 か れ は か れ の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 
永生 し 自 存 さ れる 御方 。 ま どろ み も 熟睡 も 、 か れ を と ら え 
る こと は な い 。 天 に あり 地 に ある 全て の も の は 、 か れ の も 
の で ある 。 か れ の お 許し な く し て 、 誰が か れ の 御 許 で 執り 
成す こと が 出来 よう か 。 か れ は (人 々 の ) 以前 の こと も 以 
後 の こ と を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ た こと の 
他 、 彼 ら は か れ の 御 知識 に 就 い て 、 何 も 会 得する と ころ は 
な い の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 全 て の 天 と 地 を 媛 っ て 広 が 
り 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲 れ も 覚 えら れ な い 。 か れ は 至高 
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に し て 至 大 で あら れる 。」【 雌 和牛 章 : 255】 

> 2 

3 らら 5 る と 引 と ンジ *-101 
ウン 5 ルポ うと ルン の 中 うう 5 とう 


ン ン e 内 ンプ テ 6 と 
MM 2 ぽ ) の iP 叶 Rb2 


ン 


上 に | Ua の Y ば と と | C UE2 ここ と し じ し の 


3 と 5 必 先 CTM GE US うし Us 


Pt 


HCS BE ほら Bab 9 と E う の 


SI で と Pob ツア 
『 ア ー マ ナ ッ ラ スー ル ビ マ ー ウン ズ ィ イラ イラ イヒ 
が ジッ ビビ セ 。 ワル みか ミー ジ 。 クッ ルツ アデ アー マ ナ 
ビル クー マ ア ー ゴ カ 光 で も のみ ググ ドウ ゼ も 
ウ ルズ リ も 。 タ ラー 区 ファ ッ リ ク パイ ナ アハ ディ ン 
ミッ ルス リヒ 。 ワ カー ルー サミ ァ ナ ー ワ アタ アァ アナ 
ーー ググ ジー ナカ グッ パナ ー アゲ イツ タイ カル wm ツィ 
ー ル まみ ーー カル リプ アッラー ププ ナグ の サザ ジル ゴッチ テー 
ウス アハ ー。 ラ ハ ー マー カサ バト ゥ ワ アラ イハ ー 
定 み み カサ バト ッ 。 テ ラッ パナ ー ラー トゥ み ア ー モ と ズ ナー 
オン ナス ズィー ナー アウ デア クア ナー。 テッ パサ … 
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ワ ラー ダ ガ ハ ミル アデ アライ ナー イス ラン カマ ー 
マル タジク デラ ッ ジ シズ メー サナ ミッ カゲ サナ ー。 肥 
も ル ー ダー の Co と を サー pmー まま ー 
ター カタ ラナ ー ビ ピ ヒ 。 ワ ァ フ アン ナー ワ グ フ ィ ル 
ラナ ー ワル ハム ナー アン タ マウ ラー ナー ファ ン 
スル ナー アラ ルカ ウミ ルカ ー フ ィ リ ー ン 』 

『 使 徒 は け 、 主 か ら 下 され た も の を 信じ る 。 信 者 た ち も ま た 
同じ で ある 。 (彼ら は ) 皆 、 ア ッ ラ ー と 天使 た らち 、 諸 啓典 
と 使徒 た ち を 信じ る 。「 私 た ち は 使 徒 た ちの 誰 に も 差別 を 
つけ な い 」( と 言う )。 ま た 彼ら は (祈っ て ) 言う 。《 私 た 
ち は 、( 教 え を ) 聴き 、 服 従 し ます 。 主 よ 、 あ な た の 御 赦 
し を 願い ます 。 (私 た ちの ) 帰り 所 は あな た の 御 許 で あり 
ます 。》 ※ ま アッラー は 誰 に も 、 そ の 能力 以上 の も の を 負わ 
せら れ な い 。 (人 々 は ) 自分 の 稼い だ も の で (自分 を ) 益 
し 、 そ の 稼い だ も の で (自分 を ) 損 う 。《 主 よ 、 私 た ち が 
も し 忘れ た り 、 過 ち を 犯す こと が あっ て も 答 め な いで 下さ 
い 。 主 よ 、 私 た ち 以 前 の 者 に 負わ され た よう な 重荷 を 、 私 
た ち に 負わ せな いで 下さ い 。 主 よ 、 私 た ちの 力 で か な わな 
いも の を , 担わ せな いで 下さ い 。 私 た ちの 罪 を 消し 、 私 た 
ち を 赦し 、 私 た ち に 慈悲 を お か け 下 さい 。 あ な た こそ 私 た 
ちの 諾 護 者 で あら れ ま す 。 不信 心 の 徒 に 対し 、 私 た ち を お 
助け 下さ い 。》』【 雌 和牛 章 : 285ー286】 


うとう の と ゆめ )-102 
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eg 上 らし, て UE し 9 し で とう 5 ンダ 


・ (GeUai 


2 江 訪 ジッ ピー アト ジャ ンジ ピー ゼ カ 
アル アテ ウフ ブフ 。 プ ァ イン ア み サク タ サナ フス ィ ー プ 
ァ ル ハム ハー。 ワ イン アル サル タ ハ ー ファ ハフ ァ ズ 
ハー、 ビ マー タ ハ ファ ズ ピ ビ ヒ イ バ パー ダ カ ッ サー リヒ 
ー ン 。 

「 私 の 主 で ちる あな た の 御名 に お いて 、 私 は 体 を 横 た え ま 
し た 。 そ し て あな た に よっ て 起き 上 が り ま す 。 で すか ら 、 
も し あな た が 私 の 魂 を (その 死 で も っ て ) 引き と め ら れる 
の な ら 、 そ れ に お 慈悲 を お か け 下 さい 。 そ し て も し それ を 
解き 放っ て 生き 続け させ る と いう の な ら 、 あ な た の 敬 度 な 
し も べた ち を 守る と ころ の も の で も っ て 、 それ を お 守り 下 
さい 。」 


2 oj 。G が こも と て 琵 2 導 6 の -10 
00 oO て (人 6 4S TOl (はらう 
.(G3uj al 


アテ アッラーフ ンマ イン ナカ ハラ クタ ナ サ フ スィ ー ワ 
アン タ タワ ッ フ ァ ー ハ ー。 ラ カ ママ ー ト ッ ゥ ッ ハ ー ワ 
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マハ ヤー ハー。 イ ン アハ ヤ イ タ ハ ー ファ ハフ ァ ズ ハー。 
の グー デア ルー  ー グ イィ イル グー。 チッ テ 
ー フ ンマ イン ニー アス アル カル アー フィ ヤ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た こそ 私 の 魂 を 創造 され 、 そ し て それ 
を 死な せる お 方 で す 。 生 か す も 殺 す も あ な た 次 第 で す 。 も 
し 生か し て 下さ る の で あれ ば 、 そ れ を お 守り 下さ い 。 も し 
御 許 へ 召さ れる と いう の で あれ ば 、 そ れ を お 散 し 下さ い 。 
アッ ラー よ 、 私 は あな た に ご 加護 を 求め ます 。」 


ーー oMG2 DD)-104 
アッ ラー フン マ キ ニ ー アザ ー バ カ ヤ ウ マ トゥ g プ 
アス イベ バー ダク (x3 回 ) 


「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の し も べべ が 復活 させ られ る その 日 、 
私 を あな た の 六 か ら お 守り 下さ い 。」 


(うら 4 くし こい )-105 
ビス ミカ ッ ラ ー フ ンマ アム ー ト ゥ ワ アハ ヤー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の 御名 に お いて 私 は 死に 、 そ し て 生 
きま す 。」 


1 IE US 0 002 
る (CoO) DO) る ムチ) (op) DO) る | ob て ))-106 


な 2 ーー 」 
・(C oo の 55 や! 
スプ ハー ナッ ラー(x33 回 )。 ワ ル ハ ム ド ゥ ッ リッ ラー(x33 
回 )。 ワ ッ ラ ー フ アク メバル (x34 回 )。 
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「 ア ッ ラ テー に 称え あれ (33 回 )b。 ア ッ ラ ー に こそ 全て の 賞 
讃 あ れ (33 回 )。 アッラー は 僅 大 な り (34 回 )。」 


の うう て Ed の | うう どう ら り に < どう <2HD)-107 
人 eo っ 人 2 ) に の の 
の 5 be も 和 あう て っ けり こす 26 て あど 
2 に > を 2 っ の ii 
JC TU eb Tee 5 テン 違う 
に 0 5 とこ も たっ の 5 し 5 
4 4 「 細字 ン 1 ンー の 細っ コ いや 

ビ 放 生ま り け : 生 SKY ま 生生 


ペー の とき 
(Co に PJ 


アッラーフ ンマ ラッ パッ サマ ー ワ ー テ ィ ッ サブ プ ブイ ワ 
ラッ バル アル シル アズ ィ ー ム 。 ラ ッ バ ナー ワ ラッ バ 
クッ ラ シャ イ 。 フ ァ ー リ カル ハッ ビ ピ ワン ナ ワ ー、 ワ 
ムン ズ ィ ラ ッ タ ウラ ー テ ィ ワル イン ジー リ 、 ワ ルフ ルカ 
ー ン 。 ア ウー ズ ビ ピカ ミン シャ ッ リ クッ リ シャ イ 
イン アン タ アー ヒズ ン ビ ナ ー ス イヤ ティ ヒ 。 ア ッ ラ 
ー フ ンマ アデ ンタ ルアウ ワル ファ ライ サ カプ ブラ カ 
ゲキ イ 。 7 アン クル デー ヒル ジ ァ ジイ ササ スパ ァ デ ゲカ 
シャ イ 。 ワ アン タッ ザー ヒル ファ ライ サ ファ ウ カ カ 
ジ シャイ 。 ワ アン タル パー ティ ヌ ファ ライ サ ドッ ゥ ッ ー ナ 
カ シャ イ 。 イ ク デ ィ アン ナッ ダイ ナ ワ アグ ニナ ー 
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ミナ ルフ ァ ク ル 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、7 層 の 天 の 主 、 偉 大 な る 玉座 の 主 よ 、 私 た 
ちの 主 、 万 物 の 主 、 実 と 芽 を 芽 吹 か せる お 方 、 包 ウラ ー ム 
(トー テラー) と アン ジー ル (福音 ) と クル アー ン を 下 し た 
お 方 よ 、 私 は あな た に 全て の 物 の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ま 
す 。 あな た は それ ら の も の の 前 頭 部 を お 掴み に な る お 方 で 
す P。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た は 過去 の 永遠 か ら 存 在 さ れ た お 
方 で 、 あ な た の 前 に は 何 も 存 在 し ませ ん 。 あ な た は 未来 の 
永 効 に か け て 存在 され る お 方 で 、 あ な た の 後に は 何 も 存 在 
し ませ ん 。 あ な た は 最も 高き に お られ る お 方 で 、 あ な た の 
上 に は 何 も 存在 し ませ ん 。 あな た は 最も 近く に お られ る お 
方 で 、 あ な た より 近く に は 何 も 存 在 し ませ ん 。 私 た ちの 負 
債 を 返済 させ 、 貧 困 を 取り 除い て 下さ い 。」 


ジン TS (9 う ・ BU う (Go ン う に 「 と 稼 る と より )-108 


・(@ 少 9 9 Y 
アル ハム ド み リサ リッ ラー ヒッ アタ ズィー アデ トッ アマ ナー 
が カー ポー。 必 カジ ァ ー ナ ー、 サ デー ジー ナー。 
グ ゲ デア 巡 必 ベジ マッ ラ ター カー クジ イヤ ジジ ツジ ジー 
ムウ ウィ ー。 

「 私 た ち に 食べ させ 、 飲 ませ 、 満 足 さ せ 、 住 まい を 与え ら 
れる アッ ラー に 賞 棒 あれ 。 十 分 に 満足 する こと な く 、 保 護 
され 安らぐ 場所 も な い 者 た ち も 山 ほど いる と いう の に 。」 


@ 駅 者 注 : 披 造 物 は 全て アッ ラー の 支配 下 に ある と いう こと を 表し て いま す 。 
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生か リド つ りこ) ル 6 55 ー| < 宙 り )-109 


の まり すう まつ) まり 還 りう まま (さい すら 前 3 


本 議 議 2 の 
(と と ピラ 1oD て る タ うり アン う (と や 


OF 「 
アテ アッラーフ ンマ アー リマ ル ガ イ ビ ワッ シャ ハー ダ 。 フ 

アー ティ ラッ サ マー ワー ティ ワル アル ドゥ 。 ラ ッ パ ク 
ッ リ シャ イイ ン ワ マリ ー カ フ 。 ア シュ ハ ド ゥ アッ 
ラー イラ アー バハ イッ ラー アン トッ 。 デ ウー ズ ビ カ 
ミン シャ ッ リ ナ フ ス イー。 ワ ミン シャ ッ サ ッ シ ャ 
イタ ー ニ ワ シル キ ヒ 。 ワ アン アク タリ ファ アラ 
ーー チン アジ アジ ュ ッ デー オラ テー 
ムスリム 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 不 可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 を 知る お 方 
よ 、 天地 の 創造 主 よ 、 万 物 の 主 ・ 支 配 者 よ 、 私 は あな た 以 
外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いこ と を 証言 し ます 。 そし て 
自分 自身 の 悪 、 シ ャ イタ ー ン と シル ク Y の 悪 か ら 、 あ な た 
に ご 加護 を 求め ます 。 そ し て 自分 自身 を 害する こと 、 或 い 
は 誰か 他 の ムスリム を 害する こと か ら の 席 護 を あな た に 
求め ます 。」 


36 頁 の 訳注 ① を 参照 の こと 。 
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ゆう 4 が 19-T9 


アッ ニー サジ ダ 硬 (平伏 礼 章 ) と アル ニム ルク 章 (大 権 章 ) 
を 読む 。 


まる テ 


に の と つめ の と 40D)-111 
に Yo 2 うう ・ EE を と に も らら う 
WC で 11] ONE ぐ きき 者 MI ば 
と コ やう き る 

.(( こ ご し) 


アップ テー フン マ アス ラバ トゥ み ッ ナラ フク スィー イジ イク 。 
ジ ファ ウジ ワ ドッ トゥ アム リー イラ イク 。 ワ ワッ ジ 
ャ ハト ゥ ワ ジ ュ ヒ ー イラ イク 。 ワ アル ジャ アト ッ ゥ 
ザ ハ リー イラ イク 。 ラグ バ パタン ワ ララ ハバ タン イラ 
ジグ 。 ター で ル ジ ャ ザ プ の ラー ンジ ャ ー えッ ンカ 
イジ グー オジ イ み 。 ア ー マ ン トッ ビ キ ケ ター ビ カ ッ テ ズ 
ィ ー アン ザル トゥ 。 ワ ピナ ビー イカ ッ ラ ズィー アル 
サル トッ ゥ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 我が身 を あな た に 服従 させ 、 私 の こと 
を あな た に 委ね まし た 。 そ し て 私 の 顔 を あな た に 向け 、 私 
の 背中 を あな た の 褒 護 の も と に 置き ます 。 あ な た を 望み 、 
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あな た を 虹 れ て ?。 あ な た か ら の 必 難 所 も 救済 も わな た 以 
外 に は あり ませ ん 。 私 は あな た が 下さ れ た あな た の 啓典 と 、 
あな た が 遭わ され た あな た の 預言 者 を 信じ ます 。」 

29. 夜 に 寝返り を 打っ た 時 の ドア ー 


だ に っ っ 
3 9 らし 5 し うう 0 3 1 ! 0 ず )-112 


(の りす II 


ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フル ワー ヒド ゥ ルカ ッ ハ 
ー ル 、 ラ ッ プ ブッ サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ディ ワ マー 
バイ ナ フ マ ル ア ズ ィ ー ズ ル ガ ッ ファ ー ル 。 

「 唯 一 者 で 支配 者 で ある アッ ラー の 他 に 真 に 財 拝 すべ き 
も の は あり ませ ん 。 天地 と その 間 に あ る も の の 主 、 成 光 高 
く 赦し 深い お 方 よ 。」 

30.、 睡眠 時 の 恐怖 や 寂し さ を 感じ た 時 の ドアー 


ン ン ヽ ピコ ま 
に うう を 2 と 6 生  CK ち )-113 


1 の os ob ok らら 
ミン ガ ダ ビ ヒ ワ イカ ー ビ ヒ 。 ワ シャ ッ リ イベ バー 
ディセ 。 ジ ミシン ハマ ザー ディッ シャ ヤー ティ ーー ツ 
アン ヤ ハ ドゥ ルー ン 。 

「 私 は アッ ラー の 完璧 な 御 言葉 を も っ て 、 か れ の お 勾 り 、 
せ つま り ア ッ ラ ー の 報奨 や お 赦し を 望み 、 か れ の お 把 り や 績 久 を 恐れ る こと 。 
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徳 罰 、 か れ の し も べ の も た ら す 悪 、 シ ャ イタ ー ン の 忠 き 、 
そし て シャ イタ ー ン が 私 の も と へ や っ て 来る こと か ら の 
ご 加護 を 求め ます 。」 

31. 悪夢 を 見 た 時 に する こと 

1 で テ フ pe Au うめ) -114 
114 一 「 左 側 に 只 を 吹く 。(x3 回 )」 
「 シ ャ イタ ー ン と 見 た 悪夢 か ら の アッ ラー の ご 加護 を 求 
め る (「 ア ウー ズ ピッ ラー ヒ ミナ ッ シ ャ イタ ダー ニッ ラ 
ジー ム ( 呪 わ れる べき シャ イタ ー ン か ら ア ッ ラ テー の 御 加護 
を 求め ます )」 と 3 回 言う )。」 
「 そ し て それ まで と は 逆 の 方 を 向い て 寝る 。」 
「 誰 に も その 内 容 に つい て 話さ な い 。」 
115 二 「 も し そう し た けれ ば 、 礼 拝 の た め に 起き 上 が る 。」 
32. ウ ァ ム ん の 礼拝 時 の ク ヌ ー ム 『 の ドア ー 


リア て て こっ と う て と JJA gl + ゆ ))-116 
し と に 半 ン ま そ つ み 2 ee を / 。 ロ ン ン の teee ゅ と 。 
2 (てこ ビ 9 てこ ン 中 しゅ JJU う (こう (こう 
ンズ 4 2 ee し 
ジン 字 すのこ 5 と EYE る 9) ez 
や 訳者 注 :「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う の が スン 
ナ ・ ム アッ カ ダ (義務 で は な い が 非 常に 推 毅 さ れ た 行為 ) と され て いる 、 庁 


数 回 の 形式 を と る 礼 拓 の こと で す 。「 ク ヌー ト 」 は 、 そ の 最後 の ラク ア の ルク 
ー ウ 前 か 後に 行わ れる ドア ー の こと を 指し ます 。 
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、(( こ 3 ちゆ この うば, (こら 


アグ ターズ アン マハ ディ ニー シィ ナー マ ン の デイド ゆ 。 
アー フィ ニー フィ ー マ ン アー ファ イト ゥ 。 ワ タワ ッ 
ラニ ー フィ ー マ ン タワ ッ ラ イト ッ 。 ワ パー リク りり 
の 2PRon デア デ み オ ド 。 の 土 志 mm 婦 光 芝 
マー カ ダ イ トッ ゥ 。 フ ァ イ ン ナカ タク ディ ー ツ ラー 
ユ ク グ ダー アラ イク 。 イ ン ナ フ ラー ヤズ イィ ッ ル マン 
ワー ライ トッ ゥ 。( ワ ラー ヤ イ ッ ズ マン アー ダイ ト 
みみ) ボッ ーー チク ク グッ ナー みみ デー イド ゆ w。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た が 導 か れ た 者 の よう に 私 を お 導き 下 
さい 。 あ な た が 護 ら れ た 者 の よう に 私 を お 護り 下さ い 。 あ 
な た が その 諸事 を 引き 受け られ た 者 の よう に 、 私 の 諸事 を 
お 引き 受け 下さ い 。 そし て あな た が 与え て 下さ っ た も の に 
お いて 私 を 祝福 し て 下さ い 。 そし て あな た が 運命 付け た 悪 
か ら 私 を 御 護り 下さ い 。 あな た こそ は 判決 を 下さ れる お 方 
で 、 判決 さ れる 者 で は あり ませ ん 。 あ な た は 、 あ な た が 保 
護 さ れ た 者 を 辱め る こと は あり ませ ん 。( そ し て あな た が 
敵対 し た 者 は 、 権勢 を 得る こと は あり ませ ん ) 私 た ちの 主 
よ 、 あ な た は 祝福 に 溢れ た 祭 高 な お 方 で す 。」 


ンー 3 と ょ っ 0))-117 


2 ce 衝 彩っ ゃ っ ク 
CGIK さ OH まじ の まま すけ 0 了 衝 うき の 
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・( ぐ ば 


アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ビリ ダー カ ミ 
ン サハ ティ ク 。 ワ ビ ピ ム アー ファ ー テ ィ カ ミン ウ ク 
ー パ ティ ク 。 ワ アウ ー ズ ビ カ ミン ク 。 ラ ー ウフ ス 
ィ ー サナ ー ア ン アラ イカ 、 ア ンタ カマ ー アス ナイ 
グ アラ ー ナブ フス イク 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の ご 満悦 に よっ て あな た の お 怒 
りか ら の 、 そ し て あな た の 寛容 さ に よっ て あな た の 懲罰 か 
ら の 、 あ な た に よる 、 あ な た か ら の ご 加護 を 求め ます 。 私 
た ち は あ な た が 御 自 身 を 讃 美 され た よう に あな た を 謀 美 
する こと は で きま せん 。」 


と OM 有 3 『*) 朋 の IOIP 4 As) 3 3 * 宙 0)))- 118 
5NM OWNT2 9 OK と と や 9 ODN の AA 5 
ゞ 5 みう ! Oi 5 6 の 1 P 』 OH < i < を 


(OS PS う ・ 0 た ao) OU 3455 


/ デー ジジ タ イー ヤー カ で ザ ア テア グ メド み 。 ザ テグ 

サッ リー ワウ ナス ジュ ドゥ 。 ワ イラ イカ ナス アー 

ワ ナハ フィ ドゥ 。 ナル ジュ ー ラ ハ マ タカ 、 ワ ナ フ シ 

ャ ー アザ ー バ ク 。 イ ン ナ アザ ー バ カ ビル カー フィ リ 

ー ナ ムル ハク 。 アッラー フン マ イン ナー ナス タイ ー 
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ヌカ 、 ワ ナス タグ フィ ルク 。 ワ ヌス ニー アラ イカ ル 
ハイ ラ 、 ワ ラー ナク フル ク 。 ワ ヌ ウ ミヌ ピカ 、 ワ 
ナジ ンジ ゲ ウ ジ ク 。、 ワ ナウ ラウ マシ ヤギ クア ルプ 。 
「 ア テッ ラー よ 、 あ な た を 私 た ち は 上 崇拝 し 、 あ な た に 祈り 路 
き 、 あな た へ と 向 か っ て 奉 走 し 奉仕 し 、 あ な た の ご 慈悲 を 
願い 、 あ な た の 懲罰 を 怖 れ ます 。 あ な た の 懲罰 は 必ず や 不 
信仰 者 た ち に 降り か か り ま す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち は あ な 
た に ご 援助 と お 赦し を 求め ます 。 そし て あな た を よく 詩 美 
し 、 あな た へ の 不信 仰 に は 陥り ませ ん 。 私 た ち は あ な た を 
信仰 し ます 。 私 た ち は あ な た に 服従 し 、 あ な た を 信仰 し な 
い 者 か ら 背 き 去り ます 。」 

33. ウ ァ ム み の 礼拝 の テー ス 後 の ズ ィ ク ル 


-( て こめ 5 乏 もう) (yh oe つの )-119 
スプ ハー ナル マリ キル クッ ドッ ー ス (x3 回 ) (3 回 目 は 声 
に 出し て 言い 、 次 の 言葉 を 付け 足す 。)。 ラッ ピル マラ ー イ 
カテ イィ ワッ ルー フ 。 
「 聖 な る 王者 に 称え あれ (3 回 目 に は 「 天 使 た ちと ジ プ ア 
ー ン ん の 主 」 と 付け 足す )。」 
34. 苦悩 と 悲し み の 際 の ドア ー 


(うら テン ぱ OP1 中 WW2 隊 Crw g! 2UD)-120 
1 宣 前 (OU き まま 多い 0 史 くま 遂 ら レ 
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ン いた 電 い v 計 に 王 が チイ PE ン っ 了 ef oe と メメ ンス ター 
(ee ue (LU は 人 者 衝 (の に お る こと ン 

ee ョ ン > を 
こま りこ こり まま ゴル つり こう) 


1 (Ge とう てら 5 う ・g テ の うみ の うう 
アッ ラー フン マ イン ニー アプ ドゥ ッ ク 。 イ プ ヌ アプ デ 
ナク 。 イプ ブ ヌ デマ ティ ク 。 ナー スイ ヤギ ディ ー ピ ビ ヤ ディ 
ク 。 マー ディ ン フィ ー ヤ フク ムカ 、 ア ドッ ゥ ルン フィ 
ー ヤ カ ダ ー ウ ク 。 ア ス ア ルカ ビクッ リ スミ ン フワ 
ラ カ 、 サン マイ タ ピ ヒ ナフサ ク 。 ア ウ アン ザル タフ 
フィ ー キタ ー ビ ピク 。 ア ウ アッ ラム タフ アハ ダン ミ 
ン ハル キク 。 ア ウィ スタ アサ ル タ ビ ヒ フィ ー イル 
ミル ガイ ピ イン ダク 。 ア ン タダ ジュ アラ ルク ルアー ナ 
ラビ ピー ア カル ビー。 ワ ヌー ラ サド ゥ リー。 ワ ジャ 
ラー ア フ ズ ニー。 ワ ザ ハ ー バ ハン ミー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の し も べ で す 。 あ な た の 男 の し 
も べべ の 息子 で 、 あ な た の 女 の し も べ の 息子 で す 。 私 の 前 髪 
は あな た の 御手 に 委ね られ て いま す "。 あ な た の 私 に 対す 
る 裁定 は 既に 成 さ れ 、 私 に 関す る あな た の 判決 は 公正 で す 。 
私 は あな た が 自ら そう 名 付け られ た 、 あ るい は あな た の 啓 
典 の 中 で 下さ れ た 、 あるいは あな た が あな た の 創造 物 に 教 
えら れ た 、 ある い は あな た が 不可 視 な る 知識 に お いて それ 
を 占有 され て いる 全て の 御名 に お いて 、 ク ルアー ン を 私 の 


訳者 注 : 97 貢 の 脚注 ① 照 。 
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心 の 春 と し 、 私 の 胸中 の 光 と し 、 私 の 悲し みや 不安 を 取り 
除く も の と し て 下さ い 。」 


(と S5 あて pe う 放 肖 DD)-121 


1 (dE ro 


アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ビ カ ミナ ル ハ 
ン ミ ワル ハ ザ ン 。 ワ ル ア ジ ュ ズ ィ ワル カサ ル 。 ワ ルプ 
フリ ワル ジュ プン 。 ワ ダラ イッ ダイ ニ ワ ガラ バテ 
ィ ッ リ ジ ャ ー ル 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 苦悩 と 悲し みか ら 、 無能 と 怠 情 か ら 、 震 益 
と 及 病 か ら 、 借金 の 重み と 男 た ちの 圧 制 か ら の ご 加護 を 求 
め ま す 」 

35. 心配 を 除去 する ドア ー 


PP eo 人 る ン の P ン ん ン 
2 もう る YI 0 すく て ん ICE AI 0 ⑨)-122 
DP TEE. と 2 る まき 作 な な ン ュ ンー を し ん ン タレ ン 
本 すこ) *) 9 こち) つっ) の し 4 の) 4 9) MY (| 


RC さり 
グー イタ メー の ハ ゴイ ッ ク ッ テー フル チズ ィ ー ム ルム ハム サー 
ム 。 ラー イタ ー ハ イッ テッ ラー アプ ラッ プル アル シル 
2 イー ム あ 、 ワ サー サー バハ ゴリ ッ テ ッ 和 ー ン 移 み ア ッ ァ 
サマ ー ワ ー テ ィ ワ ラッ プル アル ディ ワ ラッ プル 
アル シル カリ ー ム 。 

98 


「 偉 大 か つ 寛 大 な アッ ラー 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は 
な く 、 偉 大 な る 玉座 の 主 で ちる アッ ラー 以外 に 真 に 財 拝 す 
べき も の は な く 、 天地 の 主 ・ 貴 い 玉 座 の 主 ア ッ ラ ー の 他 に 
真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 


ルー の の ED)-123 
.( で fw, 人 生 E JcP も 5 


クウ ラーク シマ ハマ グ カ ア ル が ュー ジ ァ テー 
タキ ル ニ ー イラ ー ナ フ ス ィ ー ダル ファ タダ アイ ン 。 
の リナ トー デニー クッ クン チー メダ 
ーー オメ ラー デジ ント が 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の ご 慈悲 を 願い ます 。 私 を 一 瞬 た り 
と も 見 放さ な いで 下さ い 。 私 に 関す る こと 全て を 正 し て 下 
さい 。 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 


(Ge と と です SI 4 の)-124 
ラー イラ ー ハ イッ ラー アン タ スプ ハー ナカ イ 
ン ニ ー クン トッ ミナ ッ ザ ー リ ミー ン 。 
「 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 あな た 
に 称え あれ 。 私 は 本 当 に 罪悪 者 の 類 で し た 。」 

6 (CS る | Y と ふ D)-125 
ジー ジテ メー クタ が Por テー ジュ ユタ 
20 = ジャ イ プア ーー。 
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「 テ アッ ラー、 ア ッ ラ テー こそ 私 の 主 、 私 は か れ に 何 も の や 並 
べ て 拝 し ませ ん 。」 
36. 敵 や 暴君 に 会 う 時 の ドア ー 


6 ( ぐ ル たま つま すく アゴ は の 5 で 4U))-126 
アデ アッラーフ ンマ イン シン ナー ナジ ュ ア ルカ フィ ー 炊 
フー リヒ ム 。 ワ ナウ ー ズ ビ カ ミン シュ ルー リヒ 
ム 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち は あ な た を 彼ら に 対す る 護り と し 、 
あな た に 彼ら の 諸悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 


て JA ou gp と gae て < 宙 D)-127 


還 (4LUIOWWP の | 
ゲッ クー クン マ アン シク アド ゥ ゲ デ ィ ー。 ワ プン ぱ タナ 
スィ イー リー。 ビ ピカ アジ ュー ル 。 ワ ビ ピカ アス ー ル 。 ワ 
ビ カ ウ カ ー テ ィ ル 。 

「 ア テッ ラー よ 、 あ な た は 私 の 力 で 、 あ な た は 私 の 援助 者 で 
す 。 あ な た に よっ て 遠征 し 、 あ な た に よっ て 攻め 入り 、 あ 
な た に よっ て 戦い ます 。」 


2 
・ (OS の | に >))-128 
ハス プ ナ ッ ラ ー フ ワ ニ ァ マル ワキ ー ル 。 
「 私 た ち に は アッ ラー が いれ ば 十分 で す 。 アッ ラー こそ 最 
高 の 底 護 者 で す 。」 
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37. 暴君 の 不正 を 恐れ る 者 の ドア ー 


る ン まう る 


チ 
の うう て と らし こり こう で DU り )-129 
し まう 人 ン の っ と と コ * e の し 2 計 : 
あと 滞 op と も (oo さと りら 


. (CT 92,38 と うう.3 多 。 リト も 


アッ ラー フン マ ラッ パッ サマ ー ワ ー テ ィ ッ サブ プイ 、 ワ 


ラッ バル アル シル アズ ィ ー ム 。 クッ リー ジャ ー ラ ン ミ 





前 を あて は め る )、 ワ アハ ザー ビ ヒ ミン ハラ ー イ キ 
カ 、 ア ン ヤ フ ル グ アラ イヤ アハ ドッ ン ミン フ ム 
アウ ヤ ト ゥ ガー。 ア ッ ザ ジャ ー ル カ 、 ワ ジャ ッ ラ 
サウ ーー クジ カ 。 ター イタ ジー ハ イッ テー デジ トッ w。 
「 ア ッ ラ テー よ 、7 層 の 天 と 偉大 な 玉座 の 主 よ 、 何 基 (ここ 
に 対象 と な る 者 の 名 前 を 入れ る ) と その 徒党 が 私 を 虐げ る 
こと の な いよ う 、 私 の 隣人 (守護 者 ) に な っ て 下さ い 。 あ 
な た の 隣人 と な っ た 者 こそ 強大 で 、 あな た へ の 讃 美 こそ 崇 
高 で す 。 あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 


of fA (oe に と 久 知 7 3$)-130 


の み 癌 り ゅ と っ る チー ラテ ま の 
どの し な) で | 4 ぶし > 之 ! て っ J テ !* 


ン ャ ー ee sg 1 間 ソ タン ーッ 
2 て oO5 ke ン ・sob 31 つ 9 し あ の 
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ee みとり し は T0 NO ン et も も 
1⑧ 学 0 Y う romI 5 て 光 う 395 お 


アッ ラー フ アク バル 。 アッ ラー フ プ アア ッ ズ ミン ハ 
/ 二 ジャ ミー ナー アッ ジー ジワ アデ アッ ズ その "mm 
アフ ハー フク 婦 ブ ハ ザ ル 。 ア ウー ズ ピッ ラー モッ ラー メ 
ィ ー ラー イラ ー ハ イッ ラー フ 。 ア ルム ム ス イ キッ サ 
マー ワー ティ ッ サ ブイ アン ヤ カ ァ ナ アラ ル ア ル デ 
ナイ イッ ラー ゼビオ イズ エニ ヒ 、 ミ シン ジャ ケッ リ アデ プ デ ィ カ 
ケラ ウー ニッ f ら と 所 と ヵ の s 
ュー ディ ヒ ワウ プア ト み パ ペー イ も セ アジ ュ ヤ ー イ 
ヒ 、 ミ ナル ジン ニニ ワル イン ス 。 アッラーフ ンマ クッ リサ リ 
ー マヤ ジャーク ラン ミン シャ ィ ッ 9 ヒム 。 ジャッ チ サナ ー 
ウ カ ワ アッ ザ ジャ ー ル カ 。 ワ タバ ベーラ カス ムカ 、 
ワ ラー イラ ー ハ ガイ ルク 。 (x3 回 ) 

「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 アッ ラー は 全て の か れ の 創造 物 よ 
り 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 私 が 入 れ 私 が 警戒 する も の 以上 に 
強大 な り 。 私 は か れ 以 外 に 真 に 財 拝 すべ きも の は 無く 、 か 
れ の 許可 な し に は 大 地 に 崩れ 落ち て し まう と ころ の 7 届 
の 天 を 支え る お 方 アッ ラー に 、 人 と ジン か ら 成 る あな た の 
し も べ の 何 某 (ここ に 対象 と な る 者 の 名 前 を 入れ る 

の 軍隊 ・ 追 従者 た ち ・ そ の 一 派 の 悪 か ら ご 加護 を 求め ます 。 
アッ ラー よ 、 彼 ら の 悪 か ら 私 を 護る 隣人 (守護 者 ) に な っ 
て 下さ い 。 あ な た へ の 讃 美 こそ 崇高 で 、 あ な た の 隣人 こそ 
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強大 で す 。 あ な た の 御名 は 祝福 に 溢れ 、 あ な た 以外 に 真 に 
財 拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 
38. 敵 に 対す る ドア ー 


まそ 7 


いて MA こじま! と ・ の J 少 DD)-131 


(Ye 
アッ ラー フン マ ムン ズ ィ ラ ルキ ター プ 。 サリ ー ア ル ヒ サ 
ー プ 。 イフ ズ ィ イィ ミル アハ ザー プ ブ 。 アッ ラー フン マフ ズ ィ ム 
フ ム ワ ザル ズ ィ イィ ルフ ム 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 啓典 を 下さ れ た お 方 よ 、 清 算 を 敏速 に な さ 
れる お 方 よ 、 敵 軍 を 敗走 させ て 下さ い 。 ア ッ ラ テラー よ 、 彼 ら 
を 播 る が せ 敗 走 さ せ て 下さ い 。」 

39. 人 々 を 恐れ る 時 に 言う ドアー 


4 (( こ 用 し っ 1 <DD)-132 
アッ ラー フン マク フィ ニー ヒム ビ マ ー シ ウ タ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た が 望ま れる 方 法 で 私 を 彼ら か ら お 護 
り 下 さい 。」 


40. 信仰 心 に 医 問 が 生じ た 者 の ドア ー 
133 一 「 疑 い を 持っ た こと か ら ア ッ ラ ー に ご 加護 を 求め る 。」 


.(G ぴ に う ) Au と 2D)-134 


アー マン トゥ ピッ ラー ヒ ルス リヒ 。 
「 私 は アッ ラー と か れ の 預言 者 た ち を 信じ ます 。」 
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1 JP 0 DJ59( みか -135 


プ ダ ジル チ ウ ワル サル アー ヒル ワッ ザー ヒル リル 
チル は の アレ ピク カッ シャ イイ ゴル デリ \ー 
ム 。 

『 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た は 過去 の 永遠 か ら 存在 され た お 方 。 
未来 の 永 効 に か け て 存在 され る お 方 。 最 も 高き に お られ る 
お 方 。 最 も 近く に お られ る お 方 で す 。 そ し て か れ は 全て の 
事物 を 熱 知 な され ます 。』【 鉄 章 : 3】 

41. 重い 負債 を 抱え た 時 の ドア ー 


いら Oc どう eu テテ で DD どり < 宙 D)-136 


・(③ と 
アッ ラー ジン シマ クラ フィ ニー ビビ ハ か ラー リカ デン ハラ 
ー ミ カ ワ アグ ニニ ー ビ フ ァ ドゥ リカ アン マン 


スィ ワー カ 。 

「 テ アッ ラー よ 、 私 を ハラ テー る の も の で は な く あ な た の ハラ テ 
ー ル の も の で 充分 と し て 下さ い 。 や P そし て あな た の 居 恵 に 
よっ て 、 私 を あな た だ け で 足る 者 と し て 下さ い 。」 


る ョ ュ タ 


・ 0 な うり 《 9 涯 5 Ai こう 必 所 e! *))- 137 


訳者 注 : ハラ ー ム と は イス ラー ム 法 上 非 合 法 と 規定 され た 物事 で 、 ハ ラー ル 
と は そこ に お いて 合法 と 規定 され た 物事 。 
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W (Q ひ ほ くら う AU と と う < けり 5 
アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ ミナ ル ハ 
ン ミ ワル ハ ザ ン 。 ワ ル ア ジ ュ ズ イィ ワル カサ ル 。 ワ ルプ 
フリ ワル ジュ プン 。 ワ ダラ イッ ダイ ニ ワ ガラ バテ 
ィ ッ リ ジ ャ ー ル 。 
「 テ アッ ラー よ 、 苦悩 と 悲し みか ら 、 無能 と 門 恒 か ら 、 着 秘 
と 肛 病 か ら 、 借金 の 重み と 男 た ちの 圧 制 か ら の ご 加護 を 求 
め ま す 。」 

42、 礼拝 や 読 語 時 の 悪魔 の 忠 き に 対す る ドア ー 


1 ぐー pUESJ Cy AU うり)-138 


アウ ー ズ ピッ ラー ヒ ミナ ッ シ ャ イタ ー ニ ッ ラ ジー ム 。 


(そし て 左 の 方 に 3 回 只 を 吐く ) 
「 私 は アッ ラー に 、 呪 われ る べき シャ イタ ー ン か ら の ご 加 
護 を 求め ます 。」 


43. 物事 に 困難 を 見 出し た 者 の ドアー 
還 9 は | gy OHP SM ン 2 季 \! 4 と \ < 宙 ))-139 


・(QOG ン ー 光 
アル タフ サハ ラー。 ワ アン タ タ ジ ュ アル ル ハ ズ ナ 
イザ ー シ ウ タ サハ ラー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た が 容易 くし た こと だ けが 容易 く な る 
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の で す 。 あ な た が 望め ば 悲し み も 容易 く な り ま す 。」 
44. 罪 を 犯し た 者 が 言い 、 行 うこ と 
140 一 「 罪 を 犯し た し も べ が 体 を よく 清め 、 立 ち 上 が っ て 
2 ラク ア の 礼拝 を し 、 そ れ か ら ア ッ ラ ー に お 赤 し を を えば 、 
か れ は その 罪 を 赦 さ れ な いこ と が な い 。」 
45. 悪魔 と その 路 き を 放逐 する ドアー 
141 一 「 ア ッ ラ ー に シャ イタ ー ン か ら の ご 加護 を 求め る 。」 
142-「 ア ゲー ン ヤ を 言う 。」 
143 一 「 ズ ィ ク ル の 言葉 を 唱え 、 ク ルアー ン を 読む 。」 
46. 望ま な いこ と や 止む を 得 な いこ と が 
起こ っ た 時 の ドア ー 


5 (Q US じ う 4 33)-144 
カ ダ ル ッ ラ ー ヒ ワ マー シャ ー ア ファ アル 。 
「 こ れこ そ は アッ ラー の 定め られ た こと 。 か れ は か れ が お 
望み に な る こと を 行わ れ た 。」 
47. 出産 祝い の 言葉 と その 返事 


の ン とこ クッ ン と 2 人 の のみ 
うけ て て の 償う (で U つか 叶 は で U る | さゆ )-145 
・(@⑥> こう 本 eta 


パー ラ カ ッ ラー ブフ ラ カ フィ ル マ ウ フー ビ ラク 。 ワ 
シャ カル タル ワー ヒ プ 。 ワ バラ ガ アシ ュ ッ ダフ 、 ワ 
ルズ イィ クタ ビッ ラフ 。 


叶 駅 者 注 : 31 ペー ジ の 脚注 参照 
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「 あ な た に 授け られ た 子供 に 関し て アッ ラー が あな た を 
祝福 し て 下さ いま す よ うに 。 そし て あな た が 子供 を 授け た 
お 方 に 感謝 し ます よう 。 そ し て 彼 が 成長 し た 暁 に は 、 あ な 
た が 彼 の 孝行 を 受け ます よう に 。」 


3 8 1 計 の リン と 2 衣 1 っ 
(人 。 うし し 02 う て で MIE 3U3 で U お) ゆ ) 


(CH みり 

(そし て 祝福 を 受け た 者 は 相手 に 次 の よう に 返す ) バー ラ 
カッ ラー フ ラ カ ワ パー ラ カ アラ イク 。 ワ ジャ ザ 
ー カ ッ ラ ー フ ハイ ラー。 ワ ラ ザ カ カッ ラー フ ミス ラ 
が 、 の た ジー 当 学 一 共 少 。 

「 ア ッ ラ ー が その こと を 祝福 し ます よう に 。 そし て あな た 
に も 祝福 あれ 。 アッラー が あな た に も 良い 報奨 を 授け て 下 
さい ます よう に 。 そし て アッ ラー が あな た に 同じ よう に 子 
を お 恵み に な り 、 あな た へ 多く の 報奨 を 授け て 下さ いま す 
お 信 料 。3 

48. 子供 の た め の 魔 よ け 

アッ ラー の 御 使い は 孫 の ア ル ニ テハ サン と アル = テ フ サ イ 

ン に 、 次 の よう な 御 加護 の 言葉 を 用 いて 祈願 し た : 


ンジ いう の 2 ンダ BI 3 こじ 必 CSLgD)-146 


-⑬Y oz が 
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シン クッ 9 シャ イタ ダー ニン ワ ハー ンマ 。 ツ ミシン 

クッ リ アイ ニン ラー ンマ 。 

「 私 は あな た 方 2 人 ヤ 『 の た め に 、 完 全 な アッ ラー の 御 言 葉 

に よっ て 、 全 て の シャ イタ ー ン と 毒 を 持つ 生物 か ら 、 そ し 

て 悪 を も た ら す 全て の 邪 視 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
49. 見 舞い 時 の 病人 へ の ドア ー 


4 (③⑳ UE O1 う さめ )-147 
ラー バア サ タフ ー ル ン イン シャ ー ア ッ ラ ー。 
「 大 き な 間 題 で は あり ませ ん 。 アッ ラー が そう お 望み で あ 


る な ら ば 、 あ な た の (人 罪 と いう ) 汚れ が 清め られ ます よう 
kao e 」 


OF あし % JC)-148 
アス アル ッ ラ ー ハ ル ア ズ ィ ー マ ラッ バル アル シル アズ 
ィ ー ミ アン ヤシ ュ フ ィ ヤ カ 。 (x7 回 ) 

「 私 は 、 偉大 な る アッ ラー、 偉大 な る 玉座 の 主 に あな た を 
癒し て 下さ る こと を 祈り ます 。」 


や 「 あ な た 」 と 単数 2 人 称 で 言う 場合 は 、 置 頭 の 「 ウ イー ズ ク マ ー」 を 「 ウ イ 
ー ズ カ (男性 )」 あ る い は 「 ウ イー ズ キ (女性 ) 」 と 言い 換え ます 。 ま た 「 あ 
な た 方 」 と 複数 2 人称 で 言う 場合 は 、 同 様 に 「 ウ イー ズ ク ム (男性 、 あ る い 
は 男女 混合 )」 あ る い は 「 ウ イー ズ ク ン ナ (女性 ) 」 と 言い 換え ます 。 同様 に 
「 彼 」 の 場合 は 「 ウ イー ズ フ 」、「 彼 女 」 の 場合 は 「 ウ イー ズ ハ ー」、「 彼 ら 」 
の 場合 は 「 ウ イー ズ フ ム 」、「 彼 女 た ち 」 の 場合 は 「 ウ イー ズ フ ン ナ 」 となり 
ます 。 

る 駅 者 注 : 病 や 不幸 や 苦難 な ど は 、 ム スリ ム の 財 罪 と な り ま す 。 頂 言 者 ム ハ ン 
マ ド は 言い まし た :「 ム スリ ム に 降り か か る 災難 で 、 そ れ に よっ て 彼 の 罪 が 赦 
され る こと に な ら な いも の は な い 。 例え そ れ が 一 本 の と げに よる 痛み だ っ た 
と し て も 。」( ア ル ニ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 
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50. 病人 を 見 舞う こと の 徳 
149 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 ム スリ ム の 兄弟 を 見 舞う 者 は 、 彼 の も と を 訪れ て 
そこ に 腰 を 下ろ すま で 楽園 の 道 を 歩ん で いる 。 そ し て 腰 を 
下ろ し た と き に は 、 慈 悲 が 彼 を 包み 込む 。 も し それ が 朝 だ 
っ た の な ら 、7 万 の 天使 が 夜 に な る まで 彼 を 祝福 する 。 そ 
し て も し 夜 だ っ た の な ら 、 や は り 7 万 の 天使 が 朝 を 迎え る 
まで 彼 を 祝福 する 。」 

51. 死期 が 迫っ た 病人 の ドア ー 


1 と ちり と 5 は PUD)-150 
アッ ラー フン マグ フィ ル リー ワル ハム ニー ワ ア 
ル ヒ クニ ー ピッ ラフ ィ ー キ ル ア ァ ラー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 御 赦 し 下さ い 。 私 に ご 慈悲 を お か け 下 
さい 。 最高 の 同伴 者 の 御 許 P へ と 、 私 を お 五 し 下さ い 。」 


・ の っ GS! 4 )-151 


「 預 言 者 は 自ら の 死に 瀬 し た 時 、 彼 の 両手 を 水 に つけ させ 
る と 、 そ の 手 で 顔 を 撫で て 次 の よう に 唱え た : 

ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ イン ナ リル マウ テ 
ィ ラサ カラ ー ト ゥ 。 

『 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な し 。 本 当 に 死 と 
は 苦し いも の で ある 。』 


@ 訳者 注 :「 最 高 の 同伴 者 」 と は アッ ラー、 あ る い は 以前 の 預言 者 た ちな どか ら 
成る 天国 の 住人 、 な ど と いら 5 解 包 の 仕方 が あり ます 。 
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| 介 す (453 | 9I 0 9 2 和 ) | | 人 ③)-152 
りか きま WTOIIP( ま (に) まき を (O PC 


Gu 83 と 35 

ラー ゴ テ ラー ハ ゴ ッ テ ラッ タープ ワッ クーク アデ クノ バ 
ルル 。 妥 ーー イケ テー ハ ゴッツ タッ ケーン ワム ハグ ア 。 ジー 
プラー ハ イッ ラッ ラー ブフ ワウ ハ ダ フ ラー シャ サー 
カ ラフ ブフ 。 ラ テラー イラ テー ハ イッ ラッ ラーク グフ ルム ル 
み ジジ ニー グフ プル バム ドゥ の 。 ラ ー ゴイ テー ハム イッ サッ テー 
グ プ ウ ジー ハウ クラ ケラ ラー み ウ ワク イッ ラー 
だ み テ ゲー。 

「 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 財 拝 すべ きも の は 無し 。 アッラー は 
偉大 な り 。 唯一 の アッ ラー 以外 に 真 に 財 拝 すべ きも の は 無 
し 。 唯一 で 並ぶ 者 無き お 方 アッ ラー 以外 に 真 に 財 拝 すべ き 
も の は 無し 。 アッラー 以外 に 真 に 上 拝 すべ きも の は 無し 。 
主権 と 讃 美 は か れ の も の 。 アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ き 
も の は 無し 。 至高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 権勢 も 強 
大 な る も の も な し 。」 

52. 死に 瀬 し た 者 へ の 言葉 


. (G③! ! | ①)-153 


ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー( つ まり 死に 瀬 し た 者 に この 
言葉 を 口 に させ る た め に 、 周 り の 者 が この 言葉 を 唱え る こ 
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と ) . 
「 最 後 の 言葉 が 「 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は 無 
し 」 で あっ た 者 は 天国 に 入る 。」 

53. 災難 に 見 舞 わ れ た 者 の ドア ー 


っ ンー っ の Or り 多め る)-154 

・ (CC し テ 
イン ナー リッ ラー ヒ ワ イン ナー イラ イヒ ラー 
ジウ ー ン 。 アッ ラー フン マ ア ジュ ル ニ ー フィ ー ム ス ィ 
ーー パ デイ ウ アラ ジリ ジア リー ハイ ラン ミン が ご 。 
「 本 当 に 私 た ち は ア ッ ラ ー の も の 、 本 当 に 私 た ち は ア ッ ラ 
ー の 御 許 へ 帰っ て 行き ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 が 受け た 災難 
に お いて 私 に 報 提 を 与え 、 こ の 災難 の 後に それ より 素 晴 ら 


し いも の を 私 に お 授け 下さ い 。」 
54. 亡くな っ た 人 の 目 を 閉じ る 時 の ドア ー 


ン ン ンプ 


oe っ 重り (の の 2 0D)-155 
oeol て りく oN は se 255 


-(⑤ すう 5 の 3 ご こう) 
アッ ラー フン マグ フィ ル リ (ここ に 故人 の 名 前 を 入れ る ) 


ワル ファ ウ ダラ ジャ タフ フィ ル マ ハ ディ ー イ ー ン 。 ワ 
フル フフ フィ ー アキ ピ ヒ フィ ル ガ ー ビ リー ン 。 ワ グ 
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ジィ ル ジ ナ ー ツ ラジ ヤー ラッ ズル アー ラテ ラミー 
ググ ジグ タダ ジ ジ ディー プリ サド チ ウ ザル ィ ル 
ジジ グ ジジ キー も 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 何 基 (ここ に 故人 の れる ) を 赦し 
た まえ 。 そし て 導 か れ た 者 た ちの 中 に お いて 彼 の 位階 を キ 上 
げ て 下さ い 。 彼 の 後に 、 私 た ち 残 され た 者 た ちの 中 に 彼 を 
継ぐ 者 を お 与え 下さ い 。 万 有 の 主 よ 、 私 た ちと 彼 を お 赦し 
下さ い 。 彼 の た め に その 墓 を 広げ て 、 そ の 中 を お 照ら し 下 
さい 。」 

55. 亡くな っ た 人 の た め に 祈る 時 の ドア ー 


・ の も て 移ら PD 2 う ・ た とう 5 3 Bl で 40D)-156 
Cu oz 5 cHD ce 守り ・ 生 と どう 
AD (5 まどか 
リコ レコ ジリ ミル ドン リー 

-( 〇 ご けら う 2 ご は 


アッ ラー フン マグ フィ ル ラフ ワル ハム フ 。 ワ アー フ 

イィ イヒ 、 ワ ァ フ アン フ 。 ワ アク リム ヌ ズ ラフ 。 ワ ワ 

ッ ス イア ム ド ゥ ハラ フ 。 ワ グ ス イ ルフ ビル マー イ ワ 

ッ サ ル ジ ワル バラ ドッ ゥ 。 ワ ナッ キ ヒ ミナ ル ハ ター ヤ 

ー カマ ー ナッ カイ タッ サウ バル アプ ヤダ ミナ ッ ダ 
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あお メ 。 ワ アデ ディ ルアン デー ジン ヘイ テ ジ ンジ ミン ダ 
一 を 。 の の デア ムク ラン ハイ テン ミン アハ 9 リヒ 。 婦 
ザウ ジャ ン ハイ ラン ミン ザウ ジ ヒ 。 ワ アド ゥ ッ ヒ ル 
フル ジャ ン ナ 。 ワ アイ ズ フ ミン アザ ー ビ ル カプ ブリ 
ワ アザ ー ビ ン ナー ル 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 赦し 、 彼 に ご 慈 意 を 与え 、 彼 を 癒し 、 
お 守り 下さ い 。 そ し て 彼 に よい 住ま い を 与え 、 そ の 入り 口 
を 広げ 、 水 と 寺 と 署 で 彼 を 清め て 下さ い 。 そ し て あな た が 
白い 服 を 汚れ か ら 清 浄 に され た よう に 、 彼 を その 過ち か ら 
清め て 下さ い 。 そ し て 彼 に (生前 の ) 彼 の 住処 より も 素 晴 
らし い 住 処 を 、 彼 の (生前 の ) 家族 より も 素晴らし い 家族 
を 、 彼 の (生前 の ) 配偶 者 より 素晴らし い 配偶 者 を 引き 換 
え に お 与え 下さ い 。 そ し て 彼 を 楽園 に 入れ 、 墓 の 災難 と 業 
火 の 徳 太 か ら 彼 を お 誠 り 下さ い 。」 


Ua っ 2 て 3P う て UaA2 う て 2 うとう | 0D)-157 
(で YE も らち と ^ 宙 ) Bu も 6539 ・ 6a5 う 
すま いう) ラン ミーア が 

・(⑥ や 
アッ ラー フン マグ フィ ル リハ イイ ナー、 ワ マイ イ テ ィ 
ナー、 ワ シャ ー ヒ ディ ナー、 ワ ガー イ ビ ナ ー、 ワ サ 


ギー リナ ー ワウ カ ピ ー リ ナー、 ワ ソウ ザ カ リナ ー ツ ウ 
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ン サ ー ナ ー。 アッ ラー フン マ マン アハ ヤ イ タフ ミン 
ナー ゲ ァ デア チ ハツ ヒ チル イス テー ム 。 ワ マン オダ ジ 
ッ フ ァ イ タ フ ミン ナー ファ ダ タワ ッ フ ァ フ アラ ルイ 
ー マ ー ン 。 アッ ラー フン マ ラー タダ ハリ ム ナ ー アジ ェ ュ ェ 
サウ 必 ダー トッ ディ ッ ク ラサ ナー ペデ テ ゲ デジ 。 
「 ア ッ ラ テラー よ 、 私 た ちの うち 生き て いる 者 た ち を 、 亡くな 
っ た 者 た ち を 、 こ の 場 に 居合 わせ て いる 者 た ち を 、 不在 の 
者 た ち を 、 老若 男女 を お 赦し 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た 
が 私 た ちの 内 で 生か す 者 は イス ラー ム に お いて 生か し て 
下さ い 。 あ な た が 私 た ちの 内 で 死 を 与え る 者 は 、 信 仰 を も 
っ た 状態 で 死な せ て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 そ の 報奨 ? を 私 
た ち に 禁じ な いで 下さ い 。 また 私 た ち を その 後 で 迷わ せな 
いで 下さ い 。」 
ジ て > に うり は の 6 > OB ol r40D)-158 
うす 6 けり 62 の 第 に 生 ご G2 う 0 23 
1@ テ の うこ < 
アッ ラー フン マ イン ナ (ここ に 故人 の 名 前 を 入れ る ) フ 
ィ ー ズ ィ ン マテ ィ ク 。 ワ ハブ プリ ジワ ー リ ク 。 フ ァ キ 
も ミシン プ ィ トッ ナディ ルカ プリ ワウ アザ ー ビ ピン シナ 
ー ル 。 ワ アン タダ タ アハ ルル ワ フ ァ ー イ ワル ハッ ク 。 フ 
ァ グ フィ ル ラフ ワル ハム フ イン ナカ アン タル ガ 


下 駅 者 注 : つま り 葬 儀 の 礼拝 に 参加 する こと に よっ て 得 ら れる 報 龍 の こと 。 
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フー ルッ ラ ヒ ー ム 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 本 当 に 何 某 (ここ に 故人 の 名 前 を 入れ る ) 
は あな た の 底 護 の も と に 、 あ な た を 頼み の 綱 ? と し て いま 
す 。 で すか ら 墓 の 災難 と 業火 の 懲罰 か ら 彼 を 御 守 り 下 さい 。 
あな た こそ 約束 を 履行 する 真理 の お 方 で す 。 彼 を 赦し 、 彼 
に 慈悲 を 垂れ て 下さ い 。 本 当 に あな た は よく 落 さ れる 慈悲 
深い お 方 で す 。」 


の と こく の とう とら 1 の のり CE て 宙 ))-159 
23 し の OO) (go は うし っ 2 OZ dl (ge 


. (で > 
アッ ラー フン マ アプ ドッ カ ワ プ ヌ アマ ティ カ ハ タ 
ーー ジャ ゴイ ダ サー ジン ツマ ティ ォ ク グ 。、 の り の アンク ガニ ー ュ シ 
アン アゲ ザー ビビ 。 イ ン カー サナ あみ フ スズ ィ サ ナン プ ァ 
オイ ドッ ジィ ー ハハ サ ナー ティセ モ 。 ワ ジワ ゴン カー ナ よ ム 
共 イ ー ア ゲン デジ ァ ダ ジャ ー ワ ズ デジ シク 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た の し も べ 、 そ し て あな た の 女 し も ペ 
の 息子 は あな た の ご 慈悲 を 必要 と し て いま す 。 そし て あな 
た は 彼 を 久 さ ず と も 済ま すこ と が 出来 る お 方 で す 。 も し 彼 


Q① 訳者 注 : 当時 の アラ ブ の 1 習慣 と し て 、 旅 人 や 商人 な ど は ある 部 族 の 支配 地 
城 を 安全 に 通過 し た い 時 、 そ の 部 族 の 長 か ら 底 護 を 得る 習慣 が あり まし た 。 
これ が ここ で は 「 み の 綱 」 と 意訳 し た 「 ハ ブル ・ ジ ワー リカ 」 と いう 言葉 
の 由来 で す 。 こ こ で は 故人 が アッ ラテ ラー の 底 護 の も と に ある こと を 指し 、 そ れ 
ゆえ に 来世 に お ける 諸々 の 災 弘 や 態 久 か ら の 彼 の 安全 を 祈っ て いる の で す 。 
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が 良い 人 物 で あっ た の な ら 彼 の 善行 を 増やし 、 も し 悪い 人 
で あっ た の な ら そ れ を 見 逃し て や っ て 下さ い 。」 
56. 亡くな っ た 子供 の た め に 祈る 時 の ドア ー 


(0 ーー「 4))-160 
アッ ラー フン マ アイ ズ フ ミン アザ ー ビ ル カプ ブル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 墓 の 苦し みか ら お 助け 下さ い 。」 
4 UGC2 う て 902 し を 39 (もう 移 514DDD:d5 95 


了 た 了 し 二 雪 > 『」 2 あみ 、 が し: 
(oe 負 Ca 6 (しら |g P も s お 
て て am こ G と と 3 う て 3 は 人 4 

CFS 5 テマ PE 人] ee = キン し し 
《 to の! で 9 び ! 6 4 ラ レデ いい (> こし テリ > 


と の (OR ロン ジッ 


そし て こう 続け れ ば 尚 良 い : ア ッ ラ ー フ ンマ ジュ アル フ 
ファ ラタン ワ ズ フ ラン リ ワ ー リ ダイ ヒ 。 ワ シャ フ 
ィ ー ア ン ムジ ャ ー バ ー。 アッラー フン マ サッ キル ビ 
ヒ マ ワ ー ズ ィ イナフ マ ー ワ アァ ズ ィ イム ビ ヒ ウジ 
ュー ラフ マー。 ワ アル ヒ ク フ ビ サ ー リ ヒル ムウ ミニ ー 
か サジ ュ デ アル マー ラ ォ ー カカ アザ デー ラテ ォ オイ プラ ー セ 
ー ム 。 ワ キ ヒ ビラ ハマ ティ カ アザ ー バ ル ジ ャ ヒ ー ム 。 
ワ アプ ディ ルフ ダー ラン ハイ ラン ミン ダー リサ 
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ヒ 。 ワ アハ ラン ハイ ラン ミン アハ リヒ 。 アッラー 
グン マダ グ フィル サ ア ステ ー ラ ィ ナ ー。 ジ アフ ラー ティ 
ナー。 ワ マン サバ カナ ー ビル イー マー ン 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、( 天 折 し た 子 を ) 彼 の 両親 の 先駆 Y、 そ し て 
来世 で の 報奨 と し 、 必ず 受け 入れ られ る 執り 成 し 人 と し て 
下さ い 。 ア ッ ラ テー よ 、 彼 に よっ て 両親 の 善行 の 竹 を 重く し 、 
彼ら の 報奨 を 偉大 な も の に し て 下さ い 。 ま た (来世 に お い 
て ) 彼 を 信仰 者 た ちの 中 で も 敬 度 な 者 の 仲間 に 入れ 、 そ し 
て イブ ラー ヒー ム の 保護 の も と に お いて 下さ い 。 あな た の 
ご 慈悲 で 彼 を 地獄 の 苦し みか ら お 護り 下さ い 。 そし て 彼 に 
(生前 の ) 彼 の 住 學 より も 素晴らし い 住 処 を 、 彼 の (生前 
の ) 家族 より も 素晴らし い 家 族 を 、 お 与え 下さ い 。 ア ッ ラ 
ー よ 、 私 た ちの 祖先 た ち 、 子孫 た ち 、 私 た ち に 先駆 け て 信 
仰 に 入っ た 者 た ち を お 赦し 下さ い 。」 


04 も GL うう 移 1 54D))-161 
アッ ラー フン マジ ュ ア ルフ ラナ ー ファ ラタン 、 ワ サ 
ラフ ァ ン 、 ワ アジ ュ ラ ー。 
「 ア ッ ラ テー よ 、 彼 を 私 た ちの 先駆 と し 、 先 人 と し 、 報奨 と 


し て 下さ い 。」 
57. 市 間 の 際 の ドア ー 


る ょ の ン っ 
6 テバ 2 5 う uu と (生じ る 5D)-162 


つま り 天 国 に 入る こと に お いて 、 両 親 に 先駆 ける と いう こと 。 
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e と 0 し まっ まま ンー ナチ 
・(( こ や) テー ・…・ (て の て の 


イン ナ リッ ラー ヒ マー アハ ザ 、 ワ ラフ マー ア 
ァ タ ー ワ クッ ル シャ イイ ン イン ダフ ピア ジャ 
リン ム サ ン マー・・・ フ ァ ル タス ビル ワル タ ハ タス イィ 
グ 。 
「 実 に アッ ラー が お 取り に な っ た も の と お 与え に な られ 
た も の は 、 ア ッ ラ ー に 属す る 。 そ し て か れ の 御 許 に ある も 
の 全て に は 、 決 め ら れ た 定 命 が あ る 。・‥・ そ れ ゆ えよ く 耐 
え 、 そ こ に お いて 報奨 を 求め な さい 。」 
3 ゆ と と しく 35「 和 < め ) 
また こう 言え ば より 良い : ア ァ ザ マッ ラー フ アジ ュ ラ 
カ 、 り アハ サナ アプ アザー アカ ジ ガラ ファ ラ リマ イイ 
ティ カ 。 
「 ア ッ ラ ー が あな た の 報 龍 を 比 額 な く 大 き な も の と し て 
下さ いま す よ う 。 あ な た の 長 悼 を よき も の と し 、 政 人 の 罪 


が 赦 さ れ ま す よ う 。」 
58. 次 体 埋葬 時 の ドア ー 


ー と うう る | の)-163 


ピス ミッ ラー ヒ ワウ アラ ー スン ナ テ ィ ラス ー リ ッ 
グー。 
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「 テ アッ ラー の 御名 に お いて 、 ア デッラ ー の 使徒 の スン ブ P に 
従っ て 。」 
59. 遺体 埋 研 後 の ド アー 


(1 CGI( 3・ 各 (2hD)-164 
アッ ラー フン マグ フィ ル ラフ 。 アッ ラー フン マ サッ 
ビ ト ッ ゥ フ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 赦し た まえ 。 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 堅固 に 
した ま た 失 」 
60. 墓地 を 訪問 し た 際 の ドア ー 


MI 5 短い o 負 < < こう ・ PU | (と セ の)))-165 
( ッ テ ビ 5 し っ 上 和 ャ ー テ ) c 92-Y に 3 KT 1 
.(G3uj 4 人 0) 5 ぁ | JC 


アッ サラ ー ム アラ イク ム アハ ラッ ディ ヤー リ 、 ミ ナル 
ムウ ミニ ー ナ ワル ム ス リ ミ ー ン 。 ツウ イン ナー イン 
シャ ー ア アッラーフ ビク ム ラー ヒ ク ー ン 。 ワ ヤル ハム 
ッ ラ ー フ ルム スタ ク デ ィ ミ ー ナ ミン ナー ジル ム ス タ 
ア ヒ リ ー ン 。 アス アル ッ ラ ー フ ラナ ー ワ ラク ムル ア 


Q① 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 宮 福 と 平安 あれ ) が 人 生 の 
あら ゆる 分 野 に お いて 示し た 、 ム スリ ム の 人 従う べき 規範 ・ 手 法 ・ 道 の こと 。 

る 訳者 注 : 人 は 死後 、 墓 の 中 で 彼 の 主 と 款 教 と 使 徐 に つい て 質問 され ます 。 そ 
の 際 に 、 了 堅固 に 正しい 返答 (つま り 主 は アッ ラー、 宗 教 は イス ラー ム 、 使 徒 
は ムハンマド で ある 、 と 言う こと ) が 出来 ます よう に 、 と いう 意味 で す 。 
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ー プ ィ ヤ 。 

「 信 仰 者 と ムスリム か ら な る 墓 の 住人 た ちよ 、 あな た 方 の 

上 に 平安 あれ 。 私 た ち は ア ッ ラ ー の 思 し 如 し と と も に 、 や 

が て あな た 方 に 追い つき ます 。 アッ ラー が 私 た ちの 内 の 先 

人 た ちと 後 人 た ち に 、 ご 慈悲 を 垂れ て 下さ いま す よ うに 。 

私 は アッ ラー に 、 私 た ちと あな た 方 の ご 加護 を 祈り ます 。」 
61. 風 が 吹い た 時 の ドア ー 


と ET 肖 DD)-1ee 


デック ラー フ ンマ イン ニー アス アル カ ハイ ラム ハー。 ジ 
ゲ ウ ー ズ ゼ ピカ ミン シャ ッ リ ハー。 

「 テ アッ ラー よ 、 私 は あな た に 風 の 良 きこ と を 願い 、 そ の 悪 
か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 


に し パリ じ ち うい した う て っ ) 0))-167 


1 に し パ じ ちい (g じ めく 6 ちと うめ りゃ 
アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ ハイ ラ ハ ー、 ワ 
ハイ ラ マー フィ ー ハ ー、 ワ ハイ ラ マー ウル スィ 
ラ ト ッ ゥ ビ ヒ 。 ワ アウ ー ズ ピカ ミン シャ ッ リ ハー、 
7 の を が 導 ペー アナ ルー ハー、 ジグ ヤリ mpー 
ウル スイ ラ ト ッ ゥ ビビ ヒ 。 

「 ア テア ッ ラー よ 、 私 た ち は あ な た に 風 の 良 き 事 と 、 そ の 中 に 

ある 良き も の と 、 そ の た め に 送ら れ た と ころ の 良き 事 を 願 

いま す 。 そ し て その 悪 と 、 そ の 中 に ある 悪 と 、 そ の た め に 
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送ら れ た と ころ の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
62. 雷鳴 の 時 の ドア ー 


し 


・(( ら > テ < 2 く DAI PE あう デー 


ン ン = ン 


で So いら ))-168 


スプ ハー ナッ ラズ ィ ー ユニ サッ ピ フ ッ ラ ァ ド ウゥ ピ ハ ム 
ディ ヒ ワル マテ ラー イ カト み ミン モー ファ ディ セ 。 
「 ア ッ ラ ー に 称 状 あれ 、 埋 は か れ を 讃え て 唱 念 し , また 天 
使 た ち も か れ を 明 れ て 唱 念 する 。」 

63. 雨 急 い の ド アー より 


ちゃ うら 学 5 て 2 セン ee ビー「 40)-169 


・@F「 


アッ ラー フン マ アス キナ ー ガイ サン ムギ ー サ ン 
マリ ー ア ン マリ サー アン 、 ナ ー フ ィ ア ン ガイ ラ ダー ッ 
リシン 、 アー ジラ タラン ガイラ アー ジル 。 
「 ア ッ ラ テラー よ 、 日 延べ する こと な く 、 私 た ち に 害 の 無い 有 
益 な 、 祝 福 さ れ た 豊 稼 の 恵み の 雨 を お 降ら し 下さ い 。」 

(De 中 0 は 中 DD)-170 
アッ クー フシ マ アプ 半 スナ ー、 ア ッ テ ラー フン マ アデ ア ギ ス ナ 
ー、 ア ッ ラ ー フ ンマ ア ギ ス ナー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を お 降ら し 下さ い 。 ア ッ 
ラー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を お 降ら し 下さ い 。 ア ッ ラ テー よ 、 
私 た ち に 恵み の 雨 を お 降ら し 下さ い 。」 
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2 りう EL の ・ 5Lz | で))-171 
.( こ ユ 


アッ ラー フン マス キ イ バ パー ダ カ 、 ワ パ ハ ー イ マカ 、 ワ 
ン シ ジュル ラ ハ マ タカ 、 ワ アハ イー バラ ダ カ ル マイ イ 
トゥ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た の し も べた ちと 畜 貞 た ち に 雨 を 降ら 
せ 、 あ な た の ご 慈悲 を 広く 行き 渡ら せ 、 あ な た の 枯れ 果て 
た 土地 を 菊 ら せ て 下さ い 。」 

64. 雨 が 降っ た 時 の ドア ー 


. (CCU ピン DD)-172 
グー ゲ ンマ サイ ゴイ ソン ザー テッ メア ー。 


「 ア ッ ラ ー よ 、 豊 か で 有益 な 雨 を (お 恵み 下さ い )。」 
65. 雨 が 降っ た 後 の ド アー 


・(G テ っ) | Fx あの)-173 


AA が イル か ー ゼ ワ フラ ァ ドッ サッ テ ラー ヒト ジ ツ グラム マチ ティ 
ヒ 。 
「 ア ッ ラ テー の 恩恵 と 慈悲 に よっ て 、 私 た ち は 雨 に 恵まれ ま 
レ 江 | 
66. 雨 が 止ん で 欲し い 時 の ドア ー 


ゅ 直 5: IP SI < 宙 ) .CE Y? > 2UD)-174 
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・ (CT と 9 


ーー ズ の yy ゲー オナ サー の.、 ザー デ 輝 寺 ず 
ー。 アッラー フン マ アラ ルアー カー ミ ワッ ズ ィ ラ ー ビ 、 
ワ プ ト ゥ ー ニ ルアウ ディ ヤ テ ィ ワ マナ ー ビ テ ィ ッ 
シャ ジャ ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 真 上 で は な く 私 た ちの 周囲 に "。 
アッ ラー よ 、 山 や 丘 に 、 渓 谷 に 、 苗 木 に 。」 

67. 三日月 を 見 た 時 の ドア ー 


CD pkO eu GE 人 も 25 3$)-475 


の の も し ば 95 て で と YO 
アデ アッラーフ プ アク パル 。 アッ ラー フン マ ア ヒ ッ ラフ ア 
ライ ナー ビル アム ニ ワル イー マー ン 。 ワッ サラ ー マ テ 
オ 双 ル イズ ラー ム 。 ワッ クウ フィ ー キ リサ マー よみ も 

ッ プ ラッ パナ ー ワ ダル ダー。 ラ ッ プ ナー ワ ラッ 
プ カ ッ ラー。 

「 テ アッ ラー は 偉大 な り 。 アッラー よ 、 私 た ち が 安 鹿 と その 
継続 、 そ し て 平安 と その 継続 の 状態 に ある まま 、 月 を 三 日 
月 に し て 下さ い 。 そし て あな た が お 望み に な り 御 満悦 され 
る こと に お ける 成功 に よっ て 。 私 た ちと あな た の 主 は アッ 
一 室 ま 。4 


の 訳者 注 : つま り 被 害 を 及ぼ す よ う うな 大 雨 で は な く 、 適 度 か つ 有 益 な 雨 を 題 い 
ます 。 
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68. プン フタ ー ル ( 斎 式 明 け の 食事 ) 時 の ドア ー 
ん 人 あ まま 】 4 ッ ン ま まま PP っ ee の 7 な 
1 こち (5 に し こぶ 5))-176 


ザ ハ バッ ザマ ウ ワ プ タッ ラテ ィ ル ウル ー ク 、 ワ サバ タ 
ル ア ジ ェ ュ ル イン シャ ー ア ッ ラ ー。 

「 喉 の 意 き を 癒し 、 血管 を 湿ら せ 、 そ し て アッ ラー の 思 し 
召し な ら ば ( 斉 戒 の ) 報奨 を 確実 な も の と され た まえ 。」 


2 あす の っ by の SL) MT 5 の 


・((g 


アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ ビラ ハマ ティ 
カッ ラテ ディ ー ジス ィ ア プア ト み み カッ ジャ イイ シン デ 
0 まま が ディ メダ サー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 万 有 に 満ち 広がる あな た の ご 慈悲 に お 
いて 、 私 を 赦し て 下さ る こと を 祈り ます 。」 

69、 食 前 の ドア ー 


・(③! つう ))-178 

ビス ミッ ジー。 
「 も し あな た 方 が 食べ 物 を 食べ る 時 に は 、『 ア ッ ラ ー の 御 
名 に お いて 。』 と 唱え よ 。 そ し て も し それ を 最初 に 言い 忘 


れ た 時 に は 、『 そ の 始ま り と 終わ り に 、 ア ッ ラ ー の 御名 に 
お いて 。』 と 言う の だ 。」 
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(の リー ビル りな 9514)-179 


「 ア ッ ラ ー に よっ て 食べ物 を 与え られ た 者 は 、 炊 の よう に 
言う : 

アッ ラー フン マ バー リク ラナ ー フィ ー ヒ 。 ワ アト 
ルイ オム ナー の イダ タジン ミン シング 。 

『 ア ッ ラ ー よ 、 そ れ に お いて 私 た ち を 祝福 し 、 そ れ 以 上 に 
良い も の を 私 た ち に 施し て 下さ い 。』 


(人 も いう お 9400) 


また 、 ア ッ ラ ー に よっ て ミル ク を 与え られ た 者 は 、 次 の 
よう に 言う : 
アデ アッ ラー フン マ パー リク ラナ ー フィ ーE ワウ ワ ズ 
イ ド み ナー ミ ジ ス フス 。 
『 ア ッ ラ ー よ 、 そ れ に お いて 私 た ち を 祝福 し 、 そ れ を 私 た 
ち に 増やし て 下さ い 。』 
70. 食後 の ドア ー 


の リン テ と 5 て と sl る た すり)-180 


.(G⑥% すう 
アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ ィ ー アト ゥ アマ ニー 
ハー ザー、 ジ ニラ ザ カ ニー ヒ 、 ミ ン ガイ リ ハウ リン 
ミン ニー ワ ラー クウ ワ 。 

「 私 の 力 が 少し も 介在 する こと の な いと ころ に お いて 、 こ 
125 


れ を 私 に 食べ させ 、 お 恵み に な っ た アッ ラー に 称え あれ 。」 
ゞ 5 4 と ン <。 8 1 ル 9 55 る 記す ))-181 


タン チョ ンー デア で っ し 池 攻 』 
(CD ら デ と > 


アル ハム ドッ ゥ リッ ラー ヒ ハム ダン カス ィ ー ラ ン クタ 
イイ バン ムペ パーラ カン ブ ィ ー モ 。 ガ イラ マク ラブラ ィ ー 
イン ワ ラー ム ワ ッ ダ イン 、 ワ ラー ム ス タ グ ナン 
の グ か チー。 

「 限 りな い 、 素晴らし い 、 祝福 され た 讃 美 で 私 た ちの 主 ア 
ッ ラ ー を 称え ます 。 私 た ちの 主 よ 、( か れ に 対し て の ) 讃 
美 は これ で 充分 と いう こと は な く 、 ま た それ は 途絶 える こ 
と も な く 、 か つ 不 可 欠 で す 。」 

71. 食事 を 振る 舞っ た 者 へ の ドア ー 


.(@ で テト リー3 う しゅ ゃ 9 9 じゃり)-182 
アッ ラー フン マ バー リク ラフ ム フィ ー マ ー ラ ザク 
タフ ム 、 ワ グフ ィ ル ラフ ム ワル ハム フ ム 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あな た が 彼ら に 御 恵み に な っ た も の に お い 
て 、 彼ら を 祝福 し て 下さ い 。 そ し て 彼ら を 赦し 、 彼ら に ご 


茹 悲 を お か け 下 さい 。」 
72. 飲み 物 を 与え る 者 、 そ れ を 行 お うと する 者 へ の ドア ー 


の LE コ 9 ン みき さぁ 放 MT 
(ee と とり と ンジ))-183 
- アッ ラー フン マ アト ゥ イム マン アト ッ ゥ アマ ニー 
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ワ ス キ マン サカ ー ニ ー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 に 食事 を 施し た 者 に 食事 を 恵み た まえ 。 

そし て 私 に 飲み 物 を 与え た 者 に 飲み 物 を 与え た まえ 。」 
73. アプ アフター" を 施し た 者 へ の ドア ー 


も て 人 -19 


有る (にくい 
アフ タラ イン ダク ムッ サー イム ー ナ 、 ワ アカ ラ タ ア 
ー マ ク ムル アプ ラー ル 、 ワ サッ ラ ト ゥ アラ イク ムル マ 
ラー イカ 。 
「 あ な た 方 の も と で ダー アムス ? マ たち が サウス を 解き 、 正 し 
く よ き 人 々 が あな た 方 の 食べ 物 を 食べ 、 あ な た 方 に 対し 天 
使 た ちら が 祈り ます よう に 。」 

74. ダグ スム 中 に 食事 を 出さ れ た 場合 の ドア ー 
185 一 「 も し あな た 方 が 食事 に 折 待 さ れ た ら 、 そ れ に 応じ 
よ 。 も し 斎 戒 中 な ら ば 祈願 し て や り 、 も し そう で な いな ら 
食べ る の だ 。」 

75. 喧嘩 を けし か けら れ た 時 に ダー アス が 言う こと 
・ (GL2 (で し 2 D)-186 
イン ニー サー イム 、 イ ン ニ ー サー イム 。 
や 訳者 注 : イフ ター ル と は 、 サ ウム (いわ ゆる 断食 : 日 の 出前 か ら 日 没 ま で 、 
飲食 や 性 行為 な ど 諸々 の 行為 を アッ ラー へ の 上 侍 拝 を 意図 し て 絶つ こと ) を 行 


う 者 が 日 没後 に 挟 る 食事 。 
補 駅 者 注 : つま り ス イヤ ー ム を 行う 者 。 上 記 の 脚注 を 参照 の こと 。 
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「 私 は 斎 戒 中 で す 。 私 は 斎 戒 中 で す 。」 
76. 植物 に 実 が 付き 始め た の を 見 た 時 の ドア ー 


の 放 と ゅ 3 の 5 は りか -167 
、(CC は CNS の の 


アッ ジー クジ ンマ パー リク ラチ ナー ジィ ー サマ リナ 
デー。 ジ パー リク ラナ ー フィ ー マデ ィ ー ナ ティ ナー 

7 の ペー ルプ サザ ナー ジジ ダ ォ ー サー ゴナ ー ダダ ぴー9% 
ク ラナ ー フィ ー ムッ ディ ナー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 果実 に お いて 私 た ち を 祝福 し て 下 
さい 。 私 た ちの 町 に お いて 私 た ち を 祝福 し て 下さ い 。 私 た 
ちの ダー ズ ア (穀物 の 計量 単位 ) に お いて 私 た ち を 祝福 し て 
下さ い 。 私 た ちの スッ ド が ( 物 の 計量 単位 ) に お いて 私 た 
ち を 祝福 し て 下さ い 。」 

77. くし ゃ み を し た 時 の ドア ー 


. (③ と より )-188 
アル ハム ドゥ リッ ラー。 
「 あ な た 方 の 誰か が くし ゃ み を し た ら 『 ア ッ ラ ー に 称え あ 
れ 。』 と 言い な さい 。 


い ンー ョ チー *ー 
・((⑳! に > め )) 
ヤル ハム カッ ラー。 
そう し た ら 彼 の 同胞 、 あ る い は そば に いた 者 は 、『 ア ッ 
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ラー が あな た に ご 慈悲 を 垂れ ます よ う 。』 と 言い な さい 。 
・ (GONG で Po) ぷ | で SA の )) 
ヤ ハ ディ ー ク ムッ ラー フ ワ ユ ス リ フ パー ラク ム 。 
そし て そば に 居 た 者 が 、『 ア ッ ラ ー が あな た に ご 慈悲 を 
垂れ ます よう 。』 と 彼 に 言っ た な ら ば 、『 あ な た 方 に アッ ラ 
ー の お 導き が あり ます よう に 。 また あな た 方 の 状態 を 正 し 
て 下さ いま す よ うに 。』 と 言い な さい 。」 
78. ムスリム で な い 者 が くし ゃ み を し 、 
アッ ラー を 讃え た 時 に 彼 に 言う こと 
の 7 人 ンー 
・ (で SU こっ る | で Ao))-189 
ヤ ハ ディ ー ク ムッ ラー フ ワ ユ ス リ フ ペパー ラク ム 。 
「 あ な た 方 に アッ ラー の お 導き が あり ます よう に 。 また あ 
な た 方 の 状態 を 正 し て 下さ いま す よ うに 。」 と 言い な さい 。 
79. 結婚 する 者 へ の ドア ー 


* ン の の 2 あの ジッ 2 の リヤ フト 兵 「 ギ イ ーー 7 * ニャ ンー 
・(O テ し SA と テッ ・ で ME の うこ 3 きい ))-190 


パー ラ カ ッ ラー フ ラ カ 、 ワ パー ラ カ アラ イク 。 ワ 
ジャ マ ア バイ ナク マー フィ ー ハイ ル 。 

「 ア ッ ラ テラー が (あな た の 結婚 に お いて ) あな た に 祝福 を 与 
え 、 降り 注い で くれ ます よう に 。 そ し て あな た 方 二 人 を よ 
きも の に お いて 、 縁 結び し て 下さ いま す よ うに 。」 
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80. 結婚 する 者 、 及 び 家 畜 を 買う 時 の ドア ー 


る る っ の 


ュ っ す ネン ロ の ンプ タン ン ーッ * ン ー PX 華 ) を 。 
うり し と うら ULT 45)-191 


oe テラ ンー 
・(GP UL テー し とう ゅ デ 


アッ テー プン マ オジ シ ニー アス メア テル カ ハム イラ ハー 
ジワ ハイ ラ マー ジャ パル ダ ハ ー アラ イヒ ワ ア 
ウー ズ ビ カ ミン シャ ッ リ ハー ワ シャ ッ リ マ 
ーー ジャ パル タ ハ ー アラ イヒ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は そこ に ある 良き も の を 求め 、 あ な た が 
その よう に 創造 され た と ころ の 良き も の を 求め ます 。 そし 
て そこ に ある 悪 か ら 、 そ し て あな た が その よう に 創造 され 
た と ころ の 悪し きも の か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 

81. 床 入り 前 の ドア ー 


[2 


し ob もう 。 ou2M (し * 仙 。 ご っ))-192 


・(( ビ ち う 


ビ ピス ミッ ラー。 アッラー フン マ ジャ ン ニ プ ナ ッ シ ャ イタ 
ー チ ジニ ジャ ン ニ ビッ シャ ポイ クー ザ マー ザク みす 


ーー 


「 テ アッ ラー の 御名 に お いて 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちか ら シ ャ 
イタ ー ン を 退け て 下さ い 。 そし て 私 た ち に 授け て 下さ っ た 
も の か ら シ ャ イタ ー ン を 退け て 下さ い 。」 
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82. 怒 っ た 時 の ドア ー 
1 で pec Au っ)-193 
アウ ー ズ ピッ ラー ヒ ミナ ッ シ ャ イタ ー ニ ッ ラ ジー ム 。 
「 私 は アッ ラー に 、 呪 わ れる べき シャ イタ ー ン か ら の ご 加 


護 を 求め ます 。」 
83. 災難 に 適っ た 者 を 見 た 時 の ドア ー 


ジン に Ps DSI ビッ ab と 出る と より )-194 


アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ ィ ー アー ファ ー ニ ー 
ミン マブ プ タ ラ ー カ ビ ヒ 。 ワ ファ ッ ダ ラニ ー アラ ー 
カス イィ イー リ ン ミン マン ハラ カ タフ ディ ー ラ ー。 

「 あ な た に 降り か か っ た 災難 か ら 私 を 守っ て 下さ っ た 、 そ 
し て 私 を か れ が 創造 され た 多く の も の より 尊 ん で 下さ っ 
た アッ ラー に 称え あれ 。」 

84. 集まり に お いて 言う ドア ー 
1 し あみ うし の)-195 
ラッ ゼ グ フィ ル リー ワ トップ デラ イヤ イシ ナ 
カ アン タッ タウ ワー プル ガ フ ー ル 。 (x100 回 ) 

「 主 よ 、 私 を お 赦し 下さ い 。 私 の 悔 悟 を 受け 入れ て 下さ い 。 
本 当 に あな た は よく 悔 悟 を 受け 入れ 、 よく お 赦し 下さ る お 
方 。』 
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85. 集まり の 解散 に 際 し て の ドア ー 
て 0 と ))-196 


-( で と 9 


スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ワ ビ ハ ム ディ カ 、 ア シュ ハ 

ドド みみ ナメ テー テー ハ ボック テー アジ レタ 、 ア スゲ 

ジィ ルカ ワ デ ト ッ ー プ ダイ が 。 

「 ア テッ ラー よ 、 あ な た に 賞賛 と 議 美 あれ 。 私 は あな た 以外 

に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いこ と を 証言 し ます 。 私 は あな 

た に お 赦し を 求め 悔 悟 し ます 。」 

86.「 ア ッ ラ ー が あな た を 赦し て 下さ り ま す よ うに 」 と 
言っ た 者 へ の 言葉 


・ (CU? ))-197 


果 2 間 開 。 
「 そ し て あな た に 対し て も 。」 
87. あな た に 若 い こと を し た 者 へ の ドアー 
と 20 に KT うみ ))-198 
ジャ ザー カッ ラー フ ハイ ラー。 
「 ア ッ ラ ー が あな た に 良き 報奨 を 与え て 下さ り ま す よ う 。」 
88. 偽 メ シア か ら の 詩 身 
199 一 「 洞 窟 章 の 最初 の 10 節 を 覚え た 者 は 偽 メ シア の 災 
難 か ら 護 ら れる 。」 そ し て 各 礼 拝 の 終わ り に 悪魔 か ら の ご 
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加護 を アッ ラー に 請う こと 。 
89.「 私 は アッ ラー ゆえ に あな た を 愛し ます 」 と 
言っ た 者 へ の ドア ー 


・(⑳ ご >「 | っ と)-200 


アハ ッ パ カッ ラズ ィ ー アハ バブ プ タ ニ ー ラフ 。 
「 あ な た が 私 を 愛し た 所 以 と な られ た その お 方 が 、 あ な た 
を 愛さ れ ま す よ うに 。」 

90. あな た に 財 を 施し た 者 へ の ドア ー 


・ (GU oN は る る | 32 い ))-201 
バー ラ カ ッ ラー フフ ラ カ フィ ー アハ リカ ワ マー 
リク 。 

「 ア ッ ラ ー が あな た の 家族 と あな た の 財産 に 関し て あな 


た を 祝福 し て 下さ いま す よ う 。」 
91. 借金 返済 時 の 債権 者 へ の ドア ー 


の CUT は る の) 銘 350))-202 
6 (ci 

バ パーラ カッ ラー フ ラ カ フィ ー アハ リカ ワ マー 

リク 。 イ ン ナ マー ジャ ザー ウッ サラ フィ ル ハ ム ド ッ ゥ ワ 

ル ア ダー。 

「 ア ッ ラ ー が あな た の 家族 と あな た の 財産 に 関し て あな 

た を 祝福 し て 下さ いま す よ う 。 貸付 の 報奨 は 、 そ の 返済 と 
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賞状 で す 。」 
92. 不信 仰 に 恐怖 を 抱い た 時 の ドア ー 


も TL 3 泊 DD)-203 


・@P「y 
アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ アン ウ 
ジュ リカ ビ ピカ ワウ アナ ー アァ ジム 。 ワ アス タゲ ブフ 
ィ イィ ルカ リマ ー ラー アァ ラム 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 、 そ れ と 知り な が ら あ な た に 
他 の 者 を 並べ て 祭 め る 罪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 そし て 、 
私 が 知ら ず に 犯し た 罪 へ の あな た の 御 赦 し を 求め ます 。」 
93.「 ア ッ ラ テラー が あな た を 祝福 し て 下さ いま す よ う 」 と 

言っ た 者 へ の ドア ー 


・ (| 35 3)-204 


り ′ アジ ォ ーー 放 。 パー ガッ ラー。 
「 あ な た に も アッ ラー か ら の 祝福 が あり ます よ う 。」 
94. デ ァ アデ "に 対す る 嫌悪 の ドア ー 


49・3 を MM デ の (9 第 Ya の)-205 


や 訳者 注 :「 テ ィ ヤ ラ 」 と は 、 あ る 種 の 鳥 の 出現 を 物事 の 吉凶 と 結び つけ る 、 イ 
スラ ー ム 以前 の 時 代 の 迷信 。 鳥 に 限ら ず 、 ア ッ ラ テー 以外 の 何 も の か が 何 か を 
益 し た り 害 し た りす る と 考え る こと は 、 シ ルク の 一 種 で す (36 ペー ジ の 駅 者 
注 雪 照 )。 
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・③ 導 
メー ジン マツ グー グ オ クジ キッ クー あて イル クツ 
ラー ハイ ラ イッ ラー ハイ ルク 。 ワ ラー イラ ー ハ 
ガイ ルク 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た を 差し 置い て (吉凶 の 原因 と な る よ 

うな ) 鳥 な ど は いま せん 、 あ な た の 番 の 他 に 番 は あり ませ 

ん 、 あ な た 以外 に 真 に 財 拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 
95. 乗り 物 に 乗る 時 の ドア ー 


と C う AG スン 0 oe と ある と (| こっ -206 


を る と Ha 6 貞本 あの な 導 る 


(OLC 衝 に っ ま 衝 りす 


3 ン 皮 1 かつ 7 6 0 人 
本 UTE つ Ue 


ピス ミッ ラー。 ワ ル ハ ム ド ウ リッ ラー。『 ス プ ハ ー ナ ッ 
クベ ズィー サッ ハラ タラ チー ハー ザー サ マー クタ 
ン ナ ー ラフ ムク リ ニ ー ン * ネ ま ワ イン ナー イラ ー 
ラッ ピナ ー ラム ンカ リプ ー ン 』 ア ル ハ ム ド ゥ み サッ ラー。 
アル ハム ドゥ リッ ラー。 アル ハ ム ドゥ リッ ラー。 アッ 
ラー ジグ デ ク バ ル 。 デッラ ー フ デ ク バ パル 。 アッ ラー クジ 
アク バル 。 スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ イシ ニー ザラ ム 
ト 放 が が 区 イー アデ アグ ジ イィ ル リー。 アァ イシ ナウ 
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クー ヤグ ディ ルッ スー ドド イッテ ー チン メ 。 

「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 、 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。『 こ れ 
ら の も の を 私 た ち に 服従 させ た 御方 を 讃え ます 。 これ は 私 
た ち 自 身 で は 出来 な か っ た こと で す 。 ネ ※ 本 当 に 私 た ち は , 
私 た ちの 主 の 御 許 に 必ず 帰る の で す 。』【 金 の 装飾 章 : 13 
て 14】 ア ッ ラ テー に 称え あれ 。 アッラー に 称え あれ 。 ア ッ ラ 
ー に 称え あれ 。 ア ッ ラ テー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 
アッ ラー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 称え あれ 。 本 
当 に 私 は 自分 自身 に 不正 を 働き を まし た 。 で すか ら 私 を 御 赦 
し 下さ い 。 本当に 罪 を 御 赦 し に な られ る の は 、 あ な た の 他 
に お り ま せん 。」 

96. 旅立ち の ドア ー 


207 
の 00) 0 の 用 る を の 
EE oO TU (ング ビ よう とう (e239 0 は と 

人 se 稚 る ン eg あっ の ze ク 2 で クン ンス 。 
し みみ ゅ て テ し Li に LU ceus UE ルル け 0A 6 と 
9 。 だ l う と 避 っ 放 避 * 宙 | 6 JAY な は りう 


の る 4 as ュー 3 。 の ン て er 
(の 5 < 9* り ) (0⑳ ぶ Jui の ( ーー ナー う 計り 
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ツテ ケージ ナ み パル 。 デ ッ タ テー ツ ディノ バル アッ テー 
フ アク バル 。『 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ズィー サッ ハラ ラナ 
ー ハー ザー ワ マー クン ナー ラフ ムク リ ニ テー 
ザー イル の ー ペチ テー メジ デー グン ジル リプ 
ー ン 』 アッラー フン マ イン ナー ナス アル カ フィ ー 
サラ ァ リ ナー ハー ジル ビッ ジ ワッ ク ク ジ ー。 ワ ミナ 
ル ア マ リ マー タル ダー。 アッ ラー フン マ ハウ ウィ ン 
プク ゴナ ー 学 ア ァ ラ ナー ペー ザー の かよ ゅ r チッ シン 
ナー プッ ダフ 。 アッ ラー フン マ アン タッ サー ヒ プ フ 
ィ ッ サフ ァ ル 。 ワ ル ハ リー ファ トゥ フィ ル ア ハ ル 。 アッ 
ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ ミン ジワ ァ サ 
ー イ ッ サ ファ リ 、 ワ カ ア ー パ ティ ルマン ザ リ 、 ワ スー 
イル ムン カラ ビ フィ ル マ ー リ ワル アハ ル 。( 旅 か ら 帰 
っ て きた ら こ れ ら の 言葉 の 他 に 、 更 に 次 の 言葉 を 付け 加え 
の J) デー イジ プー チチ 。 あー ザイ プー ナ 、 デー ビ ド ビッ ゅ ー ザ ナ 、 リタ テ 
ワナ ャ ーー ミ まみ eye 

「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 
偉大 な り 。『 こ れ ら の も の を 私 た ち に 服従 させ た 御方 を 計 
えま す 。 こ れ は 私 た ち 自身 で は 出来 な か っ た こと で す 。 キネ 
本 当 に 私 た ち は , 私 た ちの 主 の 御 許 に 必ず 帰る の で す 。』 
【 金 の 装飾 章 : 13 て 14】 ア ッ ラ テラー よ 、 私 た ち は こ の 私 た ち 
の 旅 に お いて 、 善 行 と 散 度 さ を 請 い ます 。 そ し て あな た の 
ご 満悦 され る 行い を 求め あま す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの この 
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旅 を 容易 くし て 下さ い 。 そ し て その 距離 を 縮め て 下さ い 。 
アッ ラー よ 、 あ な た は 旅 の 道連れ で あり 、( 残 し た ) 家族 
の 後見 人 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 旅 の 困難 と 風景 
が も た ら す 供 怠 さか ら 、 そ し て 財産 と 家族 に 万 一 の こと が 
な いよ う 、 あ な た に ご 加護 を 求め ます 。」( そ し て 帰っ て き 
た ら 「 私 た ち は 帰 り 、 悔 悟 し 、 崇 拝 し ます 。 そ し て 私 た ち 
の 主 を 称え ます 。」 と 付け 加え る 。) 
97. 村 や 町 に 入る 時 の ドア ー 


oe もう ・ UE C) 0 ら じ CC と っ で 40D)-208 
ン ン ンプ お レン PCE 〆 る る レン の を レン eg 
し 5 こら J いで)》 ( ッ ル 2 いじ 5 の ル し ぶり | つう 9 て の U5| じ * どの 


2 ま ま ouD | 彰 < 


CYS いい PS いた すす 
の が ジグ メー アル ンマ テッ パッ サマ ーー ワー ディ ォ ッ 沙 ゲ ダイ 
mm が 当 ル シン 。 ジジ ジッ パル チラ ディ ー ナ ゲ サ デ プイ 
の mmー プク クル シレ 。 ゲ グッ パッ シャ ヤー ティ ー ニ 
の ツー ドック ケル シ 。 り ジッ パッ ツヤ ー ヒ ジウ マ 
ー ザラ イン 。 ア ス ア ルカ ハイ ラ ハー ズ ィ ヒ ルカ ル ヤ 
グ と の が ダー ズィー の テー ええ メ 
ー ハ ー。 ワ アウ ー ズ ビ カ ミン シャ ッ リ ハー、 ワ 
ジャ ッ リ アハ リハ ー、 ワ シャ ッ リ マー フィ ー ハ ー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、7 層 の 天 と その 影 が 覆う も の の 主 よ 、7 必 
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の 大 地 と それ が 運ぶ も の の 主 よ 、 多 く の シ ャ イタ ー ン と そ 
れ ら が 迷わ ちせ た も の の 主 よ 、 風 と それ が 吹き 飛ば し た も の 
の 主 よ 、 私 は この 村 の 良き も の と その 住人 の 良き も の を 、 
そし て そこ に ある 良き も の を 求め ます 。 また 私 は あな た に 
その 悪 と その 住人 の 悪 と そこ に ある 悪 か ら の ご 加護 を 求 
め ま す 。」 6 

98. 市 場 に 入る 時 の ドア ー 


と は | も も 委 す 作 2 うさ る 8 とう る | 9! 0)-209 
sa っ の ビー PDW チ チン まし レー レラ ン チン 
の うし | ee で の テ 4】 テア) に と り 


(CE 


mf の ーーVN すみ みみ ー ジ ザム メチ 且 一 
ャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ッ ゥ 。 ユー 
グイ ーー 且 エミ ー ト ド み ググ ジジ パオ ュ シン デー 
ヤム ー ト ゥ 。 ビ ヤ デ ィ ヒ ル ハ イル 、 ワ フワ アラ ー ク 
ッ リ シャ イイ ン カ デ ィ ー ル 。 

「 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 かれ 
に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 主権 は か れ に 属し 讃 美 も か れ 
に 属し ます 。 生 死 を 司る 御方 、 か れ は 死ぬ こと な く 永 遠 に 
生き る お 方 。 全 て の 良い こと は か れ の 手中 に あり 、 か れ は 
全て に お いて 全能 で す 。」 
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99. 乗り 物 の 調子 が 悪い 時 の ドア ー 
・ (3| どっ))-210 
ビス ミッ ラー。 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。」 
100. 旅人 の 居住 者 へ の ドア ー 

1 と ダ Ye 5)-211 
アス タウ ディ ウ ク ム ッ ラ ー ハ ッ ラ ズィー ラー タデ ィ 
ー ウ ワダ ー イ ウフ 。 
「 私 は 、 信託 を 破棄 する こと の な い ア ッ ラ ー の 御 許 に あな 


た 方 を 委ね て お 別れ し ます 。」 
101. 居住 者 の 旅人 へ の ドア ー 


(GLE 0 うく つじ に の 5 あり とっ うと )-212 
(( 1 う と ゆう) 


欠か み が ィ ウッ テー ディ ー ナ み 、 ジ と アア エー チ クタ 沈 。 
2 パワ ウー ティ ー マ デマ サカ 。 

「 私 は 、 あな た の 宗教 と 信託 と あな た の 行為 の 集大成 を ア 
ッ ラ ー の 御 許 に 委ね て お 別れ し ます 。」 


の oe 人 
VPI PT 窟 り FPP「 ゴ 衣 十 える つい 353)-213 
(こざ 
ザウ ワダ カッ ラー フッ タク ワー。 ワ ガ フ ァ ラ ザン バカ 。 
ワ ヤッ サラ ラ カ ル ハイ ラ ハイ ス マー クン トゥ み 。 
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「 ア ッ ラ ー が あな た に 敬 度 さ を 増 大 させ 、 あ な た の 罪 を 需 
し 、 そ し て どこ に いて も 善 を 容易 くし て 下さ いま す よ う 。」 
102. 旅 の 道中 に お ける タク デール と タス どー ジグ プ * 
214 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言っ た 。 
「 私 た ち は 乗 り 物 に 乗っ た 時 は 、 タ タク ど ー ル を 口 に し た も 
の で し た 。 そ し て そこ か ら 降 り た 時 に は 、 ダ タス どー を 口 

に し た も の で し た 。」 
103. ダン ツル 時 (夜明け 前 ) の 旅人 の ドア ー 


(テレ > EE 2 と うう ・ | と と どっ))-215 


・ (OB oz Au Ge Ez ab 


サン マ ア サー ミウ ン ピ ハ ム デ ィ ッ ラー ヒ 、 ワ フス ニ 
パラ ー イ ヒ アラ イナ ー。 ラ ッ バ ナー サー ヒ プ ナ ー、 ワ 
アフ ディ ル アデ アライ ナー デー イザ ン ピッ ラー ヒモ ミ 
ナシ ンチ ナール 。 

「( 天 使 た ちよ 、) 私 た ち へ の 素晴らし い 恩 蘭 に 対す る 私 た 
ちの アッ ラー へ の 讃 美 を 、 ア ッ ラ ー に 伝え て 下さ い 。 主 よ 、 
私 た ちの 同伴 者 よ 、 私 た ち に 恩恵 を 降り 注ぎ 、 そ し て 業火 
か ら の ご 加護 を お 与え 下さ い 。」 

104. 旅 に お いて 他 の 家 や 場所 に 泊まる 時 の ドア ー 


6 (GE じみ て > とじ 5 と し うめ )-216 


や ① 訳者 注 :「 タ クビ ピール 」 と は 「 ア ッ ラ ー フ アク バル (アッ ラー は 倍 大 な り )」、 
「 タ スピ ー フ 」 と は 「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ テー (アッ ラー は あら ゆる 不 完 全 性 や 邊 
陥 か ら 無 縁 な 、 崇 高 な お 方 )」 と 念じ て 言う こと で す 。 
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ゲ アウ ワーズ ピカ リサ マーティ ッ ジー セッ ター ジマ ー デ ィ 
ミン シャ ッ リ マー ハラ ク 。 
「 私 は アッ ラー の 完璧 な 御 言葉 に 、 彼 が 創造 し た 悪 か ら の 
ご 加護 を 求め ます 。」 

105. 旅 か ら 戻 っ た 時 の ズ ィ ク ル 


うく て 二 折 も 雪が る さらう | N! 40 さ )-217 


9 に (SAME て 0 OK みあ 5 
2 うし 0 5 て 262 う る 1 93 ン 
グー イデ テー の ム イッ チラッ ラー ジ ハゲ ジ 湖 デ ー ダ ジ 
ャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ッ 、 ワ 
フン リザ アラ クラー グッ ァ リ サリ シャ イイ ン カゲ ディー ル 。 ア ー イ 
ゲー ナ 、 タ ー イ プー ナ 、 ア デー ビ ド み ー ナ 、 サ チッ ピナ ー ハ 
ーー ミド ルカ み ー シ 。 汰 ゲカ ッ ラ ー フ ワリ ァ ダ ゲ ダフ 。 ワ サナ ササ ラテ 
アブ ダフ 、 ワ ハザマ ル ア ハ ザー バ ワ ハ ダ フ 。 
「 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 岩 拝 すべ きも の は な く 、 か れ 
に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 王権 は か れ に 属し 、 讃 美 も か 
れ に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全能 で す 。 私 た ち は 帰 
り 、 悔 悟 し 、 崇 拝 し ます 。 そ し て 私 た ちの 主 を 称え ます 。 
アッ ラー は 御 自身 の お 約束 を 履行 し 、 そ の し も べ を 勝利 さ 
せ 、 部 族 連 合 を 敗走 させ ま し た 。」 
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106. 嬉し い 事 や 嫌 な 事 が あっ た 時 に 言う こと 
・ (つら 4 雪 る 名 よ ))-218 


ブル ハム ド みみ リッ サー セッ クズ ィ ー ビニ アマ デ ティセ 
タテ ィ ン ム ッ サ ー リ ハー トッ ゥ 。 
預言 者 は 彼 に 嬉し いこ と が も た ら さ れる と 、 次 の よう に 
言っ た :「 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 善行 は か れ の 恩恵 に よっ 
て 完遂 され ます 。」 
-Qd と ある と より) 
ナル ハム ドゥ リッ ラー ヒモ アラ ー クッ リ ハー ル 。 
また 預言 者 は 、 彼 に 嫌 な こと が も た ら さ れる と 次 の よう 
に 言っ た :「 ど の よう な 状況 で あれ 、 ア ッ ラ ー を 称え ます 。」 
107. 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 
た め に 祈願 する こと “の 徳 
219 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 私 の た め に 1 回 祈願 し た 者 に は 、 ア ッ ラ テー が 彼 の 
た め に 10 回 祈願 する 。」 
220 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 私 の 墓 を アー ム や と し て は な ら な い 。 私 の た め に 祈 
願 し な さい 。 あな た 方 の 祈願 は あな た 方 が どこ に いよ うと 
さ 具体 的 な 祈願 の 仕方 に つい て は 、 本 和書 12 綱 の 脚注 ① 参 照 の こと 。 
訳者 注 :「 イ ー ド 」 と は 定期 的 に 訪れ る と ころ の も の 、 そ し て 時 節 的 な も の で 
あれ 、 場 所 的 な も の で あれ 、 何 か を 定期 的 に 行う こと を 指し ます 。 そ れ ゆ え 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 人 々 が 定期 的 に 彼 の 慕 を 来 


防 す る こと を 練 め た の で あり 、 本 文 の 後半 部 分 に も ちあ る よう に 、 彼 へ の 折 雇 
は どこ か ら で も 届く の で す 。 
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私 に 届く の で ある か ら 。」 
221 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 難 座 な 者 と は 、 私 の 名 を 述べ た 時 に 私 へ の 祈願 を 
し な い 者 で ある 。」 
222 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 ア ッ ラ ー の も と に は 私 の ウン マ ゆ か ら の サラ テー ス を 
私 に 伝え る 、 地 上 を 周遊 し て まわ る 天使 た ちがい る 。」 
223 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。 「 私 に 挨拶 する 者 に は アッ ラー が 私 に 私 の 魂 を 戻し 、 
そし て 私 は 彼 へ の 挨拶 を 返す の で ある 。」 

108. グラー ム (挨拶 ) や を 広め る こと 
224 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 あ な た 方 は 信仰 する まで 天国 に は 入ら な い だ ろ う 。 
そし て あな た 方 は お 互い に 愛し 合う よう に な る まで 、 信 仰 
し た こと に は な ら な い だ ろ う 。 だ か ら も し それ を 実行 すれ 
ば 、 あな た 方 が お 互い に 愛し 合う よう に な る 方 法 を 教え て 
や ろう 。 あな た 方 の 間 に ラー ム (挨拶 ) を 広め る の だ 。」 
225 一 「 次 の 3 つの 特質 を 備え た 者 は 信仰 を 結集 し た と 言 


や 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 共同 体 
の こと 。 

る 訳者 注 : ムスリム の 一 般 的 な 挟 拶 の 言葉 「 ア ッ サ ラー ム アラ イク ム (あな 
た 方 に 平安 が あり ます よう )」 の こと 。 あ る い は それ に 続け て 「 ワ ラ ハ マ ト 
ゥ ッ ラ ー (そし て アッ ラー の ご 慈悲 を )」、 更 に 「 ワ バラ カー トッ ゥ フ (そし 
て アッラー の 祝 所 を )」 と 付け 足せ ば 尚 良い と され ます 。 そ し て 挨拶 を 受け た 
ムスリム は 、 そ れ と 同様 か それ より 良い サラ ー ム を 返す べき と され ます 。 至 
高 の ア ッ ラ テラー は 仰 ら れ た : 《 そ し て あな た 方 が 換 拶 を 受け た ら 、 そ れ よ り 良 い 
換 拶 を 返す か 、 あ る い は 同じ 挨拶 を 返す の だ 。 実 に アッ ラー は 全て の こと を 
精算 され る お 方 で ある 。》 (女人 音 : 86) 
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える : まず 自ら に 公正 で ある こと 、 人 々 に 対し て 自分 か ら 
挨拶 を 行う こと 、 困 鋼 の 中 で の 施し 。」 
226 一 アプ ドゥ ッ ラ ー ブン ウマル (彼ら に アッ ラー の 
ご 満悦 あれ ) は 伝え る 。「 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 『 ど の よう な イス ラー ム が 最も 
優れ て いる の で し ょ うか ?』 と 尋ね た 。 預言 者 は 言っ た 。 
『 食 事 を 施し 、 あな た の 知り 合い に も 知ら な い 者 に も ダラ 
ー ス (挨拶 ) を する こと で ある 。』」 
109. 不信 仰 者 が 挨拶 し た 時 の 返事 


・ (で CE う )-227 


ワ アラ イク ム 。 
「 啓 典 の 民 が あな た 方 に 挨拶 し た 時 に は 『 そ し て あな た 方 
の 上 に も 。』 と 返し な さい 。」 

110.、 ニワ トリ と ロバ の 鳴き 声 を 聞い た 時 の ドア ー 
228 一 「 あ な た 方 が 雄 竣 の 鳴き 声 を 聞い た ら ア ッ ラ ー に 彼 
の 恩恵 を 求め な さい 。 雄鶏 は 天使 を 見 た の だ か ら 。 そ し て 
ロバ の 鳴き 声 を 聞い た ら 、 ア ッ ラ ー に シャ イタ ー ン か ら の 
助け を 求め な さい 。 ロバ は シャ イタ ー ン を 見 た の だ か ら 。」 

111. 夜 、 犬 の 喘 え る 声 を 聞い た 時 の ドア ー 
229 一 「 あ な た 方 が 夜 、 犬 の 喘 え る 声 や ロバ の 鳴き 声 を 聞 
いた ら ア ッ ラ テラー に それ ら か ら の ご 加護 を 求め な さい 。 それ 
ら は あな た 方 に 見 えな いも の を 見 る の だ か ら 。」 
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112. 悪口 を 言っ て し まっ た 者 へ の ドア ー 
人 すっ 5 AG を と ヒ に 6 DD) -230 
(CO 


アッ ラー フン マ ファ アイ ユマ ー ムウ ミニ ン サバ プ 
トゥ ッ プ ファ ジュ アル ザー リカ ラフ クル バ パタン 
イラ イカ ヤ ウ マ ルキ ヤー マ 。 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 が 悪口 を 言っ て し まっ た 信者 に 関し て は 、 
それ を 審判 の 日 に 彼 が あな た に 近付く た め の 善 行 と 換え 
て 下さ い 。」 

113. 誰か 他 の ムスリム を 褒め る 時 に 言う こと 


アー トコ し し の っ TP の > 6 ロ 
uz「 | ge 5 Y) し てこ 0 5 てこ >)-231 
ま タカ ー ゃ を 
・(( て ーー! 


アハ スィ ブ (ここ で 名 前 を 言う ) ワッ ラー フ ハス ィ ー プ 
フ 、 ワ ラー ウザ ッ キ ー アラ ッ ラ ー ヒ アハ ダン ア 
ハス ィ プ ブフ (ここ で その 者 の 褒め られ る べき 性 質 を 言う )。 
「 誰 か を 褒め ず に は いら れ な い 時 に は こう 言い な さい 。 
『 ア ッ ラ テー こそ 真 の 裁定 を され る お 方 で あり 、 アッラー に 
対し て 誰 の こと を 称え る つも り も あり ませ ん が 、 私 は 基 
(名 前 を 言う ) を ~ (その 者 の 褒め られ る べべ き 性 質 を 言う ) 
と 思い ます 。』』 
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114. 誰か に 褒め られ た 時 に ムスリム が 言う こと 
9 た 計り て oO の 放し っ ちば 14)-232 


・(O 地 し と と ED 
アッ テー プン マ テー トゥ アー ヒズ ニー ビ ピ マ ー ヤギ 
クー ルー ン 。 ワ グ フ ィ ル リー マー ラー ヤァ アラ ムー 
ン 。 ワ ソ ジ ュ アル ニー ハイ ラン ミン マー ヤズ ン ヌ ー ン 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら が 言う こと に 関し て 私 を 知 め な いで 下 
さい 。 そし て 彼ら が 知ら な いこ と に 関し て 私 を 御 赦 し 下さ 
い 。 そ し て 私 を 、 彼 ら が 思っ て いる 以上 に 良い 者 と し て 下 
さい 。」 

115. ハッ ジ ・ ウム スラ 中 の と ど ず "の 仕方 


1 すき mWOIIO っ まり すき いま OS 


て s デ 


還 〇 IO る MOIUTIO'W を も 


フッ パイ カッ ラー プン マ ラッ パイ ク 。 ラ ッ バ イカ ラー 
シャ リー カ ラ カ ラッ バイ ク 。 イン ナル ハム ダ 、 ワン ニ 


訳者 注 :「 ハ ッ ジ 」 と は ヒジ ュ ラ 礎 12 月 上 旬 に マッ カ で 行わ れる いわ ゆる 大 
館 礼 の こと で 、 イ スラ ー ム の 5 柱 の 1 つ で す 。 一 方 「 ウ ムラ 」 も や は り マ ッ 
カ 館 礼 で す が 、 特 定 の 時 期 は 定め られ て お ら ず 、 か っ つ 行 われ る 款 教 剛 式 も ハ 
ッ ジ に 比べ て 軽 華 さ れ て いま す 。 ウ ムラ は ハナ フィ ー・ マ ー リ キー 学派 で ス 
ン ナ (推奨 行為 )、 シ ャ ー フ ィ イ ー・ ハ ン バ ベリー 学派 で は 義務 と され て いま す 。 
また 「 タ ルビ ヤ 」 と は 巡礼 の 禁忌 状態 に ある 特定 の 時 期 に 念じ る こと を 推奨 、 
ある い は 義務 付け られ て いる (学派 に よっ て 相違 あり ) 一 連 の 言葉 の こと を 
指し ます 。 
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アァ マダ タ 、 ラ カ ワル ムル ク 、 ラ ー シャ リー カ ラク 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の 御 許 に 馳せ 参じ まし た 。 あ な た の 
御 許 に 馳せ 参じ し まし た 。 あ な た に 並ぶ 者 は いま せん 。 あ な 
た の 御 許 に 馳せ 参じ まし た 。 讃 美 と 恩恵 と 主権 は 、 並ぶ 者 
無き あな た の 物 で す 。」 

116. 黒石 の ある 柱 『 に 来 た と 時 の タグ どー シル 
234 一 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
アン 曽 殿 の 周り を 牙 に 乗っ て タワ ジープ ? し 、 黒 石 の あ 
る 柱 に 辿り 着く た びに 持っ て いた 物 で それ を 指し 示し 、 妨 
み どー ル を し た 。」 

117. プア エ メン 開 "と 黒石 の ある 柱 の 間 の ドアー 


CH 9 に タテ VI 2) 人 に G は Bk ば ))-235 


.(C の | 


ラッ パナ ー アー ティ ナー フィ ッ ド ゥ ニヤ ー ハ サ ナ 。 
の ゲー セ ワ ウチ ティ の か ナ 。 ワ ザー デザ が ー バ 
ン ナ ー ル 。 

「 私 た ちの 主 よ , 現世 で 私 た ち に 良き も の を 与え , また 来 


① 訳者 注 : イ スラ ー ム 第 一 の 和 聖地 マッ カ の ハラ ー ム ・ モ スク の 中 心 に ある カアバ 
神殿 は 立方 体 に 近い 形 を し て お り 、 そ の 4 つの 角 に は 支柱 が あり ます が 、 各 々 
の 支柱 に は 名 称 が あり ます 。「 黒 石 の ある 柱 」 は 文字 通り 黒い 石 の は まっ て い 
る 柱 で 、 タ ワー ブフ (下記 訳者 注 痕 照 ) する と き の 出 発 点 で す 。 

る 訳者 注 :「 タ ワー フ 」 は 巡礼 の 諸 義 務 行 為 の 内 の 1 つ 。 ア ッ ラ ー を 祭 拝 する た 
め に カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻る こと で す 。 

き 訳者 注 :「 イ エメ ン 柱 」 と は 、 黒 石 の ある 柱 か ら タ ワー フ を 始め た と き 最 後に 
通る 柱 。 
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世 で も 良き も の を 与え た まえ 。 そし て 業火 の 懲罰 か ら 私 た 
ち を 守り た まえ 。」 
118. ダフ ァ ー と マル クン の 丘 げ に 立っ た 時 の ドア ー 


・(@ KW ロ rf SC と 25 9 め ))-236 


『 イ ン ナ ッ サ ファ ー ワル マル ワタ ミン シャ アー イ 
リッ ラー。』 アプ ダウ ビ マ ー バダ アッ ラー フ ビ ピ ヒ 。 

「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ダフ 
アー の 丘 に 近づい た 時 、 言 っ た 。『《 本 当 に ダフ ァ ー と マル 
ジア は , アッ ラー の み し る し の 内 の 1 つ で ある 。》 私 は アッ 
ラー が それ で も っ て 始め られ た も の に お いて 、 始 め る 。』 


7 ン > タン ぁみ e の 7 押 謗 2 > pa レン ん ン 

ET ITEOI(1 き 生き OPC 人 や CY ま いり ま まり まり )) 
あの ve: 206) we we wen | ez 人 有 oo 
eu と > の 9 (eu と) policeue5A0MI ANY Cu9 を 有 び 


・(G で と うこ ティ うう 
we 4 テー バカ イッ タダ タッチ ラージ ワウ ハ カ ガラ ダー 
ャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ッ ゥ ワ 
グリ ナナ テー グッ リ ジャ イイ ン みみ ディ ー ル 。 サー 
ザラ ター ハ パッ ジッ ジープ ハメ ジッ アン ゲ ジャ ザ アァ 
ダフ 、 ワ ナ サ ラ アプ ダフ 、 ワ ハザマ ル ア ハ ザー バ 


① 訳者 注 :「 サ ファ ー と マル ワ の 丘 」 と は 、 全長 約 400m の 回 廊 を 挟む 2 つの 丘 。 
「 サ ファ ー の 丘 」 か ら 始 め て その 間 を 3 往復 半 す る こと は 「 サ アイ 」 と 呼ば 
れ 、 多 礼 の 諸 義 務 行 為 の 内 の 1 つ で す 。 
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ワ ハ ダ フ 。 

こう し て ダフ ァ ー の 丘 か ら 始 め 、 アン 特 殿 が 見 える と 
ころ まで 上 る と キ デ プラ の 方 向 や を 向き 、 夕 み と 一 が と 夕 グ 
どー ケル の 言葉 ? を 唱え 、 言っ た 。 『 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 
に 系 拝 す べき も の は な く 、 か れ に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 
主権 は か れ に 属し 讃 美 も か れ に 属し ます 。 か れ は 全て に お 
いて 全能 で す 。 唯一 の アッ テー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の 
は いま せん 。 か れ は 約束 を 履行 し 、 そ の し も を 勝利 させ 、 
(背信 の ) 徒党 を 敗走 させ まし た 。』 

また マル グ ジ の 丘 で も 、 ダ ファ ー の 丘 で し た 通り に 行なっ 
7 

119. アテ ファ “の 日 の ドア ー 


信和 うり の 委 す 。 お る し ろ Y 662 う | 9 0 ③)-237 


・(C や 2 ぴ 
ラー オグ デー か イッ クック サージ ジム デア 当 ー 之 
ャ リー カ ラフ 。 ラフ ルム ルク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ッ ワ 


Q 訳者 注 : つま り カ アバ 押 殿 の 方 向 。 

き 駅 者 注 :「 タ ウ ヒ ー ド 」 の 言葉 と は 「 ア ッ ラ ー が 唯一 で あり 、 か れ に 並ぶ も の 
は 何 も な い 」 と いう こと を 示す 言葉 を 念 唱 する こと 。 最 も 一 般 的 な の は 「 ラ 
ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー (アッ ラー 以外 に 真 に 押 拝 すべ きも の は な し )」 
と いう 言葉 。 

③ 訳者 注 :「 ア ラフ ァ 」 と は ヒジ ュ ラ 礎 12 月 の 9 日 目 、 ハ ッ ジ の 人 巡礼 者 た ち が 
赴く こと を 義務 付け られ て いる マッ カ 近 郊 の 台地 。 こ の 日 この 地 で アッ ラー 

"を 念じ し 、 タ ルビ ヤ を 唱え 、 祈 り 、 犯 し た 罪 の 赦し を と う 事 は 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 「 ハ ッ ジ は アラ ファ で ある 。」 と いう 言葉 
が 示す 通り 、 ハ ッ ジ の メイ ン イ ベン ト 的 意味 合い を 持っ て いま す 。 
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フワ アラ ー クッ リ シャ イイ ン カ デ ィ ー ル 。 

「 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 上 祭 拝 すべ きも の は な く 、 か れ 
に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 主権 は か れ に 属し 讃 美 も か れ 
に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全能 で す 。」 

120. スズ ダグ ファ "に お ける ズ ィ ク ル 
238 一 「 預 言 者 は ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
アス クー ( 彼 の 愛用 の 千 及 の 名 前 ) に 乗っ て スズ ダク ファ 
に 着く と 、 キ デブ ラ の 方 角 を 向い た (そし て ドア ー を し 、 放 

ク ど ー ル と ハグ ー ル と 放 み と ーー 人 の 言葉 ? を 唱え た )。 そ 
し て 空 が 明る く な る まで その まま 立ち 続け 、 日 が 昇る 前 に 
出発 し た 。」 

121. ジィ マテ ー “の 投石 の 際 の タク ビール 
239 一 「3 つの ジャ マテ ー ム で 小石 を 投げ る た ぴ に タク ど 
ー ル を 唱え る 。 そし て 1 番目 と 2 番目 の ジマ ターム へ の 
投石 の 後に 立ち 止ま り 、 キ デラ の 方 角 を 向い て 両手 を 上 げ 
な が ら ド アー する 。 アタ (3 番目 の ジマ ラーム) の 投 
石 に 関し て も 同様 に タク どー ルク し な が ら 投 石 す る が 、 その 
後 は 立ち 止ま ら ず 立ち 去る 。」 


や 訳者 注 :「 ム ズ ダ リフ ァ 」 と は 、 ヒ ジュ ラ 訂 12 月 9 日 の 夜 を 過ごす こと に な 
っ つて いる マッ カ 近 郊 の 場所 。 

る 訳者 注 :「 タ ハリ ー ル 」 の 言葉 と は 「 タ ウ ヒ ー ド 」 の 言葉 と 同義 。163 綱 の 肢 
注 め 参照 の こと 。 

$ 訳者 注 : マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 投石 塔 。 
ヒジ ュ ラ 摩 12 月 10 日 に 最大 の 柱 に 7 個 、 そ し て 11、 12、13 日 に は 各 福 に 7 
個 ず つの 小石 を 投石 する こと に な っ て いま す 。 
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122. 英 嘆 や 嬉し い 時 の ドア ー 
・ (Co つう )-240 


スプ ハー ナッ プー。 
「 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。」 


(CST3D)-241 


アッ ラー フ アク バル 。 
「 ア テッ ラー は 偉大 な り 。」 
123. 嬉し い 事 が 起こ っ た 者 が する こと 
242 一 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
彼 に 嬉し い 事 が 起こ っ た 時 に は 、 祝福 され た 崇高 な る アッ 
ラー へ の 感謝 の た め に ジグ ダ (平伏 礼 ) を し た 。」 
124. 体 に 痛み を 感じ た 者 が 言う こと 
1(GE も ビクン 5) 3 (G③ に の )-243 
「 体 の 痛み を 感じ た と ころ に 手 を 置き 、 こ う 言 いな さい : 
ビス ミッ ラー (x3 回 )。 
『 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。』 
そし て 次 の よう に 7 回 言い な さい : 
アウ ー ズ ピッ ラー ヒ ワリ ク グ ドゥ ラテ チ ィ ヒモ ミン シ 
ャ ッ リ マー アジ ドッ ワ ウ ハ ー ズ イィ ル 。 
『 私 は アッ ラー と か れ の 力 に お いて 、 私 が 出 蘭 い 、 警戒 す 
る と ころ の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。』」 
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125. 邪 視 (アア の や 『 に よる 災難 を 麗 れ る 者 の ドア ー 
244 一 「 あ な た 方 の 同胞 、 あ る い は 自分 、 あ る い は その 財 
産 に 羨望 を 感じ た 時 に は 、 彼 の た め に 祝福 を 祈り な さい 。 
本 当 に 了 邪 視 は 真実 で も る か ら 。」 

126. 恐怖 に 見 舞 わ れ た 時 に 言う こと 


と と 


・((⑳! Y! 4! ①))-245 


ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー。 
「 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 
127. 必殺 時 に 言う こと 
に か 2 ょ の 失い と e 
Jo の ンー 和 0) に ST る | こり )-246 
ビス ミッ ラー ヒ ワッ ラー フ アク バル 。 アッラー フン マ 
ミン カ ワ ラク 。 ア ッ ラ ー フ ンマ タダ カッ バル ミン ニ 


ーー 


「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ 
ー よ 、 こ れ は あな た か ら で あ な た へ の も の で す 。 ア ッ ラ ー 
よ 、 私 か ら (この 捧げ 物 を ) 受け 入れ て 下さ い 。」 

128. 悪魔 た ちの 策略 を 阻止 する ドア ー 


ンク Y お じらし Kb)-247 


ンタ ラン 6 っ Pr と 5 シン 
し と (と あじ ント 55 も の うく と し 人 


① 駅 者 注 : 邪 視 (デイ ン ) と は 、 婦 み や 羨望 な ど を も っ た 他人 の 視線 、 本 人 の 
意図 と は 関係 な く 、 そ れ に よっ て 視線 を 受け た 者 に 和 鱗 難 や 悪事 を も た ら す こ 
と が あり ます 。 


153 


まま W ンー ュ ンー ンー 。 まま きっ 


ラテ し と 2 是 。 レイ レン ラン e っ 
いと レン トン ゅ ちゆ し と とう ・ ゆ と 
Pd っ 3 な アカ し と ン ンー ン 。 と 者 の 
9 bl gb の の の (JJU きのう 


・ (の テウ 5 
アウ グース ピカ サザ アー ティ ッッ ジ クー セッ タージ ヤー ゲ ネ タ 
ラテ ディー グー エニ ジャ ー ク イズ フン ナ パッ ルン アウ 
ラー ファ ー ジ ルン ミン シャ ッ リ マー ハラ カ 、 ワ 
バ パラ ア ワ ザラ ア 。 ワ ミン シャ ッ リ マー ヤン ズ 
パル: サッ ザマ ピー ジー ミン シャ ッ リ マー ヤメ アル 
ジュ ジィ ー ハ ー。 ワ ミン シャ ッ リ サリ マー ザジ タ ア 
フィ ル ア ル ドゥ 。 ワ ミン シャ ッ リ マー ヤ フ ル ジュ 
ミン ハー。 ワ ジワ ミン シャ ッ リ フィ タニ ッ ラ イリ ワン 
ナハ ー ル 。 ワ ミン シャ ッ リ クッ リ ター リキ ン イ 
ーー グー か カル 補 も 沙 ルク グ Sn オダ シン キー 
ラ ハ マ ー ン 。 
「 慈 悲 深き お 方 よ 、 私 は 善人 で あろ うと 悪人 で あろ うと 超 
える こと の 出来 な い ア ッ ラ ー の 完全 な る 御 言葉 の も と に 、 
アッ ラー が 創造 し た 悪 、 天 か ら 下 り て くる も の に 起因 する 
悪 、 そ こ に 上 昇 す る も の に 起因 する 悪 、 大 地 に 創造 し た も 
の に 起因 する 悪 、 そ こ か ら 出 現す る も の に 起因 する 悪 、 量 
夜 の 災難 の 悪 、 良 きも の を も っ て ドア を ノッ ク す る 者 以外 
の 全て の 来訪 者 の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
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129. 罪 の 赦し を 如 い 、 悔 悟 す る こと 
248 一 アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) は 言っ た 。「 ア ッ ラ テー に 誓っ て 、 本 当 に 私 は 一 日 に 70 
回 以上 アッ ラー に お 赦し を 求め 、 か れ に 悔 悟 し ます 。」 
249 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー に 悔 悟 し な さい 。 本 当 に 私 は 一 
日 に 100 回 の 悔 域 を 行い ます 。」 


ども (は 人 J) 0 go 和宏 )-250 
・(《! 


預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
アス タグ フィ ルッ ラー ハル アズ イィ イー マッ ラズ イー ラー 
イラ ー ハ イッ ラー フワ ル ハ イ ユ ルカ イ ユ ー ム ワ 
アト ゥ ー プ イジ ライヒ 。 

「『 私 は 永遠 に 生き 、 自 存 さ れる 、 か れ の 他 に 真 に 崇拝 す 
べき も の が 無い と ころ の 偉大 な アッ ラー に お 赦し を 求め 、 
彼 に 悔 悟 し ます 。』 と 言っ た 者 は 、 例 え そ の 者 が 敵 に 背 を 
向け て 逃げ た 者 で あっ て も 、 ア ッ ラ ー が 彼 の 罪 を お 赦し に 
な る で あろ う 。」 
251 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「 主 が し も べ に 最も お 近付き に な られ る の は 真夜 中 
の 終わ り で ある 。 だ か ら そ の 時 間 に ア ッ ラ ー を 念 唱 する こ 
と が で きる の な ら 、 そ うし な さい 。」 
252 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ) は 言 
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っ た 。「 し も べ が 彼 の 主 に 最も 近付く の は 、 彼 が ダ ジ ダ ( 平 

伏 礼 ) し て いる 時 で ある 。 だ か ら そ の 時 に ドアー を 沢山 し 

な さい 。」 

253 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 

っ た 。「 実 に 私 の 心 は 怠慢 に 襲わ れる や 。 そ し て 私 は 一 日 

100 回 アッ ラー に 赦し を 求め る の だ 。」 

130. タス ピー プ 、 才 ハミ ー/“、 才 ハー クム 

タグ どー ルル の 箱 


・ (で こう る | や))-254 


スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ビ ハ ム ディ ヒ 。 (x100) 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「 一 日 100 回 『 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 あれ 。』 
と 唱え た 者 は 、 例え 彼 の 過ち が 海 の 泡 の 数 ほど あっ た と し 
て も 、 そ れ を 赦 さ れる で あろ う 。」 


信 う の の 和 h する 9 2 とう | 3! 4 ③))-255 


2 の ロ し し 5 の 
の ーー ゲー ーー トッ テッ テー ジジ ポポ ガ ジ ジー を 


や 駅 者 注 : 頂 言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 非常 に 
多く の ズ ィ ク ル や イベ バー ダ (諸々 の 崇拝 行 謝 ) な ど を 自ら に 課 し 、 ま た そこ 
に お いて 常 日 誠 か ら 茂 し く 自 己 監 軸 し て いま し た 。 そ こ で それ ら を 人 不 注意 な 
どか ら 六 っ て し まっ た 場合 に は 、 そ れ を 自ら の 基準 に お いて 人 固 と 見 な し まし 


訳者 注 :「 タ ハミ ー ド 」 と は 、「 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー (全て の 賃 替 は アッ ラ 
ー に こそ あれ )」 と 念 唱 する こと で す 。 
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ャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ワ 
フワ アラ ー クッ リ シャ イイ ン カ デ ィ ー ル 。 (x10) 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「『 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 か 
れ に 並ぶ 何 も の も いま せん 。 主権 は か れ に 属し 議 美 も か れ 
に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全能 で す 。』 と 10 回 言っ 
た 者 は 、4 人 の イス マー イー ル の 子 ら Y を 解放 し た よう な 
も の だ 。」 


Eo て と うる | oe と ))-256 


スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ビ ハム ディ ヒ 。 スプ ハー ナッ 
ラー ヒル アズ ィ ー ム 。 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「 舌 に は 軽い が 善行 の わ 竹 に お いて は 重く 、 慈悲 深き お 方 が 
お 悦び に な られ る 2 つの 言葉 は 、『 ア ッ ラ テー を 称え 感謝 し 、 
偉大 な る アッ ラー を 称え ます 。』 で ある 。」 


CST 3 I 20 Y う て る 光二 7 o じ し))-257 


スプ ハー ナッ ラー。 ワル ハム ドゥ リッ ラー。 ワ ラー イ 
ゲー の ハ オック ッ み ター、。 ジッ ケージ チク グル 。 

預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「『 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 賞状 と 詩 美 あれ 。 ア デッラ テー 以外 
に 真 に 上 財 拝 すべ きも の は な し 。 アッラー は 偉大 な り 。』 と 
言う こと は 、 私 に と っ て 太陽 の 下 に ある も の 全て より も 愛 


中 駅 者 往 : イス マー イー ル の 子 丈 で ある アラ ブ の 4 人 の 奴 妹 の こと 。 
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すべ きも の だ 。」 

258 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
っ た 。「『 毎 日 千 の 善行 を 積む こと の 出来 な い 者 が いよ う 
か ?』 す る と そこ に 座っ て いた ある 者 が 対 ね た 。『 ど う や 
っ て 千 も の 善行 を 積む みこ と が 出来 る の で すか ?』 預言 者 
(後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。『100 
回 タス どー グ プ (「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と いう 言葉 ) を 言え 
ば 千 の 善行 が 書き 留め られ る か 、 ある い は 千 の 過ち が 放免 
され る 。 直 


、(G と で あう | る | o し と ))-259 


スプ ハー ナッ ラー ヒル アズ ィ ー ミ ワ ビ ハ ム ディ ヒ 。 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「『 信 大 な る アッ ラー を 称え ます 。 ア ッ ラ ー に 賞 故 あれ 。』 
と 言っ た 者 は 、 天国 に 彼 の た め の ナ ツメ ヤシ の 木 が 植え ら 
れる 。」 


- (3 し) 5 うり > ざ ))-260 


グッ が の の グー みゆ の の ルー 窒 み み 


ーー 
に 】 


預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 

「『 ア プ ド ゥ ッ ラ ー プン カイ ス 、 お 前 に 天国 で 最も 素 

晴らし い 財宝 を 教え て や ろう か ?』 私 は 言っ た 。『 は い 、 

アッ ラー の 使徒 よ 。』 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 

平安 あれ ) は 言っ た 。『 至 高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な 
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る 威力 も 強大 な る も の も あり ませ ん 。』 と 唱え る こと だ 。」 
(CT 7 3 NI 人 0 9 うる 移り て oi らら ))-261 


スプ ハー ナッ ラー。 ワ ル ハ ム ド ゥ リッ ラー。 ワ ラー イ 
ラー ハ イッ ラッ ラー。 ワ ッ ラ テラー フ アク パル 。 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。 
「 ア ッ ラ ー が 最も 好ま れる 言葉 は 4 つ あ り 、 そ れ ら は 『 ア 
ッ ラ ー に 称え あれ 、 全 て の 讃 美 は アッ ラー に あり 、 ア ッ ラ 
ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 無し 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 』 
で ある 。 そ し て それ ら の どれ か ら 始 め て も 震 は 無い 。」 


っ の 2 の 2 な 『 合っ 。 っ 2 ジャ で 人 則 
9 (AS 73 の る すう | ! 4! ゞ ))-262 
0 3u が 9 う 0 た YS 95 とる 


. (で 3 


ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワウ ハ ダ フ ラー シシ 
ャ リー カ ラフ 。 アッ ラー フ アク バル カビ ピーラー。 ジ シ 
だ みり テー も スネ カー テー。 スプ バー ナル テー 
用 テッ ゼル アー タミー。 サー ハウ プラ レ ラー みみ 
ウ ワ タ イッ ラー ビッ ラー ヒル アズ イィ イー ズ ィ イル ハ キ ー 
ム 。 

「 ベ ドウ ィ ン の ある 者 が アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に や っ て 来 て 言っ た 。『 私 が 
言う べき 言葉 を 教え て 下さ い 。』 預言 者 は 言っ た 。『《 後 に 
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並ぶ 者 無き 唯一 の お 方 アッ ラー 以外 に 真 に 財 拝 すべ きも 
の は 無い 。 ア ッ ラ テー は 本 当 に 偉大 で ある 。 ア ッ ラ ー に 限り 
な い 感 謝 を し ます 。 全 世界 の 主 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 至 高 
至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る も の も あ 
り ま せん 。》 と 言え 。』 

1 づめ 9 かり いと と うう て は で 人 UD) 
アッ ラー フン マグ フィ ル リー、 ワル ハム ニー、 ワ ハデ ィ 
ニー、 ワ ルズ クニ ー。 

その 男 は 言っ た 。『 そ れ ら は 私 の 主 の た め の 言 葉 で す 。 
私 自身 の た め に は 何 を 言う べき で し ょ うか ?』 預 言 者 は 言 
っ た 。『《 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 御 赦 し 下さ い 、 私 に お 慈悲 を お 
か け 下 さい 、 私 を お 導き 下さ い 、 私 に お 恵み を 与え て 下さ 
い 。》 と 言え 。 

・ の PAD て (とり 40D)-263 
アッ ラー フン マグ フィ ル リー。 ワル ハム ニー。 ワ ハデ ィ 
ニー。 ワ アー フィ ニー。 ワ ルズ クニ ー。 

預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ある 者 
が 入信 する と 、 彼 に 礼拝 を 教え ん 、 そ れ か ら こ れ ら の 言葉 で 
祈願 する こと を 命じ た 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 御 赦 し 下さ い 、 
私 に 慈悲 を お か け 下 さい 、 私 を お 導き 下さ い 、 私 を お 守り 
下さ い 、 私 に 恵み を 与え て 下さ い 。」 


-( 3 介さ)・(( る と すり )-264 
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アル ルド ゥ ッ サッ ラー。 ジー ゴイ ター バ ゴイ ッ ケッ テー。 
「 最 も 良い ドア ー は 『 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。』 で 、 最 も 良 
い ズ ィ ク ル は 『 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 無 
も は で お ああ 。』 


し > ン 6 を と っ 
Y う 251 うに | さ ! 0 2 る と すり 7 て AO))-265 


- (GUYI 計 びと 


スプ ハー ナッ ラー。 ワ ル ハ ム ド ッ ゥ リッ ラー。 ワ ラー イ 
プー の 240 ツラ ッ タ ー。 ワッ タープ アク バル 。 ど ラー 
ケラ ク ジジ サ サー グ サ ログ イル クー ゼ ッ ケ ター。 

「 来 世に 残る 報奨 高い 行い と は 、『 ア ッ ラ テー に 称え あれ 。 
全て の 賞状 は アッ ラー に あり 。 アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 す 
べき も の は 無し 。 ア ッ ラ テー は 偉大 な り 。 至高 至 大 の アッ ラ 
ー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る も の も な し 。』 と いう 言 
葉 で ある 。」 

131. 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 
タス どー ンジ の 仕方 
266- ア ブ ド ゥ ッ ラ ー プン アム メル (彼ら に アッ ラー の 
ご 満悦 あれ ) は 言っ た 。「 私 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) が 、 彼 の 右手 で タス どー ンプ を 数 える "の 

を 見 た 。」 


訳者 注 : 本 和書 169 頁 に ある よう な 特定 の 回 数 の ズ ィ ク ル を する 場合 、 右 手 の 
指 を 使っ て 回 数 を 数 える の が 推 導 され た 行為 で す 。 
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132. 行 と 礼儀 の 集大成 か ら 

267 一 「 夜 の 帳 が 下り た ら 、 あ な た 方 の 子供 た ち を 家 に 入 
れる の だ 。 シャ イタ ー ン た ち は そ の 時 に 散開 する の で ある 
か ら 。 そ し て 暫く た っ た ら 彼 ら を 放っ て お く の だ 。 そ し て 
扉 を 閉め 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え よ 。 シ ャ イタ ー ン は 閉じ 
られ た 扉 を 開け る こと は な い の だ 。 また 水 入 れ の 袋 を 縛り 、 
アッ ラー の 御名 を 唱え よ 。 そし て 何 か を 上 に 置く だ け で も 
良い か ら あ な た 方 の 器 を 覆い 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え る の 
だ 。 そ し て 有明 かり を 消し な さい 。」 


妻たち の 聞 寺 考 ス ハン マ だ と その 系 疾 、 そ の 表 友 全て だ 
アッ テー の 克 意 と 攻 移 が あ ク まず メラ 。 
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74 一 サウ ム 中 に 食事 を 出さ れ た 場合 の ドア ー・・・・・・・ 127 
75 一 喧嘩 を けし か けら れ た 時 に サー イム が 言う こと ・・・・ 127 
76 一 植物 に 実 が 付き 始め た の を 見 た 時 の ドア ー・・・・・・ 128 
77 一 くし ゃ み を し た 時 の ドア ー・・・・・・・・・・ 128 
78 一 ムスリム で な い 者 が くし ゃ み を し 、 ア ッ ラ ー を 讃え た 
時 に 彼 に 言う Pa と 人 129 
79 一 結婚 する 者 へ の ドア ー 本 本 まっ 計 7) 二 2 0 た 電 で ) 129 
80 一 結婚 する 者 、 及 び 家 畜 を 買う 時 の ドア ー・・・・・・・ 130 
81 一 床 入り 前 の ドア ー RS 0、 王 7 0 ま (2! 2 サエ 7E 2 導 ! 押 2 130 
82 一 怒っ た 時 の ドア ー WI 清二 ば 09 人 介 。 SO の つ の TOG. タ ii 131 
83 一 災難 に 遭っ た 者 を 見 た 時 の ドア ー・・・・・・・・・・ 131 
84 一 集まり に お いて 言う ドア ー・・・・・・・・・・・・・ 131 
85 一 集まり の 解散 に 際 し て の ドアー・・・・・・・・・・・ 132 
86 一 「 ア ッ ラ ー が あな た を 落し て 下さ り ま す よ うに 」 と 
言っ た 者 へ の 言葉 3 7 7 計 2 2 半 計 し 7 132 
87 一 あな た に 善い こと を し た 者 へ の ドアー・・・・・・・・ 132 
88 一 偽 メ シア か ら の 護身 「 132 
89 一 「 私 は アッ ラー ゆえ に あな た を 愛し ます 」 と 言っ た 者 
へ の ドア ーー トド トド トゥ トゥ タタ トト トド ドド トド トド 133 
90 一 あな た に 財 を 施し た 者 へ の ドア ー・・・・・・・・・・ 133 
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391 一 借金 返済 時 の 債権 者 へ の ドア ー・・・・・・・・・・・ 133 


92 一 不信 仰 に 恐怖 を 抱い た 時 の ドア ー・・・・・・・・・・ 134 
93 一 「 ア ッ ラ ー が あな た を 祝福 し て 下さ いま す よ う 」 と 

言っ た 者 へ の ドア テー トト トゥトゥ トゥ トド トト トド トゥ ッッ 134 
94 一 ティ ヤラ に 対す る 嫌 惑 の ドア ー・・・・・・・・・・・ 134 
95 一 乗り 物 に 乗る 時 の ドア ー・・・・・・・・・・・・・・ 135 
96 一 旅立ち の ドア テー トート トド トゥ に トド トゥ ッッッ 136 
97 一 村 や 町 に 入る 時 の ドア ー・・・・ ド ・・ こ ここ ・ マ ・ 138 
98 一 市 揚 に 入る 時 の ドア ー・・・・・・・・・・・・・・・ 139 
99 一 乗り 物 の 調子 が 悪い 時 の ドア ー・・・・・・・・・・・ 140 
100 一 旅人 の 居住 者 へ の ド テ ーー ドド トト トッ 140 
101 一 居住 者 の 旅人 へ の ドア ー・・・ 140 
102 一 旅 の 道中 に お ける タク ビ ピール と タス ピー フ ・・・・・・ 141 
103 一 サハ ル 時 (夜明け 前 ) の 旅人 の ドア ー・・・・・・・・ 141 
104 一 旅 に お いて 他 の 家 や 場所 に 泊まる 時 の ドア ー・・・・・ 141 
105 一 旅 か ら 戻 っ た 時 の ズ ィ ク ル ・・・・・・・・・・・・・ 142 
106 一 嬉し い 事 や 嫌 な 事 が あっ た 時 に 言う こと ・・・・・・・ 143 
107 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 われ ) の た め 

に 祈 頼 する こと の 徳 ・・・ ト トト トト トト 143 
108 一 サラ ー ム ( 挨 朱 ) を 広め る こと ・・・・ ド ・・・ こ に 144 
109 一 不信 仰 者 が 挨拶 し た 時 の 返事 ・・・・・・・・・・・・ 145 
110 一 ニワ トリ と ロバ の 鳴き 声 を 聞い た 時 の ドア ー・・・・・ 145 
111 一 夜 、 犬 の 喘 え る 声 を 開い た 時 の ドア ー・・・・・・・・ 145 
112 一 可 曲 を 言っ て し まっ た 者 へ の ドア ー・・・・・・・・・ 146 
113 一 誰か 他 の ムスリム を 褒め る 時 に 言う こと ・・・・・・・ 146 
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114 一 誰か に 褒め られ た 時 に ムスリム が 言う こと ・・・・・・ 147 


115- ハ ッ ジ ・ ウ ムラ 中 の タル ピ ヤ の 仕方 ・・・・・・・・・ 147 
116 一 黒石 の ある 柱 に 来 た 時 の タク ピー ル ・・・・・・・・・ 148 
117ー イ エメ ン 柱 と 黒石 の ある 柱 の 聞 の ドア ー・・・・・・・ 148 
118 二 サフ ァ ー と マル ワ の 丘 に 立っ た 時 の ドア ー・・・・・・ 149 
119ー ア ラフ ァ の 日 の ドア テート トト トト トー 150 
120- ム ズ ダ リフ ァ に お ける ズ イ ク ル ・・・・・・・・・・・ 151 
121ー ジ ャ マラ ー ト の 投石 の 際 の タク ピー ル ・・・・・・・・ 151 
122 一 荻 嘆 や 嬉し い 時 の ドア テー バー バト トド トド トド トド トト 152 
123 一 嬉し い 事 が 起こ っ た 者 が する こと ・・・・・・・・・・ 152 
124 一 体 に 痛み を 感じ た 者 が 言う こと ・・・・・・・・・・・ 152 
125 一 邪 視 に よる 災難 を 和 恐れ る 者 の ドア ー・・・・・・・・・ 153 
126 一 恐 休 に 見 舞 わ れ た 時 に 言う こと ・・・・・・・・・・・ 153 
127 一 必殺 時 に 言う に こと ・・・・・・・・ ト トト ・ ト トート ーー 153 
128 一 悪魔 た ちの 策略 を 阻止 する ドア ー・・・・・・・・・・ 153 
129 一 界 の 赦し を を い 、 悔 悟 す る こと ・・・・・・・・・・・ 155 
130 一 タス ピー フ 、 タ ハミ ー ド 、 タ ハリ ー ル 、 タ クビ ピール 

の 徳 ・・・・・ ト トド トド トド トト トゥ トト トト トト ドド ・・ 156 
131 一 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 

タス ビー フ の 仕方 ドド トド トド ドッ 161 
132 一 美 行 と 礼儀 の 集大成 か ら ・・・ ト トト ・・・・・ 162 
目 交 ・・・・ ト トト トゥトゥ トゥトゥ トゥ に に に ト に ドド に に で に にゃ いこ ・ 163 
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